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プロローグ







　気がつくと、俺おれは見知らぬ森にいた。

　見知らぬ森で、大の字で寝ね転ころんでいた。

「あれ……？」

　半身を起こし、ねぼけまなこであたりを見回す。

　森だ。

　見知らぬ森の、真まっ只ただ中なかだ。

　いや、そもそも繁はん華か街がいのど真ん中で生まれ育った俺に「見知った森」など存在しないのだが。それ以前に、そこは日本国内とも思えないアマゾンの密林のごとき様相を呈ていしていたのだった。

　奇き怪かいな形状にねじくれた大樹。

　巨きよ大だいなシダの葉。

　毒々しい原色の花。

　聞き覚えのない鳥の鳴き声。

　頭上には分厚く枝葉が重なって、空の色など見えやしない。

（いったい何ど処こなんだ、ここは？）

　青々とした下生えの草に半ば埋うもれつつ、俺は我わが身みをかえりみる。

　白い調理着、白い前まえ掛かけ、白いシューズの、白装束。

　胸には『つるみ屋』の黒いロゴネーム。

　頭には白いタオルまで巻きつけた、ふだん通りの格好だ。

　どうしてこの俺が、こんな格好のまま、こんな場所で寝転んでいるのだろう。

　俺はその場にあぐらをかいて、とにかく意識を失う以前のことを思い出そうと試みた。

　すると――身体からだを動かした拍ひよう子しに、何かが手に触ふれた。

　固く、なめらかな、加工された木工品の感かん触しよく。

　下生えの草に埋もれていたそいつを引っ張りだしてみると――それは、朴ほおの白しら鞘さやに収められた、一本の三徳包丁だった。

　使いこまれた、黒こく檀たんの柄。刃は渡わたりは、二十一センチ。

　白い木の鞘から抜ぬくまでもない。それは、俺の親おや父じが生命いのちよりも大事にしていた、京都の老舗しにせの刃は物もの店てん『榊さかき屋や』の逸いつ品ぴんたる三徳包丁だった。




　そして。

　それを見た瞬しゆん間かん。

　俺は、すべてを思い出していた。




◇




　俺の名前は、津つ留る見み明あ日す太た。

　津つ軽がる海かい峡きようの津つに、留とどまって見る。明日太ると書いて、「つるみあすた」だ。

　公立高校に通う二年生の十七歳。身長は百七十センチ、体重は五十八キロで、べつだん太ってはいない。生まれも津軽ではなく、関東の千葉である。

　家は『つるみ屋』という大衆食堂をやっていて、まあそれなりに繁はん盛じようはしている。いや、繁盛していた。一ヶ月前に、あいつらがやってくるまでは。

　何でも店の隣となりのビルが複合型アミューズメントなんちゃらとして改装されるらしく、その新しいオーナー様とやらが「店の敷しき地ちを売ってほしい」と願い出てきたのだ。

　建前としては、「駐ちゆう車しや場じようを造りたいから」。

　本音としては、「パーク内にはフードコートを設置する予定であり、隣りに人気の大衆食堂などがあると集客に影えい響きようが出そうだから」。

　もちろんこちらとしては、そんな一方的な要求を受うけ容いれる筋合いもないので丁てい重ちようにお断りしたのだが。どうにも相手が悪かった。その新しいビルのオーナー様とやらは、どうやらそのスジの人間だったようなのである。そのビルも、悪あく辣らつな手段で前の所有者から強ごう奪だつしたものであるらしい。

　そんなわけで、ビルの改装が始まるのと時期を同じくして、陰いん湿しつな嫌いやがらせが始まった。

　店のシャッターに「汚染済」とかいう落書きが書かれたり、無言電話が鳴りまくったり、軒のき先さきに猫ねこの死し骸がいが放り捨てられたり……などという、古典的な嫌がらせである。

　唯ゆい一いつ当世風であったのは、ネットの口コミサイトだとかで「あの店は何回も食中毒を出しているらしい」とかいう根も葉もない醜しゆう聞ぶんが拡散されたことぐらいであろうか。

　もちろん昔ながらのお客さんたちは、そのような出来事など歯し牙がにもかけず、同じペースで通ってくれていた。が、一いち見げんのお客さんや学校帰りの大学生なんかはめっきり数が減じてしまい、それは売り上げの数字にもはっきり現れた。

　インターネットの普ふ及きゆう率りつおよび影えい響きよう力りよくとはこれほどのものなのかと、俺はほぞを噛かむ思いだった。

　それでも親父は、笑っていた。

「そんなデマカセを信じて俺の料理が食べられなくなるなんて、まったく損な人生だなあ」と。

　笑えなくなったのは、ついさっき。

　俺の体感としては、数時間前。

　夕の部の下ごしらえを俺にまかせて食材の仕入れに出かけていた親父は、軽トラックに轢ひかれて救急病院に担かつぎこまれてしまったのだった。

　病院からの急報を受けて、俺は調理着のまま病室に駆かけつけた。

　ベッドの上で、それでも親父は豪ごう快かいに笑っていた。

　笑ってはいたが、両足を複雑骨折してしまっていた。

　腕うでにも頭にもぐるぐると包帯が巻きつけられており、そこかしこに赤い血がにじんでしまっている。何でも、時速八十キロぐらいで突とつ進しんしてきた軽トラックに、真正面から撥はねられたのだという。「生きているのが奇き跡せきだ」と担当医の先生は呆あきれ顔がおをしていた。

　軽トラックは、そのまま逃とう走そう。目もく撃げき者しやは多数いたそうだが、車体からはナンバープレートが外されており、運転手は、ニット帽ぼうとサングラスで面相を隠かくしていた。

　完全無欠に、計画的犯行だ。

　それでも、親父は笑っている。

　まあ、この親父の息の根を止めるには、ダンプカーでも用意しないと無理だということだ。

「それで、退院はいつぐらいになりますかねえ？」

　ベッドに横たわった重傷患者に満面の笑えみを向けられて、担当医の若い先生はいっそう困こん惑わくの表情を浮うかべてしまう。

「いえ、あの、退院云うん々ぬんというよりも、これから脳波の検査をして、それから両足の手術ということになりますので……」

「ええ。ですから、退院はいつぐらいに？」

「現段階では、まだ何とも……何せ両足の複雑骨折ですから、リハビリにだって何ヶ月かかるかわかりませんし……」

「はあ。そのへんのことは先生におまかせしますけど、俺にも店があるんですよ。車くるま椅い子すでも何でもかまいやしませんから、とっとと退院させておくんなさい。こんな唐とう変へん木ぼくにまかせておいたら、俺の店が潰つぶれちまいますわ」

　もちろんその唐変木とは、俺のことである。

　まあこの親父だったら、車椅子だろうが松まつ葉ば杖づえだろうが、死ぬまで包丁を奮い続けることだろう。

　そう考えたら、何だか俺まで笑えてきてしまった。

　そこに――幼おさな馴な染じみの玲れい奈なから電話が入ったのである。

「店が、『つるみ屋』が燃えている！」と。

　俺がそれを伝えると、初めて親父の顔から笑いが消失した。

「明日太！　包丁だ！　あれだけは燃やしちゃなんねえ！」

　すぐさま病室を飛びだした俺は、往路よりも必死に復路をたどることになった。

　親父が生命よりも大事にしている、『榊屋』の三徳包丁。どんな場所でも、どんな食材でも、どんな道具でも、お客さんを満足させることができるのが本物の料理人だ！　などと嘯うそぶく親父をして、「だけどこいつだけは手放せねえ」と言わしめた、京都の伝統ある刃物店『榊屋』先代の逸品。

　あれだけは――駄だ目めだ。

　どんな嫌がらせを受けても、トラックに轢かれても、両足をへし折られても、店を燃やされても、決して揺ゆらぐことのなかった、親父の心――『榊屋』の三徳を失ったら、たぶんそれが木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ちってしまう。

　だから俺は、必死に走った。

　そうしてたどりついた店の前には、何十人もの野や次じ馬うまがたむろしており、消防車による消火活動もすでに始まっていた。

　しかし、『つるみ屋』は依い然ぜんとして炎ほのおに包まれ、六月の空に黒こく煙えんを噴ふきあげている。

　どれだけ水をぶっかけても、全ぜん焼しようはまぬがれないだろう。

　それぐらいの燃えっぷりだった。

　悪夢のような、燃えっぷりだった。

「あすたちゃん……」

　呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた玲奈が俺に気づき、泣き顔で取りすがってくる。

　俺はそのほっそりとした肩かたをつかみ、ひとつうなずき返してから――炎の中に、飛びこんだ。
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　で、現在である。

　玲れい奈なや消防隊員の手を振ふり切きって、紅ぐ蓮れんの炎に飛びこんだはずの俺が、なぜか見知らぬ森でひとり惚ほうけている。

　轟ごう々ごうと燃えさかる火の海をかきわけて、それでも俺は調理場にまで辿たどりつき、三徳包丁をその手に取った。

　その瞬間、ものすごい音をたてて建物が崩ほう壊かいし――俺は、炎と黒煙に炙あぶられながら、三徳包丁ごとぺしゃんこにされてしまったはずなのだ。

　それなのに、俺の身体には火傷やけどはおろか、焦こげ跡あとのひとつも見当たらない。

　そして手には、俺と一いつ緒しよに燃もえ尽つきたはずの三徳包丁。

「やっぱり、これは……死後の世界ってことなのかなあ」

　ためしに頬ほおをつねってみたら、当然のごとく、痛かった。

　それはそうだろう。ここがあの世であれ何であれ、少なくとも夢や幻まぼろしの類たぐいでないことは明確なのである。

　むっとするような草いきれ。

　湿しつ度どをふくんだ、なまぬるい風。

　頬をつたう汗あせの感触。

　朴の白鞘のなめらかな手て触ざわり。

　……これが夢や幻であるはずがない。

「それじゃあやっぱり、俺は死んじまったのかあ！」

　誰だれにともなくわめき散らしながら、俺はもう一度、大の字に寝転んだ。

　死んでしまったのは、しかたがない。あんな火の海に飛びこんで助かる道理はないのだから。

　しかし――看過できないこともある。

　あんな馬ば鹿かな真ま似ねをしてしまったのは、親父の絶望する姿を見たくなかったからだ。

　なのに、三徳包丁を守りきれなかったあげく、俺まで死んでしまったら、駄目だろう。

　十年前に、病気で女によう房ぼうを失って。店を失って。息子むすこを失って。あげくに、『榊屋』の三徳包丁まで失ってしまったら――この先、親父は何をよすがに生きていけばいいのだ？

　俺は木鞘に包まれた三徳包丁を両手で握にぎりしめながら、固く目をつぶり、奥おく歯ばを噛かみしめた。

　そうでもしないと、ぶざまに泣なき崩くずれてしまいそうだった。

（玲奈のやつも、泣きわめいてるだろうな……）

　兄きよう妹だい同然に過ごしてきた幼馴染とも、たったひとりの家族であった親父とも、もう二度と再会することはできないのだろう。

　親父がすべてを失ってしまったのと同様に、俺も、すべてを失ってしまったのだ。

（……俺の人生って、何だったんだ？）

　そんな風に考えたとき、かたわらの茂しげみが、ガサリと鳴った。

　それに続いて、ブルルルル……という、聞きき間ま違ちがえようもない、獣けもののうなり声が聞こえてくる。

　俺はその場に横たわったまま、そろそろとそちらに目線を向ける。

　茂みの向こうの薄うす闇やみに、赤い眼光が双ふたつ、燃えていた。

（何だよ……鬼おにか悪あく魔まの登場か？）

　南国の楽園みたいな情景であるのに、ここは天国ではなく地じ獄ごくだったのだろうか。

　そう思わざるを得ないぐらい、そいつの双そう眸ぼうは敵意に燃えさかっていた。

（勘かん弁べんしてくれよ。そこまで現世で悪行をはたらいた覚えはないぞ？）

　なるべくそいつを刺し激げきしないように、俺はゆっくり身を起こす。

　すると――そいつが、のそりと姿を現した。

（うわ……）

　イノシシだ。

　あるいは、イノシシによく似た、何かだ。

　そいつは九十キロ級の巨きよ体たいを有した、イノシシそっくりの四足獣だった。

　針金みたいに固そうな毛皮はほとんど真っ黒に近いぐらいの黒こつ褐かつ色しよくで、頭頂部から背中にかけて、モヒカンみたいなたてがみを生やしている。

　四し肢しは短く、腿ももだけがやたらと太い。

　潰れた鼻はな面づらに、二本の鋭するどい牙きば。

　顔の横側についた小さな目。

　ずんぐりとした、丸っこい巨体。

　見れば見るほど、イノシシにそっくりだ。

　だけどやっぱり、イノシシではありえない。

　何な故ぜならば、そいつの額には、まるで下した顎あごから生えた牙と対ついになるような格好で、二本の白い角が隆りゆう々りゆうと生えのびていたからである。

「……うわあっ！」

　そいつが後ろ足で地面を蹴ける姿を尻しり目めに、俺は脱だつ兎とのごとく駆け出した。

　俺の知っているイノシシならば、時速四十キロ以上で走る個体も存在するらしいが、こいつはどうなのだろう？

　俺の知っているイノシシならば、雑食とはいえ生いき餌えを喰くらう習性はないはずなのだが、こいつはどうなのだろう？

　そんなようなことを頭の片かた隅すみで考えつつ、俺は必死に逃にげまどった。

　生きていた間もさんざん走り回らされたのに、死んだ後にまで走り回らされるのか。
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　すでに死んでいるなら何も怖おそれることはないのかもしれないが、あの鋭い角や牙でつつかれるのは、自分で頬をひねるよりは痛いだろう。

　だから俺は、必死に逃げまどった。

　後ろを振り返るゆとりなどあらばこそ、茂みを飛びこえ、枝葉をかきわけ、大樹の間をすりぬけて、とにかく走る。

　走って走って、走りまくって――そうして、さらなる災さい厄やくに見み舞まわれた。

「おわあっ！」

　突とつ如じよとして、地面がぼこりと沈しずみこんだのだ。

　落とし穴である。

　世界がぐるぐると回転して、頭やら背中やらに鈍にぶい衝しよう撃げきが走り抜ける。

　何が何だかわからないまま、俺は奈な落らくの底に到とう着ちやくした。

「あいたたた……畜ちく生しよう、何なんだよ、いったい！」

　穴の底に這はいつくばったまま、俺は頭上を見上げやる。

　森の情景が、ぽっかりと丸く切り取られている。目算で、三メートルぐらいの深さはありそうだった。

　人じん為い的てきな落とし穴だとしたら、ものすごい力作だ。

「くそっ！　悪ふざけが過ぎるぜ、まったく……」

　幸いなことにイノシシモドキが後追いで墜つい落らくしてくる気配もなかったので、俺は右手に握ったままであった三徳包丁を上衣の胸むなもとにねじ込みつつ、立ち上がろうとした。

　とたんに、熱い痛みが右の足首にはねあがる。

　どうやら墜落の際に捻ねん挫ざでもしてしまったようだ。

　わけもわからぬまま密林の奥おく地ちに放り出されて、正体不明の動物に追い回されて、最終的には落とし穴の底へ。足首捻挫のおまけつき。

　まったくもって、最悪だ。最悪すぎて、笑えてくる。

「いや、笑えねえよ！」

　笑えないから、怒おこってみた。

「くそっ！　神だか悪魔だか知らねえけど、俺が何をしたってんだよ!?　俺の人生は、そんなに間違ってたってのか!?　そりゃあ他人に自じ慢まんできるような死に様ではなかったかもしれないけど、こんな陰湿な罰ばつゲームを食くらわされる覚えはねえぞ！　文句があるなら、もっと景気のいい地獄にでも突き落としてみやがれ！」

「……ずいぶんやかましい男だな」

　金属バットで後頭部を殴おう打だされるぐらい、驚おどろいた。

　なんと、頭上の丸い空に、ひょっこりと黒い人ひと影かげが出現していたのである。

「……そんなところで何を騒さわいでいるのだ、お前は？」

　男みたいな口調だが、まだ若い女の子の声である。

　ちょいとハスキーで、ぶっきらぼうだが、耳には心ここ地ち好よい声だ。

　木こ漏もれ日びが逆光になっているため、どんな姿をしているかまでは見て取れない。

　それではこの世界にもちゃんと人間は存在するのだなと胸をなでおろしつつ、とにもかくにも言葉を返した。

「見ての通り、落とし穴なんぞにはまっちまったんだよ。どこの誰が何のために作ったのかわからないけど、まったくひどい悪ふざけだよなあ」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、いっそう非友好的な響ひびきをおびた女の子の声が降ふってくる。

「……これは、私が仕し掛かけた罠わなだ」

「え？」

「ギバを捕とらえるための罠であったのに、人間なんかでは腹もふくれない。いったい私がどれだけの苦労をしてこの罠を仕掛けたと思っているのだ、お前は？」

「ええ？　いやあ、まあ……どうもすみませんでした？　あれえ？　これって俺が謝あやまる立場なのかなあ？」

「…………」

「うん。でもまあ、これだけの力作を台無しにしちまったのは悪かった。謝るよ。謝るから、ここを出るのに手を貸してくれないか？」

「……これしきの高さであれば、自力で登ることも可能であろう」

　すっとその人影が引っ込みそうになったので、俺は慌あわてて言葉を重ねる。

「いや！　実は落ちた拍子に足首をひねっちまったんだよ！　そんな大した怪け我がではないと思うけど、自力で脱だつ出しゆつするのは無理そうなんだ。悪いけど、力を貸してくれ」

「……知るか。勝手に野垂れ死ね」

　黒い人影が、フレームアウトする。

「ちょっと！　それは薄はく情じようすぎるだろ！　おーい、助けてくれってば！」

　返事は、なし。

　まさか、本当に見捨てる気か？

「おーい！　頼たのむよ！　このままじゃ本当に飢うえ死じにしちまうよ！　人の心があるなら戻もどってこーい！」

「……やかましい男だな」

　姿は見えぬまま、娘むすめさんの声だけが響く。

　そして、俺の目の前にひょろりと奇き妙みような物体が垂れ下がってきた。

　密林のあちこちにはびこっていた、蔓つる草くさだ。

　五本ぐらいの蔓草がたばになっていて、試ためしに引っ張ってみると、十分な手て応ごたえが指先に返ってきた。

「……とっとと上がってこい」

　何だ、最初から助けてくれるつもりだったのか。

　まったく人の悪い娘さんだ。これが世に言うツンデレとかいうやつなのだろうか？

　何にせよ、人の情けが身にしみる。こんなわけのわからない状況下においては、その有あり難がたさもひとしおだ。上に登ったら誠心誠意お礼を述べさせていただこう、とか考えながら、俺は壁へき面めんに足をかけた。

　ひねった足首はまだズキズキと痛んでいたが、我が慢まんがきかないほどではない。ボロボロと崩落する黒土にも難なん渋じゆうしながら、俺は必死に壁面を這い上がる。

（だけど……ますますわけのわからない状況になってきたなあ）

　地獄なら地獄で、窮きゆう地ちを救ってくれる救世主などが登場するなんてのもおかしな話だ。

　俺の五感に伝わってくるのも生前と変わらぬリアリティをともなった感覚であるし、自分が死んでしまったという実感がまったく得られない。

（ま、なるようにしか、ならないか）と、最後の力を振り絞って、地表にもがき出る。

　落とし穴を、無事脱出だ。

　夜の訪おとずれが近いのか、あたりはだいぶ薄うす暗ぐらくなりかけていた。

「あいててて……どうもありがとうな。助かったよ」

　草むらにへたりこんだまま、救世主たる娘さんに頭を下げる。

　仁王立ちで俺のことを待ちかまえていた娘さんは、無言のまま、その手に持っていたものを俺の鼻先に突きつけてきた。

　それは、銀色に光る蛮刀の切っ先だった。
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「さて。お前はいったい何者なのだ？」

　ぬらりと光る蛮刀が、俺の鼻先に突きつけられる。

　こいつはなかなかの業わざ物ものだ。刃渡りはおよそ八十センチ、身み幅はばはおよそ十センチ。鉈なたをそのまま刀とう剣けんに仕上げたような肉厚の作りをしており、それでいて刃は先さきはしっかりと研とぎすまされている。これならどんな獲え物ものでも、肉ごと骨を断たつことが可能だろう。

　なんて、そんなことに感心している場合でもない。

「な、何だよ？　いきなり物ぶつ騒そうなご挨あい拶さつだな！　落とし穴のことは謝るって！」

「やかましい。とっとと質問に答えろ」

　娘は、落ち着きはらっていた。……が、その冷静さが、逆におっかない。

　俺は溜ため息いきをつきながら、刃やいばの先せん端たんと娘の顔を見比べる。

「その前に。ここはいったい何処なんだ？　何だか、あの世っていう雰ふん囲い気きでもなさそうだけど……」

「ここは、モルガの山の麓ふもとにある、森辺だ」

「……モルガの山？」

「西の王国セルヴァの版図。地方領主ジェノス公の治める地だ。……お前は、どこから来た？」

　何だか、さっぱりわからない。

　だけどここは、正直に答えるしかないだろう。

「俺が生まれたのは日本という国だ。日本の千葉県。わかるかな？」

「にほん……ちばけん……？」

　わからないだろう。わかるはずがない。

　たぶんここは、「日本」などという国とはあらゆる意味で関かかわりのない世界なのだ。

　俺のいた世界のイノシシには角なんて生えてなかったし、俺のいた世界の女の子は、こんな巨大な刀を持ち歩いたりしない。

　それに――その娘さんは、俺がこれまでに見たこともないような風ふう体ていをしていた。

　肌はだの色は、浅黒い。クリーミーなチョコレートのような褐かつ色しよくだ。

　にも拘かかわらず、髪かみの色はくすんだ金色である。

　それでもって、瞳ひとみは深い青色だ。

　その金褐色の髪の毛はずいぶん長いようだったが、革かわ紐ひもを使って奇妙なかたちに結ゆいあげられており、青い瞳は、薄闇の中で強く鋭く光っている。

　顔立ち自体は、ずいぶん端たん整せいである。

　ちょっと吊つりあがり気味の山やま猫ねこみたいな目に、細くて筋の通った鼻、桜色をした小さな唇くちびる――頬のあたりの線がやわらかくて、顔立ち自体は少し幼げに見えるぐらいかもしれない。実際の年ねん齢れいだって、俺とそんなに変わらないぐらいだろう。

　まあ、けっこうなレベルの美人さんである。

　というか、絶世の美少女と評してもいいぐらいかもしれない。

　個人的には、褐色の肌にピンク色の唇というのが、とてつもなく色っぽくも感じられてしまう。

　しかし、その格好は何なのだろう。

　黒褐色の分厚い毛皮のマントを肩からまとっており、その下には――胸もとと腰こしのあたりに、綺き麗れいな色合いをした布地を巻きつけているのみ、だ。

　それは複雑な紋もん様ようが織りこまれた綺麗な布地で、みすぼらしい感じはまったくしなかったが、こいつはちょいと刺激が強すぎる。

　その他には、白い角だか牙だかを連ねた首くび飾かざりを何重にも垂らしていたり、木の実をつなぎあわせたようなブレスレットをしていたり、革鞘に収められた小刀をくびれた腰に下げていたり、というぐらいで、とてもなめらかな褐色の肌が惜おしげもなくさらけだされてしまっている。あと、足首から先に革のベルトみたいなものを巻きつけているが、きっとこれは履はき物ものの類いなのだろう。

　しかし、そのように魅み力りよく的てきかつ露出過多な女の子を前にして、俺の胸に去来するのは、（何だか、すげえド迫はく力りよくだなあ……）という思いだった。

　顔立ちはとても可愛かわいらしいのに、表情はとても猛たけ々だけしい。

　その瞳は本物の山猫みたいに燃えあがり、可か憐れんな唇はぎゅっと厳しく引き結ばれている。

　女の子にしてはすらりと背の高いほうであるが、骨格なんかは華きや奢しやに見えるぐらいである。

　しかしそれでも、柔にゆう弱じやくな印象は一いつ切さいない。

　そのむきだしになった腕や足、肩やお腹なかのあたりなんかは革かわ鞭むちのように引ひき締しまっており、無駄肉の一片も見当たらないし、それに、これまでの過か酷こくな生活を示すように白い傷きず跡あとがあちこちに刻みこまれている。

　科学文明の徒と化した現代人にはありえない、原初の生命力とでも言うべき力強さをみなぎらせた少女なのである。

（それにしても――）

　この匂においは、いったい何なのだろう？

　その不思議な少女と相対した瞬間から、俺はそんな疑念にもとらわれていた。

　何だか、ものすごく複雑な香かおりだ。

　熟しすぎた果実のように、甘あまい匂い。

　これから咲さこうとする花のつぼみみたいに、ひそやかな匂い。

　乾かん燥そうさせた香こう草そうのように、清せい涼りようで落ち着いた匂い。

　強めの香こう辛しん料りようみたいに、ちょっと暴力的な匂い。

　そして、強きよう烈れつな旨うまみをふくんだ、動物の肉と脂あぶらの匂い。

　それらの匂いが複雑にもつれあって、さっきから俺の鼻び腔こうを刺激してくるのだ。

　自慢ではないが、幼少時より料理人の見習いとして働かされていた俺は、人並み以上の嗅きゆう覚かくを持ち合わせてしまっているのである。

　何にせよ、えらく食欲を刺激される匂いだな……などと考えたら、まるでその思いに肉体が呼応したかのごとく、俺の腹が「ぐう」と鳴ってしまった。

　娘のかざした刀の刃先が、少し動どう揺ようしたように、ゆらぐ。

「何だ。どういうつもりだ、お前は？」

「いや、どういうつもりって……腹が減ってきただけだよ」

　さらに、「ぎゅるる」と胃い袋ぶくろがわめく。

　これはなかなかに格好がつかない。

　娘の形のいい眉まゆが、かなり険悪な感じに吊りあがってきた。

「おい、ふざけるな。私を馬鹿にしているのか？」

「別にふざけてるわけじゃないよ。生理現象なんだからしかたないだろ？　お前がやたらと美う味まそうな匂いをプンプンさせてるもんだから、俺の胃袋が反応しちまっただけさ」

「何のことだ？　私は食しよく糧りようなど持っていないし、今日だってお前のせいで収しゆう穫かくゼロだ」

「ああ、だから、落とし穴を台無しにしちまったことは謝るけど……」

　語ご尾びに、「ぎゅごわー！」という腹の音が重なってしまった。

　鳴りすぎだろ、俺の腹。

　ああ、いかん。娘さんのお顔がどんどん険悪な感じにひきつっていき、その肩がぷるぷると震え始めてきてしまった。

　まさか、こんな阿あ呆ほうな理由で俺は二度目の死を迎むかえ入いれる結末になってしまうのだろうか。

「とりあえず、お前さんの縄なわ張ばりを荒あらすつもりなんて、これっぽっちもなかったんだよ。何が何だかわからないまま、こんな場所に放り出されて、俺も困ってたとこなんだ。文句があるなら、すぐに出ていくから……」「ぎゅぐるぐるぐる！」

　駄目かな、これは。

　どんなに真心をこめて謝罪を申し上げたところで、片かたっ端ぱしから腹の音にぶちこわされてしまう。

　と――娘が急に、そっぽを向いた。

　右手の刀で俺を威い嚇かくしたまま、左の手の平で口もとを押おさえている。

　肩の震えは、激しさを増すばかりだ。

「……どうしたんだ？」「ぐぎゅるる？」

　刀の切っ先が、地面に落ちた。

　娘の顔が、真っ赤になっている。

「おい？　身体の具合でも悪いのかよ？」「ぐぎゅる？　ぐぎゅるぎゅる？」

「ぷっ」と、おかしな声こわ音ねがもれた。

　娘さんの目が、うっすらと涙なみだをためながら、俺を見る。

「もういい……喋しやべるな……」

　何だか、声まで弱々しい。

　俺おれはますます心配になってしまう。

「いや、喋るなって言われてもさ……」「ぎゅる。ぐぎゅるぐぎゅるぎゅるぎゅる」

　娘は、刀を杖つえにしながら、その場にぺたんと座すわりこんでしまった。

　そして、「ぷははははっ！」と大笑いし始める。

　ああ、笑うとまた抜ばつ群ぐんに可愛くなるな、この娘さんは。

　というか、笑いをこらえていただけなのかよ。

　そうしてひとしきり大笑いした後、娘は涙をぬぐいながら立ち上がり、あらためて蛮刀を俺に突きつけてきた。

　そして、一言。

「……殺す」

「何でだよ！」

　俺は地面にへたりこんだまま、あわてて後ずさろうとした。

　しかし、俺の背後には今登ってきたばかりの落とし穴が口を開けて待っているのだ。

　鼻先に、鋼の切っ先がじりじり近づいてくる。

「こんな恥はじをかかされたのは生まれて初めてだ。……絶対に殺す」

　その顔は、夜目にもはっきりわかるほど、真っ赤なままだった。

　羞しゆう恥ち心しん？　これぞツンデレの真骨頂？　いや違ちがうだろ！

　何でもいいけど、こんなことで殺されてはたまらない。

　ついに穴の縁まで手がかかったところで、俺はホールド・アップの体勢を取った。

「俺の無作法な胃袋がお前の自尊心をいたく傷つけてしまったのなら、謝ろう！　すべては腹ぺこなのがいけないんだ！　そういえば、今日は昼から何も食べてなかったし！」

「…………」

「俺は本当に困ってるんだよ！　ここがどういう場所なのか、どうして俺がこんな場所に来ちまったのか、何が何だかわからないことだらけなんだ！　こんなわけもわからないまま、お前に殺されちまったら、俺はいったい何のために……」

　俺はいったい何のために、生命をかけてまで、炎の中に飛びこんだのだ？

　そう考えたら、とたんに咽の喉どが詰つまって、喋ることができなくなってしまった。

　しかたないので、娘の瞳を一心に見つめ返す。

　娘の、深い青色の瞳には、何か不可解な生き物でも見るような光が浮かんでいた。

「……お前の言っていることこそ、さっぱりわけがわからない」

　刀の切っ先が、少しだけ下がる。

「お前は、石の都の住人ではないのか？」

「石の都？　さっきも言ったけど、俺の故郷は日本っていう国だよ」

「……そのような名前の国は聞いたこともない。とりあえず、ジェノスの民たみではないのだな」

　そう言って、娘はようやく刀を降ろした。

　しかし、その目に浮かんだ不ふ審しんと猜さい疑ぎの光は消えていない。

　ただ……その険悪な眼光の向こうに、何か複雑にもつれあう感情のゆらめきみたいなものが感じられた。

「……もう少し、お前の話を聞かせてもらう」

　と、娘は低い声で言った。

「私の住すみ処かに来い。それが嫌なら、ここに置いていく」

「……俺みたいに得体の知れない人間を、自分の家にお招きしてくれるってのか？」

「夜が近いのだ。この場でこれ以上お前と問答している猶ゆう予よはない。……言っておくが、火の準備もなく森で夜を迎えたら、死ぬぞ」

　足もとに落ちていた革かわ鞘さやを拾いあげて、巨きよ大だいな蛮刀をそこに収める。その凛りんとした姿を見やりながら、俺は地面に手をついて立ち上がった。

「わかった。そっちの指示に従うよ。……そういえば、自己紹介がまだだったな。俺は、津つ留る見み明あ日す太たってもんだ」

「とぅる……みゃーすた？」

「いや。津留見明日太」

「ちゅるみゅぁすた……」

　可愛いじゃないかこの野や郎ろう。

　本人はいたって真ま面じ目めな顔をしているのが、また可愛い。

「うん。呼びにくかったら、明日太でいいよ。お前の名前は何ていうんだ？」

「……アイ＝ファ」

　低い声で言い捨てて、くるりと俺に背を向ける。

　非常にすらりとはしているが、さすがに俺より長身というわけでもない。せいぜい百六十七、八センチといったところだろう。

　そんな人並みの身長で、こんなにほっそりしているのに、どうしてあんな馬鹿でかい刀を片かた腕うでで扱あつかうことができるのか。筋肉の質も骨の密度も、俺の知る人種とは芯しんから出来が違うのかもしれない。

　などと呑のん気きにそのようなことを考察していたら、じろりと横目でにらまれてしまった。

「何をしている。お前は足を痛めているのだろう。私の肩につかまれ」

「え。いいのか？」

「時が惜しい。とっととつかまれ」

　さすがにちょっと気が引けるなあと思いつつ、俺はアイ＝ファの右みぎ肩かたに右みぎ腕うでを回した。

　とたんに、肘ひじ鉄でつ砲ぽうがみぞおちに飛んでくる。

「誰が腕を回せと言ったか。私は肩につかまれと言ったのだ」

「うぐえ……ああ、そういうことかよ」

　俺はみぞおちをさすりつつ、右手の指先で、アイ＝ファの左肩をつかむ。

　もとから大した怪我ではないのだし、歩行の補助など確かにこれでも十分だ。

　どちらにせよ、この娘さんは分厚い毛皮のマントなどを着込んでいるので、俺の手にはそのごわごわとした感かん触しよくしか伝わってこない。

「……お前が胸もとに隠かくしているそれは、刀か」

「え？」

　俺は、ギクリと立ちすくむ。

　腕を回そうとした際に、俺の胸もとが軽く背中に触ふれたのだが。こんな分厚いマントごしに、そんなことがわかるものなのか？

　みぞおちに肘を入れられたことより、そっちのほうがよっぽど怖こわかった。

「い、今の一いつ瞬しゆんでよくわかったな？　もちろんお前に危害を加えようなんていう気持ちはないから、心配しないでくれ」

「どうして私が心配しなくてはならないのだ？　切りつけたいのなら、勝手に切りつけろ」

　ななめ後ろにたたずむ俺に、とても冷ややかな横顔を見せながら、アイ＝ファのやつはそう言い捨てた。

「その時には、お前の刀より速く私の刀がお前の咽の喉ど笛ぶえをかき切るだけだ。嘘うそだと思うなら、いつでも試してみるがいいぞ。……アスタ」
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　そんなこんなで、俺は黄昏たそがれ刻どきの密林を、アイ＝ファとともに突き進む顛てん末まつと相成ったのである。

　どうやら本格的に夜の訪れが近いらしく、あたりはずいぶん薄暗くなってしまっている。

「お前のせいで、無駄な時間を過ごしてしまった。ギバの縄張りを抜ぬけるまで、少し急ぐぞ」

　アイ＝ファの左肩に手をかけて、痛めた右足をかばいながらひょこひょこと歩を進めつつ、「ギバ？」と俺は聞き返した。

「お前はそいつを狩かるために、あんな落とし穴を仕掛けたんだよな？　それってもしかして、あのイノシシみたいな動物のことか？」

「……いのしし？」

「ああ。色が黒くて、丸っこくて、ここんとこに角が生えてて……」

「それがギバだ。お前、見たのか？」

「見た。ていうか、追い回された。それであの落とし穴にはまっちまったんだよ」

「間ま抜ぬけだな。ギバに襲おそわれたら、高い木の上に逃げるのが常道であろう」

「だから、その常道ってのが、俺にはわからないんだって」

　言いながら、俺は自分がつかんでいるアイ＝ファの左肩に目を落とした。

「なあ。もしかしたらこの毛皮のマントも、そのギバって動物の毛皮なのか？」

「当たり前だ。私は森辺の民なのだからな。森辺の民は、ギバを狩り、その肉を喰らい、牙や角や毛皮を売って暮らしているのだ」

　慎しん重ちように茂みをかきわけながら、不ふ機き嫌げんそうな目で俺をにらみつけてくる。

「……そして、石の都の住人は、そんな森辺の民を《ギバ喰い》として蔑さげすんでいる」

「ふーん？　何でだ？　イノシシって、美味いじゃん」

　これまた自慢ではないが、俺は中二の冬休み、猟りよう友ゆう会かいのファームキャンパスに参加して、イノシシやシカをさばいた経験もあるのである。そのときにいただいたシシ鍋なべは、実に美味だった。

「……あれは『いのしし』ではなく、ギバだ。ギバの肉は、固くて臭くさい。ギバを喰らう森辺の民も、臭い」

「臭くないよ。お前なんか、めっちゃ美味そうな匂いをプンプンさせてんじゃん」

　アイ＝ファの深い青色の瞳が、いっそう不機嫌そうな光を浮うかべる。

　うーむ。年とし頃ごろの娘さんは扱いが難しいな。

　あと、アイ＝ファの名めい誉よのために言っておくと、別にこいつは肉や脂の匂いばかりを撒まき散ちらしているわけではない。むしろ甘い果実や清涼な香草の匂いのほうが強いぐらいなのだが、それがうっすらと漂ただよう肉の旨うま味みの香りと絶ぜつ妙みような感じでからみあい、俺の食欲中枢を刺激しまくってくるのである。

「いやでも、本当にさ。俺はけっこう鼻が利くんだ。あのギバってやつは美味いよ、きっと」

「……食い物に美味いも不ま味ずいもない」

　おや、そいつは暴言だな。見習いとはいえ料理人の端はしくれであった俺に対する挑ちよう戦せんか、それは？

　しかしまあ、こんな状況で俺の世界の価値観を振ふりかざしてもしかたがない。その後はもう余計な口は叩たたかずに、俺は黙もく然ぜんと歩くことに集中した。

　そうして、十五分ばかりも森を歩くと――突如として、視界が開けた。

　森を、抜けたのだ。

　太陽は、もう八割がた沈みかけてしまっている。

　オレンジ色の残光に照らしだされるのは、ひなびた山合いの集落のたたずまいだった。

（ああ……本当に、きちんと人間が暮らしている世界なんだな、ここは）

　何がなし、胸がいっぱいになってしまう。

　薄暗くてよくわからないが、山地を切り開いたらしいごつごつとした岩場に、木造の小さな家屋がぽつぽつと点在している。そのいくつかには赤い火が灯ともっており、高い空には夕ゆう餉げの煙けむりが白くたちのぼっていた。

（……ほら、いい匂いじゃん）

　獣じゆう肉にくの蛋たん白ぱく成分と、たぶん香草や香辛料の匂いが、大気に溶とけている。

　アイ＝ファを怒らせてしまわないように腹の音をなだめるのが一苦労だった。

「森の外は、のどかでなかなかいい感じだな。この集落には、どれぐらいの数の人たちが住んでるんだ？」

「知らん。……まあ、多くて五百というところだろう」

「五百人？　けっこうな大所帯なんだな。見た感じ、そんなたくさんの家はないみたいだけど」

「……森辺の民は、モルガの山とジェノスの領土を分断する形で、北から南に集落を築いている。集落の端から端に至るには、半日近くもの時間がかかるのだ」

　ふむ。ものすごく縦長の領土に、間遠な感じで住居を点在させている、ということか。人口密度が小さいのはのびのびとしていてけっこうな話だが、あんまり「集落」の名には相応ふさわしくないような気もしてしまう。

　俺はもうちょっと情報収集を試みたかったのだが、そこに、思わぬ闖ちん入にゆう者しやが登場してしまった。

「よお、アイ＝ファ。その貧相な餓が鬼きは、何なんだよ？」

　と、横合いから野太い男の声で呼びかけられたのである。

　俺は大いに驚いて、アイ＝ファは「ちっ」と小さく舌を鳴らした。

「……お前には関係のない話だ、ディガ＝スン」

「関係ないってことはねえだろぉ？　スンの家は森辺の民を治める立場なんだからよお」

　大おお柄がらな人影が、ずかずかと近づいてくる。

　それは、アイ＝ファと似たり寄ったりの格好をした若い男だった。

　背が高い。我わが世界の尺度で恐きよう縮しゆくだが、百八十センチはあるだろう。骨格も肉付きもしっかりしていて、体重も八十キロ近くはありそうだ。

　黒褐色の髪を短く刈かりこんでおり、肌の色は浅黒く、瞳は青い。髪の色以外は、アイ＝ファと同一だ。

　その大きな身体からだにまとっているのも毛皮のマントと布の胴どう衣いで、腰には肉厚の大た刀ちと小刀、首にはアイ＝ファよりも大量の牙や角をぶらさげている。

　俺たちの進路をふさぐように立ちはだかりつつ、そいつは遠えん慮りよのない視線をぶつけてきた。

「ふうん。妙みようちくりんな格好だなあ？　お前は、どこの民なんだよお？」

　野太い声をしているくせに、何となく間延びしていて心ここ地ちよくない喋り方だ。

　それに、アイ＝ファと同じ色の目をしているのに、こちらはどんよりと濁にごってしまっている。

　この世界に放ほうりこまれて二番目に出会った人間様だというのに、あんまり好意的な印象を持てる相手ではないようだった。

　しかし、俺とて物心ついたときから客商売に従事していた身である。こんなていどの相手に癇かんを立てていたら、商売人の息子むすこなどつとまらない。そう考えて、俺はめいっぱいに愛あい想そを振りまいてやろうと思ったのだが――

「お前には関係ない」と、アイ＝ファに先を越こされてしまった。

「私はスンの家に恩義などないし、それ以上に、お前という男には迷めい惑わくしかかけられていない。口をきくのも億おつ劫くうだから、さっさとその無駄にでかい図ずう体たいを消すがいい、ディガ＝スンよ」

「何だと、手前……」

　男の顔色が変わったが、アイ＝ファの口は止まらない。

「文句があるのならば、いつでも勝負してやる。そうでないなら、私の前に姿を現すな。お前は目め障ざわりだ、ディガ＝スン」

　そう言い捨てて、アイ＝ファはさっさと歩き始めた。

　その肩かたを借りている身としては、ひょこひょこ追従する他ない。怒いかりに震える若者のかたわらを横切る際は、いちおう控ひかえめに会え釈しやくしておいた。

「このはぐれものの偏屈女め！　ギバと間ま違ちがわれて後ろから頭を割られないように、せいぜい気をつけるんだなぁ！」

　抑よく制せいを失った男の声が、山の麓に響きわたる。

　牧歌的な情景が台無しだ。

「あのさあ、よそ者の俺なんかが口を出だす問題ではないのかもしれないけど。もうちょっと、ご近所づきあいってのは大事にしたほうがいいんじゃないのか？」

「……あのディガ＝スンという男は、私が父親をなくしたその夜に、私を嬲なぶりものにしようと寝しん所じよに忍しのびこんできた。だから、足あし腰こしが立たなくなるまで殴なぐりつけて、川の中に落としてやったのだ」

「…………」

「それ以来、族長筋の跡あと取とり息子に恥をかかせたという理由で、この集落で私に関わろうという人間はいなくなった。……そんな相手を、大事にしろ、と？」

「前言撤回。会釈して損した。俺も一発殴ってきてやろうかな」

　そう言って俺がアイ＝ファの肩から手を放して立ち止まると、ものすごい勢いで右の手首をつかまれてしまった。

　細いが力強い指先が、手首の皮ひ膚ふにぐっと食い込んでくる。

「何を言っているのだ、お前は。あのような男には、殴る価値もない」

「いや、だけど、それでお前が肩かた身みのせまい思いをするなんて理り不ふ尽じんだろ」

「別に肩身のせまい思いなどしていない。家族でもない相手との人間づきあいなど煩わずらわしいばかりだし、むしろせいせいしたぐらいだ」

　さっきの男とは比べ物にならないほど強くて凛とした光を浮かべた青い瞳が、怒ったように俺を見つめる。

「しかし、お前がスン家の人間を害したりしたら、お前を集落に招き入れた私がすべての責任を負わされることになる。そうなったら、今度こそ私は集落を追放されてしまうかもしれん。……私に野人として生きろとでも言うつもりなのか、お前は？」

「ああ……そりゃまあそうだよな。ごめん。お前の立場を考えてなかったよ。腹が減ってて気が短くなってるのかな」

　すると、その言葉に賛同を示すかのごとく、腹が「ぐぎゅる」と鳴ってしまった。

　俺の手首をひっつかんだまま、アイ＝ファはまたぷるぷると肩を震わせ始める。

「……お前、わざとだな？　お前も川に突き落とされたいというわけか？」

「わ、わざと腹を鳴らすとか、そんな器用な真ま似ねはできないよ。ていうか、笑いたいときは笑えばいいじゃん」

「やかましい！」

　アイ＝ファは俺の腕を突き放し、また大おお股またで歩き始めた。

　俺は慌てて、その左肩に取りすがる。

　そうしてその真っ赤になった耳とかうなじとかを鑑かん賞しようしながら、俺の胸に去来したのは――「やっぱりこの世界の人間も、さわるとあったかいんだな」という、実にとりとめのない感想だった。
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　アイ＝ファの住処は、そこからさらに十分ほど歩いた場所にあった。

　他ほかの家屋と同じように、ちょっとした潅かん木ぼくだけを残して平らに切り開かれた空間に、ぽつんと木造の建物が建っている。

　住居が間遠に建てられているのは、ここまでの道のりでも見てきた通りだが。アイ＝ファの家の周囲は特に閑かん散さんとしていて、ちょっと薄うす気き味みが悪いぐらい静まりかえっていた。

　しかしまた、アイ＝ファのワイルドな装束や「森辺の民」などというネーミングから、もっと原始的な住居を想像していたのだが。近くで見ると、それは意外なほどに立派な造りをしているようだった。

「へえ。なかなかいいところに住んでるじゃないか」

　ログハウス、というほど小こ洒じや落れてはいないが。平らに切った板と丸太の素材を上う手まい感じに組み合わせており、とにもかくにも大きさが立派である。敷地面積だけで言ったら、『つるみ屋』にも負けていないかもしれない。

　だいぶん暗くなってきたので詳しよう細さいは見てとれないが。とりあえず、屋根が右から左へと少し傾けい斜しやしているのが特とく徴ちよう的てきで、釘くぎやビスなどを使用しない木組みの構造であるらしかった。

　家の周囲には、幅はばも深さも五十センチほどの堀ほりが切られており、玄げん関かん口ぐちには丸太をくくった通路が渡わたされている。動物除よけか、あるいは雨水の逃し口なのかなと想像をかきたてられる。

「……何をしている。とっとと入れ」

「ああ、ごめんごめん」

　玄関の戸は、これは日本式を思い起こさせる横側へのスライド方式だった。

　家の主に続いて、おっかなびっくり屋内に足を踏み入れる。

「お邪じや魔ましまーす……」

　屋内は、さらに暗かった。

　だけど、やっぱり広々としているのはわかる。

　床ゆかには一面、茶ちや褐かつ色しよくの毛皮が敷しかれており、入り口の土間でアイ＝ファが足先の革サンダルをほどき始めたので、俺も慌あわててそれにならった。

　靴くつ下したはどうしようかと悩なやんだが。害はあるまい、と脱ぬいでおくことにする。

　裸足はだしに、ごわごわとした毛皮の感触が、ちょっとくすぐったい。

　その背後で、ごとりと重い音が響ひびいた。

　アイ＝ファが、両開きの玄関の扉とびらにでかいかんぬきをかけたのだ。

（これでもう、呼べど叫さけべど助けは来ない、と）

　まあ、そのような行こう為いが必要となる事態には陥おちいりたくないものだと心中で祈いのりつつ、あらためて室内に視線をめぐらせる。

　大きさは、横長の十二畳といったぐらいだろうか。左右の壁かべには窓が大きく切られており、さすがにガラスなどの類たぐいは嵌はまっていないが、二十センチぐらいの間かん隔かくで細い木材が縦向きに組み込まれて格こう子しの役を果たしている。

　奥おくのほうは壁で仕切られており、三つの扉がうかがえた。

　天てん井じようもほどほどの高さだったが、梁はりがむきだしで、外観通りに左側へと傾斜している。雨風をしのぐ設計なのだろう。よくわからないけれども。

　だけど……正直なところ、俺はそういった視覚上のことよりも、嗅覚からもたらされる情報のほうに興味や関心をかきたてられてしまっていた。

　この娘むすめさんが身にまとっている複雑な香こう気きのうち、約三つまでもがそこには強く漂っていたのだ。

　すなわち、肉の匂いと、香辛料の匂いと、香草の匂いが、である。

「……足はまだ痛むのか？」

「え？　いや、大したことはないよ。ちょっと熱を持ってる感じはするけど、べつだん腫はれたりもしていないし。何もしなくても明日には回復するんじゃないかな」

「……そうか」

　部屋の中央まで足を進めたアイ＝ファが、少し考えこむような顔をする。

「すぐにでも話を聞きたいところだが、私も腹が空すいてきた。とりあえずは食事の準備をする」

「どうぞどうぞ、ご随ずい意いに。……えーと、俺は何ひとつ代価の持ち合わせがないんだけど、ご相しよう伴ばんにあずかることは可能なのかな？」

「……お前の腹の虫が騒さわいでいるうちに話などできるか」

　そんな、歯を剥むいて怒おこらなくてもいいじゃないですか。

　だけど、無む償しようで食事までご馳ち走そうしていただけるなんて、ありがたい話である。こんな素す晴ばらしい香りの充じゆう満まんした部屋でひとりおあずけを食くらわされるような羽目になったら、俺など失神してしまうかもしれない。

　で、食事の準備を始めるとのことであるが。もちろん俺はこの家屋に一歩足を踏み入れるなり、右側の窓の近くにそれらしい設備が整えられているのを確かく認にんしていた。

　そこだけは毛皮の敷しき物ものが敷かれておらず、二メートル四方ぐらいの空間に白い小石が敷きつめられており。そして、黄色い岩が綺麗な台形に組み合わされている。

　その腰の高さぐらいの台座の正面にはぽっかりと黒い穴が口を開けており、その上に鎮ちん座ざましますのは――黒光りする、金属の大おお鍋なべ。

　ちょいとばっかり原始的だが、これがきっと「かまど」なのだろう。

　その横合いには、薪まきと思おぼしき細い木の束がどっさりと積まれている。

　この大広間が、厨ちゆう房ぼうを兼かねているわけか。

　みんなで作ってみんなで食べる、そういう風習なのかもしれない。

　ただし――この広い家屋で姿が見えるのは、今のところ、俺とアイ＝ファだけである。

「そういえば、他にご家族はいらっしゃらないのかな？」

「……父親は死んだと言っただろう。母親はもっと昔に死んでいる」

　かまどの横に置かれた水みず瓶がめから柄ひ杓しやくで鉄てつ鍋なべに水を移しつつ、アイ＝ファはぶっきらぼうにそう言った。

　まだこの世界の常識や倫りん理りをわきまえていない俺としては、「そうか」と応じるしかない。

　そうこうしているうちに、かまどに火が点ついた。

　どうやって着火したのだろう。見ておけば良かった。

　何はともあれ、室内がじんわりと明るくなる。

「……何をぼけっと突っ立っている？　目障りだから、とっとと座れ」

「ああ、うん、えーと、どこに座ればいいのかな？　悪いけど、本当にこの土地の文化や風習ってやつが、俺にはさっぱりわからないんだよ」

　かまどの前から身を起こしたアイ＝ファが、けげんそうに俺を見る。

「腰を下ろすのに文化もへったくれもあるか。まったくわけのわからない男だな、お前は」

　その両手に小さな火の灯あかりが携たずさえられているのに気づき、俺はちょっと興味をそそられた。

　取っ手のついた、小さな皿状の燭しよく台だいだ。

　刀と鍋に続いて現れた、この世界における第三の金属製品である。

　そしてその中身は、獣じゆう脂しであるに違いない。室内には、ますます食欲をそそる匂いが充満した。

　室内を行き来して、左右の窓まど枠わくにそれぞれの燭台を設置してから、アイ＝ファは肩から羽織っていた毛皮のマントをおもむろに脱ぎ捨てた。

　だいぶん明るさを増した室内に、アイ＝ファのすらりとした肢し体たいの線が浮かびあがり――不覚にも、俺はちょっとドキリとしてしまう。

　何せこいつは、その下に胸あてと腰こしあてと首飾りぐらいしか身につけていないのである。露出具合は、水着や下着とほとんど変わらない。

　愛想はなくても、女は女だ。

　それに、けっこうな美少女でもある。

　華奢だがしっかりと鍛きたえぬかれたその身体は、革鞭のようなしなやかさと、女性らしい優美なラインを絶妙な配合具合であわせもっており、なんというか……実にその、綺き麗れいで魅力的なのだった。

　武骨なマントを脱いでしまうと、その破は壊かい力りよくが倍増してしまう。

「……おい」

「はい！　何でしょう！」

「でかい声を出すな。……お前が胸に差しているそれを、引き渡せ」
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　毛皮のマントを壁にかけ、大刀をその下にたてかけながら、アイ＝ファがにらみつけてくる。

「べつだんお前のように生白い男に刀を持たせておいても、私に危害を加えることなどできはしまいが。他家の住処に腰を落ち着けるときは、主あるじに刀を預けるのが森辺の民のしきたりなのだ」

　俺は、言葉を失ってしまう。

　アイ＝ファは少しだけ物ぶつ騒そうな感じに目を細め、俺のほうに近づいてきた。

　そのくびれた腰には、まだ小刀がぶら下がっている。

「もう一度言うぞ？　森辺のしきたりに従う心づもりがあるならば、その刀を引き渡せ」

「ちょっと待ってくれ。それはやっぱり、おたがいの信頼関係を確認するための風習……てことなんだよな？」

　アイ＝ファは無言のまま、左手を差しだしてくる。

　俺は三秒ほど煩はん悶もんし、決断した。

「わかった。だけどこいつは、俺にとってものすごく大事な品なんだ。それに、狩猟用の刃は物ものより繊せん細さいなつくりをしてるんで、できるかぎり丁てい寧ねいに扱ってもらえるかな？」

「……私を馬ば鹿かにしているのか？　刀を乱雑に扱う人間など、森辺には存在しない」

「いや、そういう意味じゃなく、たとえば刃こぼれとかすると修復が難しいデリケートな刃物なんだよ。それさえ理解してもらえれば、いい」

　俺は前合わせの胸むなもとに差しこんでおいた三徳包丁を取り出して、柄のほうをアイ＝ファに差し出した。

　その黒こく檀たんの柄を見つめながら、今度はアイ＝ファが動きを止める。

「……この刀は、親の形見か何かなのか？」

「ああ、まあ、そんなようなもんだ」

　実際に死んでしまったのは俺のほうなのだが、二度と会えないという事実に間違いはないだろう。

　アイ＝ファは三徳包丁を受け取ると、それを胸におし抱くようにして、室の奥へと足を進めた。

「……家族を乱雑に扱う人間など、森辺には存在しない」

　低い声でつぶやきながら、一番右側の戸を開けて、その向こうに姿を消す。

　そうして次に姿を現したとき、アイ＝ファの手に三徳包丁はなく、その代わりに食材の山と思しきものどもが抱かかえられていた。

　俺は大いに興味をかきたてられつつ、かまどの前へと移動する。

　そうして近くで拝見すると、鉄鍋のサイズもなかなかのものだった。

　形状としては丸底の坊ぼう主ず鍋なべで、直径は六十センチほど、深さは三十センチほど。まん丸の球を真ん中からすっぱり断たち切きったような、底の深い形をしている。

　その鍋の半分ぐらいにまで注がれた水は、すでにこぽこぽと沸ふつ騰とうしかけていた。

「何だ？　準備にはまだ時間がかかるぞ。お前は、座っていろ」

「いや、この世界の食文化ってやつに興味があるんだよ。いちおう俺の家はそっち関係の仕事を生業なりわいにしていたんでな」

　アイ＝ファはたいそう不審げであったが、それ以上文句をつけようとはせず、その手の食材を足もとに降ろした。

「へえ。こいつはなかなか豪ごう勢せいじゃないか」

　見たことのない野菜が、二種類。

　片方は、実に鮮あざやかな緑色をしているが、形も大きさもタマネギそっくりだ。

　もう片方は、何だろう。人間の拳こぶし大だいほどのボコボコとした球状で、あえて言うなら、ジャガイモに似ている。ただし色しき彩さいはクリーム色で、芽を生やしそうな様子もないから、いわゆる地ち下か茎けいではないのかもしれない。

　そして――それらを圧あつ倒とうするかのように、でんと置かれた肉の塊かたまり。

　おそらくは、あのギバというイノシシモドキの後ろ足、なのだろう。

　股こ関かん節せつからぶつりと断ち切られており、使いかけのようだが腿ももにはまだみっしりと肉がついている。身だけで五キロは下るまい。

　毛皮も綺麗に剥はがされていて、赤身の目立つ表面には、何やら黒い木き屑くずみたいなものがまぶされている。黒くろ胡こ椒しようのように刺し激げき的てきな香かおりがするから、防ぼう腐ふのための香こう辛しん料りようであるに違いない。

　その肉につ塊かいだけが、ゴムノキみたいに大きなすべすべの葉の上に載せられており、野菜は直接床の上に転がされた。

　これはなかなかのボリュームが期待できそうだ。

「……何が豪勢だ？　本当にお前は森辺の暮らしというものがわかっていないのだな」

　面おも白しろくもなさそうにつぶやきながら、アイ＝ファはまずその肉塊をひっつかんだ。

　蹄ひづめのついた足首のほうを逆手で握にぎりこみ、蒸気のあがる鍋の上に肉をかざす。

　まさか丸ごと投入じゃないよな、と見守っていると、アイ＝ファは腰から小刀を抜いて、ギバの肉を削そぎとり始めた。

　あの、屋台で見るケバブの調理みたいに、肉の表面を削いでいくのだ。

　薄うすく削がれた肉にく片へんは、煮にえ湯ゆに落ちてゆらゆらと舞まう。

　どうやら香辛料のついた部位を優先的に削いでいるらしく、手もとに残った肉塊のほうはだんだんと赤い素す肌はだがあらわになっていく。

　どう見ても狩猟用の小刀なのに、なかなかの切れ味だ。

　刃は渡わたりは二十センチぐらい、刃の厚みは七、八ミリぐらいもあり、背の側はギザギザの鋸のこぎり刃ばになっていて、刀身だけ見たらサバイバルナイフそのものである。

　さっきの蛮刀と同じように柄には滑すべり止どめの革が巻かれて、鍔つばの類いはついていない。

　そんな狩猟用の刀で、肉をザクザクと削いでいく。何とも野や趣しゆあふれる調理法である。

　しかしまあ、俺おれだって大衆食堂の跡取り息子だ。気取った料理なんかに興味はないし、衛生面にさえ問題がなければ、どんな調理法でも、かまわないと思っている。

　料理なんて、美う味まいか美味くないかが、すべてであろう。

　見目を整えるのは、そうしたほうが美味く感じるからだし。衛生面を重視するのは、美味くても身体に害があっては意味がないからだ。

　要するに、何が言いたいかというと――豪ごう快かいに、かつ手て馴なれた仕草で肉を削ぎ落としていくアイ＝ファの姿を見ているだけで、俺の空腹感はいや増すばかりである、ということだった。

「……お前は何をそのように楽しげな顔をしているのだ？」

「え？　いやあ、実に美味そうだなあと感じいってるだけなんだけども」

「……食い物に美味いも不味いもない」

　再び暴言を吐はきながら、アイ＝ファは鍋の蓋ふたをしめた。蓋、といっても、四角く切られた、ただの板だ。さらにその上から、漬つけ物もの石いしみたいに大きくて平べったい石を置く。

　まだ十分に赤身が残っているギバの足を食しよく糧りよう庫こに戻もどし、火の加減を確かめてから、アイ＝ファは「うむ」と首をうなずかせた。

　それから、俺を振り返る。

「肉が煮えるまで、しばらくかかる。……それまでは、お前の話を聞かせてもらおうか」




５




「そうだよな。あんまり消化にいい話でもないし。厄介事は先にやっつけちまうか」

　俺がそう応じると、アイ＝ファは「ふん」と鼻を鳴らしてから、かまどの横に腰を降ろした。

　片かた膝ひざを立てたあぐらみたいな座り方だ。

　実に凛り々りしくていらっしゃるが、あんまり薄うす着ぎの女の子に相応ふさわしい座り方ではない。

「……俺もちょっと身軽にならせてもらうぜ？」

　そう宣言してから、俺は前まえ掛かけの紐ひもをほどいた。

　気温としては、日本の初夏ぐらいだろうか。それでかまどに火を焚たいているのだから、なかなかに暑い。

　それでも、調理着の上衣と前掛けを外してＴシャツ一枚の姿になると、窓から吹き込む夜風がたいそう心ここ地ち好よかった。

「……おかしな装束だな。そのような格好をした人間は、宿場町でも見たことがない」

「うん、まあ、そうなんだろうな。俺もアイ＝ファみたいな格好をした人間を見るのは初めてだよ」

　ごわごわとした毛皮の上で、俺もアイ＝ファの正面にあぐらをかく。

「で？　俺に何を聞きたいんだ？　正直言って、俺自身がこの状じよう況きようを把は握あくしきれていないんだから、あんまり上手く説明できる自信はないぞ？」

「……お前は、どこからこの地に来た？」

　その質問は、二回目だ。

　日本という国の、千葉県から……という説明では、たぶん話が進まないのだろう。

　俺は、薄うす闇やみの中で山やま猫ねこのように光るアイ＝ファの瞳ひとみを見つめ返しつつ、言った。

「アイ＝ファ。お前は俺を助けてくれたし、こうして家まで招いてくれた。行くあてもない俺を拾って親切にしてくれているんだから、俺はお前に感謝している。その気持ちに、嘘はない」

　それで？　というようにアイ＝ファは首を傾かしげやる。

「だから、すべてを正直に話す。あとは、お前が判断してくれ」

　そうして俺は、自分でも理解できないでいるこの身の上を、包み隠さず語ることになった。

　それなりに平和な国で、十七年間、暮らしてきたこと。

　ある日、災さい厄やくに見み舞まわれて、炎ほのおの中に飛び込む羽目になったこと。

　死んでしまった、と思ったら、さっきのあの森で何事もなかったみたいに目覚めてしまったこと。

　ここは自分のいた世界とよく似ているが、どこかが根本的に違ちがっているようだ、ということ。

「……可能性としては、同じ世界のまったく見知らぬ土地に飛ばされただけってこともありうるんだけどな。死んだはずの俺がこうしてピンピンしているっていう一番の大問題を置いておくとしても、まだ辻つじ褄つまの合わないことが多すぎる」

　と、俺は俺自身の胸中に渦うず巻まく疑念をそのまま口にしてみせた。

「たとえば、いま俺たちが喋しやべっている、この言葉だ。お前は、日本なんていう国のことは知らないんだよな、アイ＝ファ？」

「……知らぬ」

「うん、その時点でもう俺には理解不能なんだよ。日本を知らない人間が日本語をぺらぺら喋れるだなんて、俺のいた世界では考えられないことなんだから。どうして俺たちはこんな風に何の問題もなく意思の疎そ通つうができちまってるんだろうな？」

「…………」

「で、この世界には、お前たち森辺の民たみだけじゃなく、石の都やら西の王国やらってのも存在するんだろ？　それは、どれぐらいの規模の国なんだ？」

「……私だって、石の都などに用はない。ギバの角と牙きばを売るために、石いし塀べいの外の宿場町まで足を運ぶぐらいだから、それ以外の話はただ伝え聞くばかりだ」

　そこでしばし沈ちん思ししてから、アイ＝ファは静かに言った。

「たしか……その石塀の中のジェノス城下には数千人の人間が暮らし、それを統治する西の王国セルヴァの城下には、星の数ほどの人間が暮らす、と聞いたと思うが……」

「ふうん。けっこうな規模なんだな。……その石の都の方々がどういう神様を崇あがめているか、とかはわかるかな？」

　この質問には、とてもけげんそうな表情を返された。

「セルヴァの民は西の神セルヴァを崇めているに決まっている。アムスホルンの大陸に四大王国あり。四大王国に四大神あり。アムスホルンに四大神の加護なき民は存在せず。神を持たぬ民はすなわち獣けものなり。……まさか、そのようなことすら知らぬと抜ぬかすわけではなかろうな、アスタよ」

「残念ながら、知らないんだなあ。そんな名前の大陸も、王国も、神様も、俺はこれまで耳にしたこともないんだよ」

　俺は苦く笑しようして、タオルに包まれた頭をかく。

「総勢五百名の狩猟民族だとか、角を生やしたイノシシだとか、それぐらいだったらまだ、知らない俺が浅はかだっただけって可能性もわずかながらに残されてたんだけど……こりゃもう無理だな。残念ながら、結論は出ちまったようだ」

　まあ、そんな薄っぺらい可能性については、ごく最初の内からあきらめていたことなので、今さらショックを受けることはなかった。

　しかしそれは、やっぱり父親や幼おさな馴な染じみと再会できる可能性は微み塵じんたりとも存在しないのだ、という真実を認めることでもあったのだ。

　俺はアイ＝ファの、綺麗な青色の瞳を見つめながら、言った。

「現時点での、俺の結論を話そうか。……俺はたぶん、神様の気まぐれか何かで、こことは異なる世界から飛ばされてきちまった身の上なんだよ。意思の疎通に問題がないのも、神の見えざる何とやらってやつなのかな」

「…………」

「超ちよう古こ代だいなのか、超ちよう未み来らいなのか、俺たちの世界とは違う進化を遂とげたパラレル・ワールドってやつなのか、もっと根本的に異なる次元にでも存在する世界なのか……とにかくここは、俺の生まれ育った世界では、ない」

「…………」

「俺は、異世界からやってきた人間だ」

　と、実に舌になじまない台詞せりふを吐いてから、俺は憮ぶ然ぜんと肩をすくめる。

「あるいは、頭を打ったか何かでそんな妄もう想そうを真実だと思いこんでる大馬鹿野郎なのか。……答えは、この二つのどちらかしかないと思う」

「……自分が正気でないと、認めるのか？」

「認めないよ。俺にとっては、俺の生きてきた十七年間がすべてなんだからな。そいつがすべて嘘うそっぱちだって言うなら、俺の存在そのものが嘘っぱちだ」

　こぼれ落ちそうになる溜ため息いきを飲み下しながら、俺ははっきりとそう言いきった。

　そう言いきるぐらいしか、俺にはなすすべがなかったのだ。

「念のために聞いておくけど、俺みたいな人間は他にいないんだよな？　俺の世界で死んだ人間は、みんなこの世界で生まれ変わる、なんて話は……」

「そのように馬鹿げた話が、ありえるわけはない」

「だよな。そんなシステムだったら、この世界が死人であふれかえっちまうもんな」

　俺はアイ＝ファの真似をして片膝を立て、そこに頬ほお杖づえをつかせていただいた。

「俺に話せるのは、以上だよ。後の判断は、おまかせする」

「……了りよう解かいした」

　最後に俺の顔をひとにらみしてから、アイ＝ファはおもむろに立ち上がる。

「……では、そろそろ頃ころ合あいだな」

「うん？」

「肉の煮える頃合いだ」

　そう言って、アイ＝ファは重しの石と鍋なべの蓋とを取り去った。

　真っ白な湯気が、爆ばく発はつ的てきにたちのぼる。

「うわ、美味そうな匂においだな」

　俺もいそいそと立ち上がり、アイ＝ファの肩ごしに鍋の中身を覗のぞかせていただいた。

　丸鍋の底で、湯と肉片がグラグラ躍おどっている。

　湯気もすごいが、灰あ汁くもすごい。まるで石せつ鹸けんでもぶちこんだみたいにあぶくまみれじゃないかこりゃ。

「……って、もちろん料理も大事だけど、俺の話はもういいのかよ？」

　俺が問うと、至近距離からアイ＝ファがにらみつけてくる。

「お前は、異世界から来た人間である。あるいはそう思い込んでいる狂きよう人じんである。……それは、了解した」

「了解って、こんな突とつ拍ぴよう子しもない話を信じてくれるのか？」

「……少なくとも、私を騙だまそうとしているわけではない、ということぐらいはわかる」

　アイ＝ファは、ぷいっと顔をそむけて、足もとに転がっていたタマネギみたいな野菜を手に取った。

　そうしてアイ＝ファが手に持ったまま小刀で寸断すると、中身も鮮やかな緑色であったが、質感はやっぱりタマネギそっくりだった。

　表面の乾かん燥そうした薄うす皮かわだけを取り除いて、アイ＝ファはそれを鍋の中に放り込む。縦割りで真っ二つにしただけの塊を、どぼんと。

「お前は、大おお嘘うそつきではない。だからたぶん、狂人なのだろう」

　どぼん、どぼん。

　全部で五、六個はあったタマネギモドキが次々と投入されていく。

　その地じ獄ごくの釜かま茹ゆでみたいな光景を眺ながめながら、俺は「ありがとうな」とつぶやいた。

「何だそれは。狂人呼ばわりされて嬉うれしいのか、お前は？」

「ああ。少なくとも、大嘘つき呼ばわりされるよりは嬉しいよ。俺の言葉を一応は信じてくれたってことなんだし」

「……わけのわからんやつだな、お前は」

　アイ＝ファは少し怒った声で言い、今度はクリーム色のジャガイモモドキを手に取った。こちらは皮も剥かず、ただ表面に一筋切れ込みを入れただけで、どぼん。

　けっこう深い鍋なのに、あぶくが縁のぎりぎりまで盛り上がってくる。

　そいつをすりこぎみたいに太い木の棒でかき回しながら、アイ＝ファはまた険悪な目線を俺によこしてきた。

「……それで、お前はこれからどうするつもりなのだ？」

「ん？　どうするつもりって？」

「この先、どのように生きていく算段なのだ？　元いた世界とやらに帰る手段でも探す心づもりなのか？」

「いやあ、そいつはどうだろう？　仮に元の世界に戻れたところで、そこは火事現場の真まっ只ただ中なかなのかもしれないわけだしなあ。戻った瞬しゆん間かんに火だるまじゃあ、わざわざ死になおしに帰るだけになっちまう」

　それでも、親おや父じに三徳包丁を返すことができるのならば、まだ生命いのちをかける甲か斐いもあるのだが。俺が火だるまになるときは、たぶん三徳も火だるまだ。

「まあ、今はまだ考えもまとまらないよ。ていうか、俺の思惑なんて関係なく、いきなり元の世界に引き戻される可能性だってあるわけだしな。何せどういう超ちよう理り論ろんでこんな愉ゆ快かいな現象が起きたのかもわからないんだから、このさき何が起きたって驚おどろくことはできないよ、俺は」

「……そうか」

「こんな厄やつ介かい者ものを拾っちまったことを後こう悔かいしてるなら、そう言ってくれ。今すぐにでも、ここを出ていくからさ。幸い、野宿がしんどい気候でもないようだし……」

「家の外で夜明かしなどをしたら、ギバに踏み殺されたあげくムントに死し骸がいをあさられて、明日には骨しか残らぬであろうな」

　俺の言葉を断ち切るように、アイ＝ファはそう言った。

「そして、私はお前と一いつ緒しよにいる姿をディガ＝スンなどに見られてしまった。これで四大神の存在すら知らぬようなお前が何か致ち命めい的てきな禁きん忌きでも犯おかしたりすれば、すべてが私の責任にされてしまう」

「ええ？　うん、だけどそれじゃあ……」

「しばらくは、私の目の届かないところで勝手な真似をするな」

　おとぎ話の魔ま女じよみたいに煮えたった鉄鍋の中身をかき回しつつ、不ふ機き嫌げんきわまりない声で、アイ＝ファが言う。

「最低限、この世の道理と森辺の掟おきてぐらいは頭に叩たたきこんでおけ。その後は、勝手に野垂れ死ぬがいい」

「わかった。……本当にありがとうな、アイ＝ファ」

「だから！　どうしてそこで頭を下げるのだ！　野垂れ死ねと言われて嬉しいのか、お前は！」

「嬉しいよ。今すぐ出ていけって言われるよりは」

　なるべく深刻な口調にならないよう気をつけながら、俺はそう答えた。

　そして、アイ＝ファから一歩だけ遠ざかる。

　何だかこのままこの至近距離でその姿を見つめていたら、勢いあまって抱きすくめてしまいそうな気がしたからだ。

　それぐらい、俺は自身の行く末を不安に思っていたのだ。

　それぐらい、俺はこれまでのすべてを失ってしまったことに絶望していたのだ。

　そんな俺に、アイ＝ファは「ここにいろ」と言ってくれた。「嘘つきではない」と言ってくれた。

　まったくもってロクでもない運命を背せ負おわされることになった俺であるが、それでも、この世界に来て初めて出会ったのがこの親切で偏屈者の女の子であったということだけは、心から感謝する他なかった。

「……煮えたな」

　まだ少し怒っているような声で言い、アイ＝ファは俺に背を向けた。

　今度は真ん中の扉の向こうに姿を隠かくし、戻ってきたときには、深皿の器うつわとレンゲみたいな匙さじを二セットと、それに楕だ円えん形けいのレードル――いわゆる「お玉」みたいな器具を手にしていた。もちろん、どれもが木製だ。

　湯気とあぶくで真っ白になった鍋の底から、お玉ですくいあげた中身を器にどぼどぼと注ぎ、無言で俺のほうに差しだしてくる。

「ありがとう」

　胸はいっぱいだが、腹はぺこぺこだ。

　俺はありがたくそいつを受け取って、毛皮の敷しき布ふの上に腰を降ろした。

　アイ＝ファが自分の分を取り分けるのを待つ間、興味しんしんで器の中身を確認する。

　白い、どろりとしたスープだった。

　見た目的にはクラムチャウダーみたいだが、匂いは完全にシシ鍋だ。

　白い表面から、ところどころに茶色の肉片と緑色の野菜がのぞいている。

　タマネギモドキはほどよい大きさに分解され、ジャガイモモドキは――どこにも姿が見当たらない。こんな短時間で跡あと形かたもなく煮に崩くずれてしまったのだろうか。

　そういえばこのスープだかダシ汁じるだかは少しクリーム色がかっており、それはかつてのジャガイモモドキと同じ色合いであるようにも思えた。

（まあ、似ているとは言っても本物のタマネギやジャガイモではないわけだしな。いったいどんな味がするんだろう？）

　あれだけあぶくがたっていたのに一度として灰汁取りをしなかったことだけが少し心にひっかかっていたが、まあ、郷ごうに入っては郷に従えだ。いわゆる灰汁というやつは、料理の味を阻そ害がいする雑味でありつつ、旨うま味み成分の塊でもあるわけだから。むやみに除去してしまえばいい、というものでもない。

（この世界にはこの世界なりの調理法ってものがあるんだろうからな。異世界出身の俺なんかが口をはさむのはおこがましいや）

　そうこうしているうちに、アイ＝ファがどかりと腰を降ろした。

「何な故ぜ、食わないのだ？　やはりギバの肉など食えたものではないと思いなおしたか？」

「いやいや。食事はみんなで一いつ斉せいにっていうのが、俺のいた世界の流りゆう儀ぎなんだよ。本当に美味そうだな、こいつは」

　アイ＝ファは心底どうでもよさそうに肩かたをすくめつつ、何かぶつぶつと呪じゆ文もんのようなものを口の中で唱えてから、自分の分を食し始める。

　その姿を確認してから、俺は「いただきます」と木の匙を取った。

　茶色い肉片を、白いスープごとすくいあげる。

　異世界で初の晩ばん餐さんである。

　俺は、この異世界の恵めぐみと調理人たるアイ＝ファに感謝の念を送りつつ、木匙の中身を口に運んだ。

　そして、叫んだ。

「不ま味ずい！」と。







第二章　異教の朝
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　その夜は、夢を見た。

　猟りよう友ゆう会かいのファームキャンプに参加して、シシ鍋を喰くらった日の記き憶おくだ。

　あのシシ鍋は、本当に美味かった。

　エノキやシイタケ、白菜や人にん参じん、牛ご蒡ぼうや里さと芋いもなどをぶち込んだ白しろ味み噌そ仕立てで、噂うわさに聞いていたような臭くさみなどはまったく感じられなかった。けっこう豪快な分厚さであったのだが、肉質は豚ぶた肉にくよりも柔やわらかいぐらいで、脂あぶらもまったくしつこくはなく、いくらでも食べることができた。

　時節は、十二月。冬休みの真っ只中。

　冷えきった身体が芯しんから温まるとはこういうことか、と十全に実感できたものだ。

　その食事の前には、イノシシをさばかせていただいた。

　それまでには鶏にわとりや鴨かもぐらいしかさばいた経験もなかったので、緊きん張ちようし、興奮した。

　すごくありきたりな感想だが、動物の肉を食うというのはこういうことなのかと再さい認にん識しきさせられた。

　残念ながら、さばいた肉は何日か放置して熟成させないといけないので、俺が食したのは猟友会のおじさまがたがあらかじめ準備しておいてくれた肉である。

　それでも、死ぬほど美味かった。

　三日間の泊まり込みのキャンプで、二日目の夜には親父と玲れい奈なが陣じん中ちゆう見み舞まいにやってきた。

　俺のさばいたイノシシを見て、玲奈などは貧血を起こしそうになっていたが、それでもシシ鍋は俺と同じぐらい食べていた。たくましいんだか軟なん弱じやくなんだか、よくわからないやつだ。

（まあ、うちの店でシシ肉をさばく機会なんてないんだけどな）

　と、親父は笑っていた。

（あすたちゃんのさばいたお肉を食べてみたかったなあ）

　と、玲奈のやつも笑っていた。

　たぶん、俺だって笑っていただろう。

　ファームキャンプなんて、店を三日も休んでまで参加する意義があるのだろうかと、俺も最初は半信半疑であったのだが。とても楽しく、有意義な三日間だった。




「……おい、起きろ」




　明日は鹿しかをさばくんだぜと自じ慢まんすると、玲奈は丸っこい目をさらに丸くして驚いていた。

（鹿って食べられるの？　なんかちょっと可か哀わい想そうじゃない？）

（何でだよ。あんだけイノシシをガツガツ食ってたくせに、不公平なこと言うな）

（えー？　だってイノシシは、ブタさんみたいなもんじゃん）

　などと言って、頬ほおをふくらませる。

　だから、それが不公平なんだろと俺は諭さとした。

（お前、ブタとかイノシシとかちゃんと見たことあるのかよ？　どっちかって言うと、俺は鹿よりあいつらのほうが可愛かわいい顔をしてると思うけどなあ）

（やめてやめて！　ブタさんが食べられなくなっちゃう！）

　海外ではもっと日本人には受うけ容いれ難がたい食肉の文化もあるのだぞと言ってやりたかったが、さすがに気の毒なのでやめておいた。




「……おい、いつまで寝ねている気だ。起きろ！」




　うるさいな。

　ああそれにしても、あのシシ鍋は本当に美味かった。

　けっこう強めの味噌味だったから、もっと肉そのものの味を楽しめる調理法も試ためしてみたかった。

　イノシシの骨こつ髄ずいなんかでダシをとったら、もう最高なんじゃなかろうか？




「この家に留とどまれとは言ったが、無む駄だ飯めしを食わせるつもりはないぞ！　おい！」




　ああ、乱暴に肩をゆさぶられている。

　それはともかくとして、俺はたぶん、くせの強い肉が好きなのだ。

　数回だけ食べたことのあるヒツジなんかもかなり好みの味だったし。そもそも肉や脂の匂いが大好きだ。前世は肉食動物だったんじゃないかなとさえ思う。

　ラーメンも、とんこつ醤じよう油ゆが一番の好みである。もちろん、ただ脂っこいだけのラーメンなどは御ご免めんこうむるが。店を継ついだあかつきには、限定商品としてとんこつラーメンをメニューに加えてやろうと、俺はこっそり画策していたのだった。




「おい……いいかげんにしないと、痛い目を見せるぞ？」




　そう、その匂いだよ。ギバが臭いなんて、誰だれが言った？

　ん？　いや、ギバって何だったっけ？

　とにかく、本当にいい匂いだ。

　さっきシシ鍋をたいらげたばかりなのに、また腹が減ってきてしまったよ。

　昨日の晩餐は散々だったしな。

　晩餐が散々とか韻いんを踏ふんでるな。

　まあいいや。

　とにかくお腹なかが空いたので、いただきます。

　やわらかい肉の食感が、俺の歯と舌を心ここ地ちよく刺し激げきして。

　次の瞬間、目の奥おくに白い火花が爆ばく発はつした。
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「……あれ？」

　現状を把握するのに、時間がかかった。

　鼻び腔こうを刺激する、肉と香辛料の匂い。

　窓から差しこむ、早朝の日差し。

　ごわごわとした毛皮の感かん触しよく。

　木の壁かべと、梁はりがむきだしになった天てん井じよう。

　ああ、そうだ、俺は異世界で初めての夜を明かしたのだった。

　ここは俺の部屋ではない。森辺の民、アイ＝ファの家だ。

　今、俺の目の前で仁王立ちになっているのが、そのアイ＝ファだ。

　左手の平を首筋にあてて、綺き麗れいな顔を真っ赤に染めて、抜き身の小刀を俺に向かって振ふり上あげているのが、生命の恩人たるアイ＝ファその人だ。

「ちょ……ちょっと待て！　俺は食っても美味くないぞ、たぶん！」

　一気に俺は覚かく醒せいし、寝ね転ころがったまま背後の壁まで後ずさった。

　鋼の刀身が、朝日を反射してギラギラ輝かがやいている。

　そいつを振り上げたアイ＝ファの右みぎ腕うでは、激情をこらえかねているようにぷるぷると震ふるえていた。

「……殺す」

「だから、何でだよ！　どうして朝っぱらからそんな物ぶつ騒そうな真ま似ねを……」

　とか、わめいていたら、頭のてっぺんがズキンとうずいた。

　ん？　そういえば、夢の中でも誰かに殴なぐられたような気がする。

「あ、もしかしたら俺を殴ったのはお前かよ？　ひでえなあ。寝てる人間の頭を殴るなんて、いったいどういう了りよう見けんだ？」

「……自分の胸に聞いてみろ」

　アイ＝ファの顔は、怒いかりのあまりか真っ赤に染まってしまっている。

　昨日もそうだったけど、クールぶってるくせに沸ふつ点てんが低いよな、こいつは。

　しかし、その反面、何の理由もなく怒り狂うやつではないとも思う。ひょっとして、俺が何か粗そ相そうをしてしまったのだろうか。

「ごめん。俺が何かしちまったのかな？　寝ぼけてて何の記憶もないんだよ。お前に何か失礼な真似をしちまったんなら、謝あやまる」
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「…………した」

「ん？」

「私を！　食おうとした！」

　たぶん出会ってから一番大きな声でわめき、アイ＝ファは両手で小刀をかまえなおした。

　今まで左手で隠されていた、なめらかな首筋に――くっきりと、実に健康的な歯型が刻印されている。

「おお」と、俺は手を打った。

「思い出した。夢の中で、俺は何か食ってたんだよ。そんで、お前は美味そうな匂いをプンプンさせてるから、間ま違ちがえて噛かみついちまったのかな？」

「……殺す」

「うわあ待て待て！　俺が悪かった！　本当に悪かった！　心の底から謝罪を申し上げる！　どうかお生命だけは勘かん弁べんを……」

「やかましい！」

　こうして異世界生活の二日目は、まことに騒そう々ぞうしくスタートすることと相成ったのである。

　不幸中の幸いとして、俺がカニバリズムに覚醒することはなかったという事実を、尾び籠ろうながらもつけ加えさせていただきたい。
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「……食べたら、すぐに出発するぞ」

　ふだんよりも四割増は不機嫌そうな面おも持もちで、アイ＝ファ様はそう仰っしゃった。

　まあ、怒おこらせてしまったのは俺自身なのだからしかたないが。それでも俺の頭を小刀の柄つかで五、六発は殴ってくれたのだから、そろそろ機き嫌げんをなおしていただきたいものだ、とも思う。

　ちなみに、朝食として提供されたのは、ギバの干し肉である。

　これがまた厄介な代しろ物もので。おつまみのサキイカみたいにミリ単位で細く引ひき裂さかれているというのに、噛んでも噛んでもなくならない。まるで肉の味がするゴムみたいだ。

　それにやっぱり、動物くさい。血ち抜ぬきが十分でないんだろうな、きっと。

　アイ＝ファは向かいの壁にもたれて近づくなオーラをギンギンに発散させているため、俺はギバの干し肉を噛みながら、ひとりでかまどの横合いに立ちつくしていた。

　綺麗に洗われた鉄てつ鍋なべの底を眺めながら、昨日の晩餐を思い起こす。

　昨日の晩餐こそ――最悪であった。

　俺おれにとっては、拷ごう問もんのようなひとときであったのだ。

（いくら何でも、アレはひでえよなあ……）

　他ひ人と様さまから提供された食事に「不味い！」などと明言してしまったのは、もしかしたら、生まれて初めてだったかもしれない。本来であれば、自己嫌悪のスパイラルに叩きこまれるような失言だ。

　そうならずに済んだのは、当のアイ＝ファが素知らぬ顔をしていたからである。

「……食い物に美う味まいも不味いもない」

　一日で三度も聞く羽目になった、暴言だ。

　もしかしたら、森辺の民という一族にとっては、食事など、本当に栄養摂取の手段でしかないのかもしれない。

　それにしても――だ。

　それにしても、あの料理はひどすぎた。

　まず、ギバの肉である。

　ギバの肉は、固かった。

　そして、異様に動物臭かった。

　どんなに質の悪い豚肉でも、牛肉でも、ここまで臭くなることはないだろう。

　そして、十分に煮込んであったから、噛みちぎれないほど固かったわけでもないのだが。表面はぐにゃりとしていて、中には筋が残っており、何だか溶とけかけたゴムみたいな質感で……要するに、食感も最悪であったのだ。

　いっぽう、タマネギモドキのほうは、食感は良かった。

　食感だけは、シャキシャキとして心ここ地ち好よかった。

　だけど、それだけだ。

　俺の一番の感想は、「やっぱり鍋なべ物ものにタマネギは合わないな」である。

　もちろんモツ鍋やキムチ鍋など、タマネギの合う鍋物なども存在するのだろうが。我わが家やで鍋物にタマネギを投じる習慣はなかったのだ。

　そして、問題のジャガイモモドキ。

　あれは、いったい何だったのだろう？

　固形物としては、何ひとつ残っていなかった。ただクリーム色の粉っぽい液体として、すべての調和を破は壊かいするためだけに、あいつは投入されたようなものだった。

　イメージとして一番近いのは、「小麦粉を溶いた水」である。

　さあ、想像していただきたい。

　小麦粉を溶いたドロドロのスープ。

　シャキシャキの食感をしたタマネギ。

　動物臭い、にちゃにちゃの肉。

　味つけは、黒くろ胡こ椒しようのみ。

　これで美お味いしくなるであろうか？

　残念ながら、俺には微み塵じんたりとも美味いとは感じられなかった。

　そして、俺にとって、もっとも過か酷こくだったポイントは――「匂いだけは抜ばつ群ぐんに良い」という、その一点だった。

　匂いは、最高なのである。肉や脂の旨味成分が、あの白はく濁だくした液体には十分しみだしていたに違いない。そこに黒胡椒みたいな香こう辛しん料りようの香りがあわさって、それはもう、匂いだけで白米を食べられるようなレベルに達していた。

　にも拘かかわらず、不味い。

　肉やスープを口にすると、動物臭さがその香りをも木っ端微塵にしてしまう。

　それゆえに――拷問のようなひとときだった。

　これでもかとばかりに食欲中枢を刺激されながら、口にはそれと相反する物体が侵しん入にゆうしてくる。正直に言って、食材とアイ＝ファに対する感謝の念がなかったら、器の半分も食せなかったと思う。

　そんなものを、三杯も食わされた。最後のほうは、嘔おう吐と感かんとの闘たたかいだった。

　そうして胃い袋ぶくろが完全に満たされても、脳のう髄ずいのほうは「で、いつになったら食事を始めるの？」と寝るまで囁ささやき続つづけていた気がする。だからきっと、昨日はあんな夢を見てしまったのだろう。

「……何を惚ほうけている。そろそろ行くぞ」

　とげとげしい声に面を上げると、アイ＝ファはもう毛皮のマントを羽織り、大小の刀とう剣けんを腰こしにぶらさげて、すっかり出発の身み支じ度たくを完かん了りようさせてしまっていた。

「あ、ちょっと待ってくれ！　俺の三徳包丁は？」

「……さんとく……？」

「刀だよ。昨日、預けただろ？」

　アイ＝ファは無言のまま、室の奥にある扉とびらのほうを顎あごで示した。

　たしか一番右側の扉だったよな、と俺はそちらに向かう。

　けっきょく昨日は俺もアイ＝ファもこの広間で眠ねむってしまったため、奥の三部屋に関しては未見のままである。

　そろそろと慎しん重ちように引き戸を開けると――とたんに、すさまじいばかりの匂いが爆発した。

（うわ……すごいな、こりゃ）

　予想はしていたが、そこは食しよく糧りよう庫こであったのだ。

　麻あさのような質感の袋ふくろがどかりと置かれて、そこからタマネギとジャガイモの類るい似じ品ひんが顔を覗かせている。

　壁にかかっているのは、さまざまな植物だ。真っ黒にしなびたワカメみたいのや、妙みように青々とした細長い葉などが、ところせましと吊つり下さげられている。

　そして、室の奥には二メートル四方ぐらいの大きさで四角く板で仕切られている空間があり、膝ひざの高さぐらいにまで、黒い粉末がぎっしりと詰め込まれていた。

　匂いの根源は、それだった。

　あの、ギバの肉にまぶされていた、黒胡椒みたいな香辛料だ。

　良いとか悪いとか言う前に、これは刺激が強すぎる。窓のない部屋の大気にはその粒りゆう子しが濃のう密みつに溶けこんで、油断をすると、目や鼻や咽の喉どの粘ねん膜まくを壊こわされてしまいそうだった。

（なるほど。こうやってギバの肉を保存しているのか）

　それでも生来の好こう奇き心しんには勝てず、俺はちょっと涙目になりながら観察を続行する。

　この香辛料の山の中に、ギバの肉が封ふう印いんされているのだろう。肉の塩しお漬づけならぬ、胡椒漬けだ。

　しかしまあ、冷却機器がなければ、こういった処置も必然である。日本の初夏並みの気温であるこの地域では、生肉などあっというまに腐ふ敗はいしてしまうだろうから。

（ん……もしかして、この干し草が原料なのかな？）

　壁にかかっている、しなびた葉。黒く変色したワカメみたいな外見だが、触さわってみると、繊せん維いがほろほろと崩くずれ落おちた。

（ふむふむ。この葉を乾燥させると黒胡椒みたいな香辛料に変化するわけか。大航海時代のヨーロッパ人が見たら、歓かん喜きのあまり引きつけを起こしそうだな）

　そうして俺が独ひとり合が点てんしていると、背後からいきなり「何をしているのだ、お前は？」と呼びかけられた。

　食糧庫の入り口に、朝日で逆光になったアイ＝ファのシルエットが立ちはだかっている。

　壁にもたれて、腕うでを組み、ちょいとななめに首を曲げながら、その目はこれ以上ないぐらい不ふ審しんそうに光っていた。

「刀は、ここだ。とっとと出てこい。香こう気きが薄うすらいでしまうだろうが」

「ああ、悪い。色々と興味をひかれるものがあったんでな」

　アイ＝ファにうながされて部屋を出ると、めっぽう朝日がまぶしかった。わずか数十秒で俺自身も胡椒漬けにされてしまった気分だ。

「うわ、鼻が痛え！　強きよう烈れつなんだな、あの香辛料は」

「……馬ば鹿かかお前は？　食べもしない食糧を眺めて何が楽しいのだ？」

「楽しいよ。昨日も言ったろ？　俺は、料理人の息子むすこだったんだよ」

「……料理人など、石の都にしか存在しない。そのようなものを生業なりわいとしたいなら、とっととこの世の道理を学んで、森辺から出ていけ」

　不機嫌そうに言いながら、俺の胸むなもとに三徳包丁を突つきつけてくる。

「いやあ、右も左もわからない世界で料理人を目指すとか不可能だろ。……ところで、どうしてあんな刺し激げき的てきな部屋に、俺の包丁を保管しておいたんだ？」

　別に香辛料が原因で刃は先さきが錆さびたりはしないと思うのだが。匂いが移ってしまうのは、ちょっと怖こわい。

「……窓がないのは、あの部屋だけだからな。もちろん窓の格こう子しを破って他家に忍び込むディガ＝スンのような恥はじ知しらずはそうそう存在しないだろうが、一番安全なのは、あの食糧庫だ」

「ああ、そういうことか。きちんと大事にしてくれてたんだな。……ありがとう」

　アイ＝ファの眉み間けんに、しわが寄る。

　たぶんこいつは、あんまり礼を言われるのに慣れていないのだろう。

「……無む駄だな時間を過ごしてしまった。太陽が中天に上がるまでは、ピコの葉と薪まきの採取だ。無む駄だ飯めし喰くらいと呼ばれたくなかったら、少しでも役に立て」

「アイアイサー！　……だけどその前にお願いがあるんだけど、聞いてくれるかな、アイ＝ファ？」

　当然のことながら、アイ＝ファは無む茶ちや苦く茶ちやに嫌いやそうな顔をした。

　せっかくの美人が台無しである、本当に。

「これ以上私にどのような世話をかけさせようというつもりだ？　お前は存外に図ずう々ずうしい男だったのだな、アスタ」

「いや、お前の苦労をほんの少しでも肩かた代がわりできればなあっていう気持ちもあるんだけど。……今晩から、俺に夕食を作らせてもらえないか？」

　渋しぶい顔をしていたアイ＝ファだが、俺の言葉を聞くと、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食くらったような顔になってしまった。

　その表情は、ちょっと可愛らしい。

「何だそれは？　食事の準備など、別に大した苦労でもない。あんなもの、十歳の子どもでも務まる仕事だ」

「ああ。そういう意味では、肩代わりにならないのか。……それじゃあ駄だ目めかな？　俺の世界での調理法が、こっちの世界の食材に通用するのか、ちょっと試したくなっちまったんだよ」

　アイ＝ファは困こん惑わくしたように眉まゆ尻じりを下げ、俺の姿を上から下まで眺め回してきた。

　まるで二本足で歩く犬とでも遭そう遇ぐうしてしまったかのような表情だ。

　好みは分かれるかもしれないが、俺は可愛いと思う。

「わけがわからん。……『料理人』というのは、そのように考えるものなのか？」

「俺はあくまで見習いだけどな。でもたぶん料理人なら共感してもらえる心情だと思う」

「……好きにしろ。食事の準備など、私にとってはどうでもいいことだ」

　そう言い捨てると、今度こそアイ＝ファは玄げん関かん口ぐちに足を向けた。

　そのほっそりとした後ろ姿を追いながら、俺はこっそり安あん堵どの息をつく。

　これはもう、「お前の料理は不味いから俺に作らせろ」と明言したようなものなので、もしかしたらまた小刀のひとつも振り回されてしまうかな、と俺は半ば覚かく悟ごしていたのである。

　しかしどうやら、アイ＝ファは本当に食事の内容など「どうでもいい」と思っているようだった。嬉しいような悲しいような、実に複雑な心境だ。

（だけどまあ、チャレンジ精神を刺激されたってのは本当の本心だしな）

　昨晩に感じた、不満と鬱うつ屈くつ。それを解消したくなってしまったのだ、俺は。

　ギバの肉とは、もっと美味しくいただける食材であると思う。

　あんなに美味そうな匂においがする食材を、あんなに不味い状態で食してしまうというのは、食材に対する冒ぼう涜とくではなかろうか？

　あのタマネギモドキやジャガイモモドキの攻こう略りやく法ほうはまだ発見できていないのだが。少なくともギバの肉だけは、そのポテンシャルをまったく発揮できていない、という確信がある。

　俺が有しているシシ肉の調理法の知識など、通りいっぺんのものでしかないが。それを応用することで、どれだけギバ肉の力を引き出すことができるのか。そんな想像をしただけで胸が高鳴り、腹が減る。

（それに……）と、革ベルトみたいな履はき物ものを足の先に巻きつけているアイ＝ファの姿をこっそり見つめながら、俺は思う。

　こいつにも、俺の料理を食べてもらいたいしな、と。

　見習い料理人の俺にできることなんて、ちょっとした料理を作ることだけだ。

　食事という行こう為いに関心も執しゆう着ちやくもないようであるアイ＝ファにとっては、ひたすらどうでもいいことなのかもしれないが。美味いものを食って不機嫌になるやつはいないだろう。

　この、いつでも不機嫌そうな顔をした娘むすめさんに、ちょっとでも嬉うれしそうな顔をさせることができたら合格点、ということにしておこうか。

　ギバの肉を調理して、恩人に喜んでもらう。

　ものすごく極きよく端たんな言い方をしてしまうと、これで俺にも人生の目的というやつができた。

　そう考えたら、俺の胸に鬱うつ積せきした暗雲も、ちょっとばかりは晴れ間がのぞいたような気がした。

「……そういえば、足の具合は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　と、履物を巻き終えたアイ＝ファが、不意にそんなことを聞いてくる。

「ああ。普ふ通つうに歩く分には大丈夫そうだ。……心配してくれてありがとうな」

「誰も心配などしておらん。森に入ってから『もう歩けない』などと言いだしたら、その場に置いて帰るからな」

　とりわけ不機嫌そうにそう言い捨ててから、「……だから、異常を感じたら無理をせず、すぐに言え」と、付け加える。

　まったくもって、恩返しのし甲が斐いがある恩人様である。

「了りよう解かいだよ」と言い置いて、俺はまばゆい光にあふれた異世界の朝へと足を踏みだした。




３




「……ピコの葉は、森の中の水辺に生える。もっとも採取に向いているのはラントという川の周辺だが、上流はスン家やそのゆかりの氏族の縄なわ張ばりであるので、私たちは下流に向かう」

「了解です、隊長殿」

　昨晩も通った道を逆にたどって、俺たちは森へと向かう。

　何やかんやと大おお騒さわぎして出発が遅おくれてしまったが、集落の他の家などは静かなものだった。たまにちらちらと人ひと影かげはうかがえるものの、通りに出てこようとする者はいない。

「ふん。誰も好きこのんで起きぬけに森へ入る心情になどはなれぬだろう。毛皮をなめしたり薪を割ったり、朝方はそういった雑事にあてているのだろうさ」

「それなのに、隊長殿は早朝から森に向かうのでありますか？」

「……いきなり居い候そうろうが増えたから、薪の備び蓄ちくが心もとないのだ。普ふ段だんはこんな朝っぱらから森に入ったりはしない」

「小官のせいでありましたか！　まことにもって汗かん顔がんの至りであります！」

「……今すぐその喋しやべり方かたをやめないと、舌を切り落とす」

「わかりました。ごめんなさい」

　アイ＝ファはまだ少しご機嫌ななめの様子だったので、俺もしばらくは大人おとなしくしておくことにした。

　眼前には、初めて見るこの世界の朝の情景が展開されている。

　昨日は暗くてわからなかったが、なかなかの絶景である。

　もやのかかった天空に、こんもりと盛り上がったモルガの山。こんなに大きな山だったのかと感心したくなるぐらい、峰みねが左右にのびている。

　目指す先には、深い森。

　集落を作るために切り開かれたこの一帯をのぞけば、すべてが豊かな緑に覆おおわれている。

　空気は冴えざえと澄すみわたり、排はい気きガスの臭いもしない。

　空には、鳥が舞まっている。

　見み渡わたす限りの大自然、である。

　気温もまだそんなには上がっていないのだろう。長なが袖そでの調理着を着てちょうどいいぐらいだ。

　ふっと目線を間近に戻もどせば、あたりに生えている潅かん木ぼくの茂しげみに朝あさ露つゆが光っている。

　これがキャンプか何かだったら、さぞかし俺も充じゆう足そくした気持ちになれたことだろう。

「なあ。そういえば、ピコの葉ってのは、いったい何なんだ？」

　森の端はしにさしかかったところで俺が尋たずねると、アイ＝ファは面めん倒どうくさそうに「お前がさっき涙を流して喜んでいた、あれだ」と言った。

「え？　それってあの香辛料のことか？　ずいぶん可愛らしい名前なんだな」

「……ピコの葉は、およそひと月ほどで効能を失ってしまうから、それまでに十分な備蓄を確保しておく必要があるのだ。ピコの葉がなければ、肉など二日を待たずして腐くさってしまう。腐った肉を食いたくなかったら、しっかり働け」

「了解だ。……あの昨晩いただいた野菜なんかも、自然に生なっているのを収しゆう穫かくしてるのか？」

「アリアとポイタンの実は、宿場町でこいつと交こう換かんする」

　森の茂みに足を踏み入れつつ、アイ＝ファは首くび飾かざりをじゃらじゃらと揺ゆらす。

「ギバの角と牙きば一頭分で、およそ十日分のアリアとポイタンを得ることができる。二人で食うなら、五日分か。……つまり、最低でも五日に一回はギバを仕留めないと、ギバの肉の他に食するものを得られない、ということだ。今はこうして、多少なりとも余よ裕ゆうはあるがな」

「ふーん？　だけど、こんなに立派な山があるんだから、食糧なんてここから好きなだけ調達し放題なんじゃないのか？」

「……モルガの山から恵めぐみを奪うばうのは、禁きん忌きだ」

「え？」

「モルガの山の恵みを荒あらせば、飢うえたギバがジェノスの領地の田畑を襲おそうようになる。森辺の民たみは、ピコやリーロなどの香こう草そうや、毒性の強いグリギの実などといった、ギバにとっては食用にならない一部の草葉しか採取することを許されていない」

「許されていないって、誰にだよ？　山や森なんて、本来誰のものでもないだろ？」

「モルガの山も森もすべては西の王国セルヴァの版図だ。私たち森辺の民は、八十年ほど前に戦せん禍かを逃のがれて、南の王国ジャガルの版図からこの森辺へと故郷を移した。……そして森辺の民は、山を荒らさず、ひたすらギバを狩かるという約定のもとに、この地に生きることを西の王国に許されたのだ」

「何だよそりゃあ？　どっちにしろ、こんな馬鹿でかい山なんだから、ちょっとぐらい恩おん恵けいにあずかったってギバを飢えさせることになんてならないだろ」

「そんなことはない。ギバは、山の麓ふもとでしか生きられない種なのだ。山中の奥おく深ふかくには、ギバの怖おそれるマダラマの大だい蛇じややヴァルブの狼おおかみ、それに凶きよう悪あくな野人も巣くっている。私たち森辺の民とギバが生きていけるのは、山の麓のこの森辺だけなのだ」

「ふーむ……」

　理解はできたが、納なつ得とくはできない。

　生存競争の結果として、ギバは山さん麓ろくに追いやられた。それはしかたのないことだが、他人の田畑を守るために、森辺の民はギバを狩ることしか許されない、というのは……何だか、ものすごい貧びん乏ぼうくじを引かされているのではないだろうか？

　森辺の民は《ギバ喰い》として蔑さげすまれている、という昨日の言葉も、心に強くひっかかっている。

「……森辺の民は、しょせん南の王国から流れてきた異国の血筋でしかないからな。南の神ジャガルを捨てて、西の神セルヴァに魂たましいと剣けんを捧ささげた。それでも石の都の住人にとって、我々は同どう胞ほうならぬ余よ所そ者ものでしかないのだろう」

　俺の気持ちを先読みしたかのように、アイ＝ファは感情のない声でつぶやいた。

「余所者ったって、もう八十年ぐらいはこの土地に住んでるんだろ？　もうちょい権利を主張しても、バチは当たらないんじゃないのかなあ」

「……私がスン家の庇ひ護ごなど求めていないのと同じように、森辺の民は王国の庇護など求めていない。私たちは、田畑を耕すよりもギバを狩っているほうが性に合っているのだ」

「そうか。まあ、森辺の民とは比べ物にならないぐらい『余所者』の俺なんかが口をはさめる問題ではないのかもしれないな」

　俺の言い方が癇かんにさわったのか、アイ＝ファがじろりとにらみつけてくる。

「いや、お前らの生き様を否定してるわけじゃない。ただ、俺もあんまり石の都の住人たちとは気が合わないかもなと思っただけだ」

「……ふん。お前のように生白い男は、森辺よりも石の都のほうが分相応だ」

　意地の悪いことを言うアイ＝ファの顔をにらみ返しつつ、俺はふっとある想念にとらわれる。

「ちょっと待った。さっき、ひとりの人間の十食分の食糧を得るのに、ギバ一頭分の角や牙が必要だって言ったよな？　ってことは、十人家族の家だったら、毎日一頭ずつギバを狩らなきゃいけなくなるわけで――おいおい、それで森辺の民が総勢五百名の団体様だっていうんなら、一日五十頭のギバを狩る必要があるってことになるじゃないか？」

　それがどうした、というようにアイ＝ファが首を傾かしげやる。

　それがどうした、じゃないだろう、おい。

「森辺の民は、八十年もの間、毎日五十頭ものギバを狩り続けているっていうのかよ？　そんな乱らん獲かくをしているのに、どうしていまだにギバは絶ぜつ滅めつしていないんだ？」

「ギバが絶滅などするものか。ここ数年はむしろその数が増大し、田畑への被ひ害がいも増えていると聞く。私たちが狩り尽くせるほどギバの数は少なくないし、森は、とてつもなく広いのだ」

「はあ……そりゃまた、とてつもない話だな」

　だったらなおさら、そんな大仕事を森辺の民にのみ押おしつけている西の王国とやらのやり口が杜ず撰さんに感じられるし。また、ギバを狩らねば他の食糧を得られないというシステムも、何やら悪あく辣らつに感ぜられてしまう。

　森の恵みを収穫することも、田畑を耕すことも許されず、ただ、ギバを狩れ、と――つまりは、そういう話なのだろう。

　その裏で、森辺の民を《ギバ喰くい》などと蔑んでいるというのなら、もうお話にもならないではないか。

「……だから、森の恵みを荒らすことは、何者にとっても禁忌なのだ。禁忌を破れば頭の皮を剥はがされることになる。それだけはしっかり頭に叩たたきこんでおけ」

「……わかったよ」

　アイ＝ファの足がぴたりと止まり、その指先が俺の胸ぐらをひっつかんでくる。

「おい。さきほどからその態度は何なのだ？　文句があるなら、はっきり言ってみるがいい」

「だから、お前らに怒ってるわけじゃねえよ！　俺はただ、王国だか都だかの連中のやり口が気にいらねえってだけだ！」

　ぐらぐらとギバ鍋なべみたいに煮に立たっていたアイ＝ファの瞳ひとみが、すうっと冷めていく。

「何だそれは？　森辺の民でもないお前が、何な故ぜそのようなことに怒りを覚える？」

「何でって、客観的に考えたら、どうしたって腹が立つようなやり口だろ。それに俺は森辺の民であるアイ＝ファの世話になってるんだから、そっちの側に感情移入するのが当たり前じゃないか？」

「……おかしな男だな、お前は」

　俺の胸もとから手を放し、またざくざくと草葉を踏みしめて歩き始める。

「それに、言っていることも筋すじ違ちがいだ。私たちは、剣で脅おどされて約定に従っているわけではない。都の連中は気に食わないが、連中の安あん寧ねいを守っているのは我々だという誇ほこりも矜きよう持じも持っている。もしも我々がこの地を去れば、他の何者かが己おのれの仕事を捨ててギバと闘わなくてはならなくなるであろう。……西の神セルヴァに剣を捧げた私たちは、ギバを狩ることで王国の繁はん栄えいの一いち翼よくを担になっているのだ」

「うん……まあそのへんの感覚は、森辺の生まれではない俺にはよくわかんないけどさ」

「私たちは、誇りをもって森辺に暮らしている。この牙と角は、生きる糧かてを得る財産であると同時に、その誇りの象しよう徴ちようでもあるのだ。だから、森の恵みを荒らすことで、結果的に王国に害を為なすのは、森辺の民の誇りを踏みにじる恥知らずの行為なのだと覚えておけ」

「わかった。王国の都合なんて知ったこっちゃないけど、森辺の民の誇りのためだっていうんなら、俺も気持ちよく約束事を守れそうだ」

　半ば無む理り矢や理りにでも、今のところはそう納得しておくことにした。

　枝葉をかきわけ、足速に進みながら、アイ＝ファがちらりと視線を飛ばしてくる。

「……本当にお前はおかしな男だな、アスタ」

　不思議なことに、そんな風につぶやくアイ＝ファの瞳からは、朝からの不ふ機き嫌げんそうな様子がきれいに消え去っているような気がした。




　そのまま数十分ほど歩いて、太陽がすっかり姿を現した頃ころ、俺たちは第一の目的地に到とう着ちやくした。

　ピコの葉が生息するという、ラントの川辺だ。

　川かわ幅はばはおよそ五メートルほど。下流というだけあってそんなに流れは速くなさそうだが、深さはけっこうありそうだ。透とう明めいな水が木こ漏もれ日びを反射させて、実に荘そう厳ごんな眺ながめである。

　しかし、その周辺は川にそって険しい岩場が続いており、草らしい草などは生えていなかった。

　ここからさらに移動するのかな、とアイ＝ファを振り返ってみると、娘さんは何故か肩かたから羽織っていた毛皮のマントを脱ぎ始めていた。

「……ピコの葉を探す前に、行水をする」

「は？　行水？」

「何だ？　ギバの脂あぶらにまみれたまま汗あせをかくと不快なのだ」

　すっかりご機嫌は回復したようだが、もともとデフォルトでぶっきらぼうなアイ＝ファである。そんなアイ＝ファはきわめて突っけんどんな口調でそう仰っしゃいながら、脱いだマントを俺に手て渡わたしてきた。

　おお、これはなかなかの重量だ。よく見ると裏地には小さなポケットがいくつも縫ぬいつけられており、正体の知れぬ木の実だの、鉄の針だの、革かわ紐ひもの束だのが押しこめられている。総重量は、二、三キロぐらいあるかもしれない。

「……ついでに、これも預けていく」と、アイ＝ファは牙や角の首飾りまでをも外し、俺のほうに差しだしてきた。

　しかし、下げ僕ぼくめは革マントで両手がふさがっておりますぞ、姫ひめ。

「頭を下げろ」と、足を蹴けられた。

　別に蹴らなくても下げますよ、と少し腰を屈かがめてみせると、両手で首飾りを広げたアイ＝ファが目の前に接近してくる。

　ああ、近いな。記き憶おくには残っていない早朝の一件を除外すれば、過去最高の至近距離だ。……とか、余計なことを考えていたら、嫌でも相手の首筋に目線が動いてしまった。

　ほっそりとした首の左側に、青あお紫むらさき色いろの歯型がくっきりと残っている。

　何という手加減なしの暴行をはたらいてしまったのだ、俺は。

　というか、姫君の香気はやっぱり死ぬほど芳かんばしいです。そして、顔が近いです。肌はだが綺き麗れいです。桜色の唇くちびるがセクシーです。……これは新手の罰ばつゲームか何かなのでしょうか。

　そんな阿あ呆ほうな想念には気づかぬままに、アイ＝ファは俺の首に首飾りをかけて、すみやかに身を引いた。

「よし。……ギバはまだ眠っている頃ころ合あいだが、中には朝からうろつき回る変わり種もいる。森からギバの気配を感じたら、すぐに声をかけろ」

「了解です。森を見張っていればよいのですね？」

　俺は平常心を装よそおっていたつもりだが、アイ＝ファは何だかとっても冷ややかな目つきで俺の顔をねめつけてきた。

「……念のために言っておくが、未み婚こんの女の裸ら身しんを目にするのは、禁忌だ」

「え。既き婚こんの女なら許されるのですか？」

「……妻の裸身を目にすることが許されるのは、夫だけだ」

　ああ、よけいなことを言わなければ良かった。アイ＝ファの目がさらに二割ほど冷ややかさを増した気がする。

「……見張っていろ」

「……了解です」

　俺はなるべく大きな岩を探して、そこに背をもたせかけて森の様子を監かん視しすることにした。

　だけどまあ、森辺の民にとっては大事な財産であり誇りそのものであると説明されたばかりの首飾りを託たくしてくれたり、出で歯ば亀かめ行こう為いに及およんだりはすまいと信用したりしていただけるのは、非常に栄えい誉よなことなのだろう。

　しかし、俺おれはまだこのアイ＝ファという娘の行動原理をつかみきれずにいる。

　人並み以上に警けい戒かい心しんが強いかと思えば、あっさり俺みたいな人間を信用したりもしてしまうし。ずいぶん面めん倒どう見みがいいんだなあと感心した直後に、冷たく突き放されたりもする。

　基本的には善良で優やさしい気き性しようをしているとは思うのだが、偏屈的で感情の振ふり幅はばが大きいという事実も否いなめない。

（だけどまあ何にせよ、信しん頼らいに値あたいする相手ではあるよな）

　そんな風に、俺が考えたとき。

「ああッ！」という、抑よく制せいを失ったアイ＝ファの悲鳴が、川辺の静せい寂じやくを粉々に打うち砕くだいた。
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「おい！　どうした、アイ＝ファ!?」

　片膝立ちになりながら、俺は岩ごしに呼びかける。

　これでもし、ただ足を滑すべらせただけでした、なんていうオチであったら本当に殺されかねないので、むやみに動くことはできない。

　しかし、返事は返ってこなかった。

　ただ、バシャバシャと激しく水のはねる音だけが、いささかならず不ふ吉きつな感じで木こ霊だまする。

「おい！　そっちを見るからな！　何でもないのなら、三秒以内に返事をしてくれ！」

「秒」とか理解できるのかなと危あやぶみつつ、俺は続けてそう呼びかけた。

　しかし、やっぱり返事はない。

　心臓の痛くなるような焦燥感に耐たえながら、それでも俺は三秒を数えた。

「いち……にい……さん！」

　立ち上がり、川を見る。

　そこには――誰だれもいなかった。

　ただ、ちょっと離はなれた岩場には、見覚えのある布の服と大小の刀が転がっており、そして、そのすぐそばの水面が、派手に波打って水しぶきを飛散させていた。

　俺は皮マントを放ほうりだし、背をもたせかけていた岩を乗りこえて、すぐさまそちらに走り寄る。

　それと同時に、水面からアイ＝ファの顔が出現した。

　苦しげに歪ゆがんだ、アイ＝ファの顔が。

「アイ＝ファ！」

　空気を求めてあえぐアイ＝ファの口に、川の水が容よう赦しやなくなだれこむ。

　立てば腰ぐらいまでしかなさそうな深さであるのに、アイ＝ファはそれ以上水面から身体からだを出すことができなくなっているようだった。

「何してんだよ！　ほら、つかまれ！」

　岩場の上から、俺は右手を差しのべた。

　狂くるったようにもがきながら、アイ＝ファの目が、力なく俺を見る。

「ちか……づくな……」

　細くかすれた、アイ＝ファの声。

　その身体が、じわじわと下流に流されていく。

「ふざけんな！　つかまれよ、おい！」

　こうなったら、しかたがない。

　俺は水面に右足を突っ込んで、流されないように踏ふん張ばりながら、アイ＝ファの身体をひっつかんでやろうと腕うでを伸のばした。

　その指先が、アイ＝ファの肩のなめらかな皮ひ膚ふに触ふれかけた、瞬しゆん間かん――

　異様な物体が、俺の右腕にしゅるんと巻きついてきた。

「うわあっ!?」

　とたんに、右腕に激痛が走はしり抜ぬけ、めりめりと骨のきしむ音が聞こえた。

　俺の右腕に巻きついたその物体が、ものすごい怪かい力りきで絞しめあげてきやがったのだ。

　俺の腕と同じぐらいの太さをして、青黒い鱗うろこに包まれた、異様な物体――それは、大蛇の尻尾しつぽであった。

　そうと認にん識しきした瞬間、アイ＝ファが「ううっ」と苦しげにうめいた。

　ひときわ激しく川の水が飛散して、アイ＝ファの両腕が、水面の上に突き出される。

　その指先には、大蛇の首が握にぎられていた。

　ラグビーボールぐらいはありそうな鎌かま首くびが、アイ＝ファに向かって牙を剥むいている。

　アイ＝ファは、水中でこの大蛇と格かく闘とうしていたのだ。

「この野や郎ろう……！」

　右腕の痛みに耐えながら、俺はいっそう足を踏ん張った。

　昨日痛めた足首がズキリとうずいたが、そんなものにはかまっていられない。

　骨も砕けんばかりの怪力だが、放そうとしないなら、上等だ。このまま水中から引きずりだしてやる。

　川の流れなどゆるやかなものだし、アイ＝ファの体重なんてたかが知れているのだから、やってやれないことはない――というか、死んでもやりとげてみせる。

「ぐうっ……！」と渾こん身しんの力をこめて、俺はアイ＝ファの身体を大蛇ごと川べりまで引き寄せた。

　右の足を川から引き抜き、アイ＝ファがつかんだ大蛇の首に、俺も左の腕をかける。

　後はもう、重量挙げの要領だ。

　まあ、重量挙げなど、未経験なのだが。
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「……でやあっ！」

　もう一度、全身の力を振り絞る。

　それでようやく、アイ＝ファの身体を岩の上まで引きずりあげることができた。

「くっ……」とアイ＝ファがか細い声をもらす。

　一糸まとわぬアイ＝ファの裸身に、大蛇の身体が何重にも巻きついていた。

　胸もとと、腹と、右足にからみつき、それで余ったぶんが肩のあたりまで伸びて、俺の右腕に巻きついているのだ。

　その胴どう体たいの一番太い部分なんて、俺の腿ももぐらいはあるだろう。太さも、長さも、尋じん常じようでないサイズである。

　よく見れば、その青黒い鱗のあちこちが裂さけたり破れたりしており、この大蛇めももともと痛手を負っていた様子だが、そうでなければとっくにアイ＝ファの全身の骨は砕かれてしまっていたかもしれない。

「よし！　その手を離すなよ、アイ＝ファ！」

　俺は手近な岩ころをひっつかみ、大蛇の頭部にそいつを叩きつけた。

　ぬめぬめと照てり輝かがやく鱗の身体が、びくりと痙けい攣れんする。

　蛇へびに痛覚がない、なんてのは迷めい信しんで、殴なぐられれば、普通に痛いはずだ。

　アイ＝ファが空中で固定してくれている大蛇の頭部に、さらに何度も岩塊を振り下ろす。

　その五発目あたりで赤い血がしぶき、それと同時に、「ああっ！」とアイ＝ファが悲鳴をあげた。

　俺の右腕も、みしりときしむ。

「くそっ！　収縮すんな！　弛し緩かんしろ！」

　固定されているとはいえ空中にある頭部では、どうもダメージが拡散されてしまうらしい。

　だったら、腹だ！

　地面と接せつ触しよくしている部分を狙ねらって、おもいきり振り下ろす。

　めしゃりと肉の潰つぶれる嫌な感かん触しよくが、岩を伝ってはっきりと感じられた。

「…………ッ！」

　大蛇の拘こう束そくが、しゅるしゅると解けていく。

　俺はすかさずアイ＝ファの身体を抱だきあげて、逃にげていこうとする大蛇の胴体を川のほうに蹴り飛ばした。

　どぷんと重い音をたてて、大蛇は川底に沈しずんでいく。

　それがゆるゆると下流に流されていく姿を確かく認にんしてから、俺はアイ＝ファに「おい！」と呼びかけた。

「しっかりしろ！　大丈夫か？　頼たのむから死なないでくれ、アイ＝ファ！」

　その身体をもう一度岩場に横たえてから、むきだしの肩を強くゆさぶる。

　アイ＝ファは弱々しくうめき、口から大量の水を吐はいた。

　ふだんは結ゆいあげている金きん褐かつ色しよくの長い髪かみが、顔や胸もとにべったりと張りついている。

　まるで別人のように弱り果ててしまったアイ＝ファは、固くまぶたを閉ざしたまま、俺の手の甲こうに爪つめを立ててきた。

「苦しいのか？　まだ水を飲んでるんじゃないのか？」

　力を失ったアイ＝ファの身体を横に向けて、ちょっと強めに背中を叩いてやると、さらに大量の水が吐きだされた。

「う……アス……タ……？」

「大丈夫か？　あのヘビ野郎は川に落としてやったからな！　もう心配はいらないぞ？」

　まだ焦しよう点てんの定まっていない青色の瞳が、ぼんやりと俺を見る。

　なんて弱々しい表情だ。

　だけど、生きている。

　俺は、アイ＝ファの身体を引き起こして、そのほっそりとした身体を両腕で抱きすくめてしまった。

　後から思えば、大蛇の拘束から逃れたばかりのアイ＝ファに何てことをしてしまったのだと反省することしきりだが、さすがに俺も我を失ってしまっていたらしい。

「よかった……あんまり心配させないでくれよ……」

　たちまち俺の身体もずぶ濡ぬれになってしまったが、そんなことはどうでも良かった。

　しかし――アイ＝ファの腕うでが、思いもよらぬ強さで、俺の胸もとを押し返してきた。

「はなせ……その腕を、放せ！」

「え？」

　驚おどろいた拍ひよう子しに、腕がゆるむ。

　それと同時に胸もとを突き飛ばされて、俺は、ぺたりと尻しりもちをついてしまう。

「ど、どうしたんだよ？」

　アイ＝ファの瞳が、火のように燃えていた。

　その指先が、足もとに転がっていた蛮刀の柄つかをひっつかむ。

「な、何だよ？　いったい何がどうしたってんだ？」

　その変へん貌ぼうぶりに度ど肝ぎもを抜かれる俺の目の前で、アイ＝ファは蛮刀を革かわ鞘さやから抜き放った。

　ついさっきまで病気の子どもみたいに弱々しかったその顔に、まぎれもない殺気がみなぎっている。

　俺は何か、アイ＝ファに対して許し難い禁忌でも犯おかしてしまったのだろうか？

　不ふ慮りよの事態とはいえ、その裸身を目にしてしまったからか？

　うっかりその身体を抱きしめてしまったからか？

（まあ……それがそれほどの罪だっていうんなら、しかたないか）

　あまりに色々なことが起きすぎて、俺も思考がついてきていないのかもしれない。

　ただ、アイ＝ファが死ぬ姿を見るぐらいなら、アイ＝ファに殺されるほうがまだましだよな、とか、そんな阿呆なことぐらいしか考えられなかった。

　裸身で、片膝をついたまま、アイ＝ファが蛮刀を正眼にかまえる。

　何故か刃やいばではなく背のほうが俺に向けられていたが、まあ、こんな分厚い刀身だったら峰みね打うちでも撲ぼく殺さつされてしまうだろう。

　俺は、アイ＝ファの瞳を見つめた。

　が――アイ＝ファの瞳は、俺を見つめてはいなかった。

　青い火のように燃えるその瞳は、俺ではなく、俺の背後の空間に向けられているようだった。

　ブルルルル……と、重々しい排はい気き音おんのような音色が、思いも寄らぬ至近距離から、伝わってくる。

　俺の背後に――何かが、いるのだ。

「てやあっ！」

　アイ＝ファの口から、裂れつ帛ぱくの気合いがほとばしる。

　蛮刀が、虚こ空くうに銀の軌き跡せきを描えがいた。

　そして――俺は、何かに圧おし潰つぶされた。

「……ぐえ」

　ものすごい重量を持つ何かが、ものすごい勢いで俺の頭上に降ふってきたのだ。

　それは、固くて、ごわごわしていて、それでもって、無む茶ちや苦く茶ちやに動物臭かった。

「ふう」と息をつき、アイ＝ファがぺたりと座すわりこむ。

　ざんばらに垂れた金褐色の髪の隙すき間まから、青い瞳がいつもの感じで俺をにらみつけてきた。

「ひとつの災難を退けたからといって気を抜くな。そんなざまでは、とうてい森辺では生きていけぬぞ」

　素すっ裸ぱだかのままなのに、ずいぶんと偉えらそうだ。

　だけどまあ、俺にもようやく事態を把は握あくすることができた。

　俺の頭や背中にずっしりとのしかかってきているのは、アイ＝ファの蛮刀によって頭ず蓋がい骨こつを叩たたき割わられてビクビクと痙攣するギバの巨きよ体たいだった。
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「……もしかしたら、お前は災厄神の化け身しんか何かなのかもしれぬな」

　髪を結いあげ、衣服を着込み、毛皮のマントを颯さつ爽そうと身につけるなり、アイ＝ファの口からそんな言葉が放出された。

「まったくもって身にあまる光栄ですが、その真意や如い何かに？」

「こんな麓には現れるはずもないマダラマの大蛇が流れてきたり、日が中天にも昇のぼらぬうちから森をうろつくギバに襲われたり、ロクでもないことばかりが起きるからだ」

　ふーん、そうですか。

　そういえば、未婚の身なのに裸身も拝まれちゃいましたしね？　とでも言い返してやりたいところだったが、せっかく拾った生命いのちを粗そ末まつにはしたくなかったので、やめておいた。

　その判断は、どうやら正しかったらしい。

　何故ならば、俺がすました顔で黙だまりこくっていると、アイ＝ファの顔にたちまち自分の言動を悔くいるような表情が浮うかんできたからだ。

「……しかし、意想外の事態とはいえ、マダラマの存在を察知することができなかったのは、私の油断だ。それをお前に救われたというのは事実なのだから――その点については、礼を言っておく」

　そのまま少しうつむいて、ちょっと上目づかいになり、胸むなもとの首飾りをじゃらじゃらと意味もなく弄いじりながら、人間の可聴領域ギリギリの小さな声で、「……ありがとう」と、アイ＝ファはつぶやいた。

　なんだか小さな子どもみたいだ。

　俺はわけもなく胸をどきつかせながら、「いや、まあ、いいんだよ」とか間ま抜ぬけな答え方をしてしまう。

「俺のほうこそ、あんなすぐそばにまでギバに接近されてることにはまったく気づいていなかったからな。俺にとっても、お前は生命の恩人だよ。……ありがとう」

　それに俺は、アイ＝ファが元気に復活してくれたことで、もう大たい概がいのことは許せる気分だった。

　あのままアイ＝ファが大蛇に絞め殺されてしまっていたら……なんて想像をしたら、本気で死にたくなってしまう。

「さて。何はともあれ、ギバだよな。新しん鮮せんなうちに、こいつを片付けちまおうぜ？」

　アイ＝ファに頭を叩き割られたギバは、まだ俺の足もとで身体を痙攣させていた。

　昨日遭そう遇ぐうしたやつと比べればずいぶん小ぶりだが、それでも体長は百五十センチぐらい、目方も七十キロぐらいはあるだろう。角も牙も立派なものである。よくもまあ、こんな頑がん丈じようそうな動物を一いち撃げきで仕留められるものだ。

「そうだな。まずは足を切り落とすか」と、アイ＝ファが蛮刀に手をかけるのを見て、俺は「待て待て」と押しとどめる。

「解体よりも、血ち抜ぬきが先だろ？　いきなりバラバラにしてどうするんだよ？」

「血抜き……とは、何だ？」

「なに!?　お前、今まで血抜きもしてなかったのかよ？　それじゃあ肉が臭くさくなるのも当たり前じゃないか！」

　俺がわめくと、アイ＝ファは心底不思議そうな顔をした。

　うん、そのきょとんとした顔は大好きなのだけれども。これはなかなかの大問題だぞ、森辺の民よ。

「あのなあ、肉の臭みってのは、血の臭みなんだ。しっかり血抜きすれば、ギバの肉だってそうそう臭くはならないはずなんだぞ？」

「……言っている意味がよくわからん。血など、勝手に流れるではないか？」

「だから、それじゃあ不十分なんだよ。……って、呑のん気きに喋しやべってる場合じゃないな。ギバの心臓が止まったら手て遅おくれになっちまう。おい、説明は後でするから、とにかくその小さいほうの刀を貸してくれ」

　不審顔のアイ＝ファから小刀を受け取って、俺は横たわったギバの背中の側にかがみこむ。

　さて――えらそうなことを言ったものの、血抜きそのものは、猟りよう友ゆう会かいのメンバーが実じつ践せんするのを見物していただけの俺である。ギバとイノシシの体内の構造が同一であるという保証もないし、成功するかどうかは、ほとんど運だ。

（イノシシの血管や内臓の位置ってのは、けっこう人間とそっくりなんだよ）

　猟りよう師しさんの言葉を思いだしながら、俺はギバの巨体にのしかかった。

　ギバの太い首と胸のつけねあたりに、小刀の切っ先をあてがう。

　そして、一気に突つき刺さした。

　血は――ほとんど出ない。

　しくじったか。

　まあ、世の中そんなに甘あまくはない。

　しかたなく、俺は小刀を胸のほうに引き下ろしていく。

　頚けい動どう脈みやくか、心臓の大動脈。そのどちらかを、切ればいいのだ。

　固い毛皮に苦労しながら、少しずつ少しずつ刃は先さきを動かしていくと――やがて、ごぼりと鮮せん血けつが噴き出した。

　慌あわてて小刀を引き抜くと、さらにどぼどぼと赤黒い液体があふれ始める。

　成功だ。たぶん。心臓を直接傷つけたりしてさえいなければ。

「心臓ってのは、全身に血液を巡めぐらせる器官だからな。心臓そのものを傷つけずに大もとの動脈を切ってやれば、効率よく全身の血を抜けるってわけだ」

　だから本当は頚動脈でもいいのだが、そちらは咽の喉どの器官を傷つけてしまうとギバが窒ちつ息そく死しして心臓の動きを停とめてしまう。何にせよリスクはつきまとうのだ。

「本当は木に吊つるしたほうがいいんだけど、さすがにそいつは重労働だしな。まずはこれで十分だろ」

　返事がないので振り返ってみると、アイ＝ファは相変わらずきょとんとしていた。

「……どうせ足しか持って帰らないのに、どうして全身の血を抜く必要があるのだ？」

「うん？」

「このように大きなギバを持ち帰ったところで、食べきれずに腐くさらせてしまうだけだ。眷けん族ぞくの多い家ならば、毛皮を剥ぐために丸ごと持ち帰ることもあろうが、たいていは後ろ足だけもいでいく」

「そんなの、勿もつ体たいなさすぎるだろ！　こんなご馳ち走そうを捨てて帰っちまうってのか？」

「森に置いて帰れば、屍し肉にく喰くらいのムントやその他ほかの獣けものどもが綺麗に片付けてくれる。食べきれずに腐らせることのほうが、罪だ」

「ああ、なるほど。それならそれはかまわないけど。でも、だったらどうして足なんかを持ち帰るんだ？　モモ肉も悪かないけど、もっと美う味まい部位が山ほどあるだろ」

「そんなことはない。ギバの肉は臭いが、一番臭くないのは、後ろ足だ」

　ああ、そうか。血抜きの作法も知らないのならば、足よりも胴体の部位のほうが、強く臭みが残るのかもしれない。足だったら、切り落としたときに動脈も切れてそこそこ血も流れていきそうだしな。

　それにしても、八十年もギバを狩かって暮らしていながら、血抜きの発想に至らなかったというのは、あまりに怠たい慢まんなのではなかろうか。不ま味ずい肉なら、美味く食うために研けん鑽さんを重ねる。その意い地じ汚きたなさこそが、人間様の偉い大だいなる食文化を発展させるのだ。

　そんなことを考えているうちに、血の放出が止やんでいた。

　ビクビクと痙攣していたギバの肉体も、すっかり活動を停止してしまっている。

　絶命したのだ。

　南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ、と心の中で念じておく。

　そうして、草や土や自分の糞ふんなどで汚よごれたギバの毛皮を川の水で入念に洗せん浄じようしつつ、俺はアイ＝ファを振り返った。

「よし。次のステップだ。……おい、俺は断固としてこいつを全部持ち帰ってやるからな？」

「好きにしろ。牙きばと角さえ無事なら、それでいい」

　何となく、無関心でいるべきか興味をもつべきか迷っているみたいな複雑な表情で、アイ＝ファは肩をすくめやった。

　それを尻しり目めに、俺はギバの腹部に小刀を突きたてる。

　ファームキャンプで使ったナイフよりも、こちらのほうが切れ味に優すぐれているようだ。あまり深く刺してしまわないように気をつけながら、俺はギバの腹を切り開いた。

　内臓の摘てき出しゆつである。

　これはそんなに難しい作業でもないが、注意点がひとつだけ。大腸や胆たん嚢のう、膀ぼう胱こうなど、臭みの強い内臓を傷つけないようにすること、だ。それらの臭みが肉に移ってしまったら、せっかくの血抜きが台無しになってしまう。

　横おう隔かく膜まくに刃先を入れて、各種の臓器を引き剥がしていく。

　まずは、小腸。および、大腸。

　お次は、胃い袋ぶくろ。肝かん臓ぞう。すい臓。肺。心臓。

　面おも白しろいように、でろでろと摘出できた。

　やはり、身体の構造はイノシシと大差ないようだ。

　ほとんど空っぽになった腹ふつ腔こうの下のほうに、最後の難関が待ち受けている。

　膀胱、だ。

　破かないように。慎しん重ちように。慎重に。

　……うん？

　何だか見覚えのない器官が、その下にまだ残っていた。

　これはギバ独自の器官だろうか。

　とりあえず、そいつも慎重に引き剥がす。

　楕だ円えん形けいで、けっこう大きい。左右に二つ並んでおり、手て応ごたえはわりとしっかりしている。

　……あ。

　睾こう丸がん、か。

　かつての俺がさばいたイノシシはメスだったから、こんな器官は存在していなかった。

　敬意を込めて、そいつも岩の上に置く。

　内臓の摘出も、これで完かん了りようだ。

　振り返ると、アイ＝ファはやっぱりきょとんとしていた。

「何だか、噂うわさに聞く呪じゆ術じゆつ師しの儀ぎ式しきでも見ているかのようだな。そんな作業が、肉を食うのに必要なことなのか？」

「必要だよ。だけど、こっから先は、さすがにここでは無理だなあ。何とかしてこの状態のまま家まで持ち帰らないといけないんだけど……どうしよう？」

　アイ＝ファは小さく息をついてから、「ちょっと待っていろ」と言い捨てて、森の中に姿を隠かくした。

　その間に、俺は川の水でギバの空っぽになった腹の中も洗浄しておくことにする。

　どうやら幸いなことに、ダニの類たぐいは存在しないらしい。もしも存在するならば、そろそろ体温の下がってきたギバの身体から、もっと温かい俺の身体へと跳び移ってくるやつもいるはずだ。

「そら。これでよかろう」

　五分ほどで戻もどってきたアイ＝ファの手には、俺の身長ぐらいはありそうな長い木の棒が握られていた。

　色しき彩さいは妙みように黒々としており、形は真まっ直すぐの棒状で、ところどころに枝葉を落とした断面が覗のぞいている。太さは、俺の手首ぐらいか。

「グリギの木だ。固くて丈じよう夫ぶで折れにくい」

「ふむふむ。これでどうするんだ？」

　アイ＝ファは無言でギバのもとに屈みこみ、マントの裏から取り出した革紐で、グリギの木にギバの四し肢しをくくり始めた。

「なるほど！　手て馴なれたもんじゃないか」

「見よう見まねだ。大きな氏族の男衆は、家で毛皮を剥はぐためにこうしてギバを丸ごと持ち帰る」

「ふむふむ。アイ＝ファは皮のなめしをやらないのか？　そのマントだってギバの毛皮だろ？」

「毛皮をなめすのには人手が必要だし、そんなものは女衆の仕事だ」

　お前だって女じゃん、と、顔に出てしまったのだろうか。俺は何も言ってないのに、アイ＝ファがうるさそうに顔をしかめやる。

「牙を差しだせば毛皮を買うことはできる。だったら毛皮をなめしている間にギバを狩るほうが利口だし、そもそもギバを狩らねば飢うえて死ぬだけだ。……そして私には、ともに毛皮をなめす眷族もおらん。何か文句があるのか、お前は？」

「文句なんてありゃしないよ。ただ……毛皮をなめすのが女の仕事だっていうんなら、ギバを狩るのは男の仕事なのかなと思っただけだ」

「当たり前だ。ギバを狩る女衆などおらん」

「だ、だってお前は女じゃん」

　けっきょくは口に出すことになってしまった。

　アイ＝ファはぷいっと顔をそむけて、今度は前足の拘束にかかる。

「私は女である前にファの家の家長なのだ。ギバを狩って生きるすべは父親から習っている。何も不自由することはない」

「そうなのか」

　だけど、アイ＝ファの亡なき父親は、何を思って《ギバ狩り》の技術を娘むすめに体得させたのだろう。

　アイ＝ファが集落から孤こ立りつしたのは、父親が亡くなった翌日からであるはずだ。その前の晩に、アイ＝ファはディガ＝スンとかいう集落の実力者の恨うらみを買ってしまったのだから。

　そのせいで、アイ＝ファは誰の力を頼たよることもできなくなり、たったひとりで生きていくことになった。父親の教えたギバ狩りの技が、その窮きゆう地ちを救ったということになるわけだが――父親だって、まさか自分の死後に娘が集落で孤立するなどと予測していたわけではあるまい。

（いや……難しく考えることはないか）

　俺だって、幼少時から調理の技術を叩たたきこまれていた。その上で、料理よりも面白いものを自力で探してみろ、などと言っていたのだ、うちの親おや父じは。

　父親なんて、そんなものなのかもしれない。

（だけど、こいつは……）

　俺と違ちがって、選せん択たく肢しなどなかったのだろう。

　男のように、ギバを狩って生きていくしかなかったのだ。

　こいつはこんなに、綺麗で優しい女なのに――

「……何をおかしな目で見ているのだ、お前は」

　と、おもむろにアイ＝ファが立ち上がった。

　その目は山やま猫ねこのように爛らん々らんと燃え、そして、褐かつ色しよくの顔に少し赤みがさしている。

「いいか？　お前は禁きん忌きを犯したのだ。本来ならば、その目玉を片方えぐられても文句の言えぬ立場だ。しかし、私も窮地を救われた身だから、不問に付した。そこのところをはき違えていたら、いつか痛い目を見ることになるぞ？」

「は？」と首をひねってから、俺は大いに慌てることになった。

「べ、別にお前の全ぜん裸らシーンを回想してたわけじゃねえよ！　お前、俺を何だと思ってるんだ？　せっかく記き憶おくの宝箱にしまいこんでおいたのに思い出してきちまったじゃないか！」

「やかましい！　目玉より先に舌を切り落とされたいのか!?」

「ああもうやめようぜ馬ば鹿か馬ば鹿かしい！　ほら、準備はできたんだろ？　とっととこいつを運んじまおうぜ！」

　怒れるアイ＝ファから逃げるようにして、俺はギバの頭の側に屈かがみこんだ。

　その際に、どっさりと積みあげられた臓物の山が視界に入る。

「本当はこいつも調理してやりたいんだけどな。俺の腕うで前まえで、しかも冷蔵庫の設備もなきゃ無理だよなあ」

「……本気で言っているのか、お前は？」

「もちろんさ。ギバなんて、鳴き声以外に食べられない部分はないんじゃないのかね」

　それはイノシシではなくブタに対する格言であったはずだが、まあよかろう。

　担ぎ棒の先せん端たんを肩かたにひっかけると、とてつもない重量がのしかかってくる。

　さすがは七十キロ級である。

「途と中ちゆうで弱音を吐くようならば、その場でお前ごと置いて帰るぞ」

　すうっと後ろ側が持ち上がって、いくぶん肩への負担が軽減される。

「美味い飯のためなら、頑がん張ばるさ。お前こそ、さっきひどい目に遭ったばかりなのに、身体のほうは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「やかましいわ！　もうあの時のことは口に出すな！」

　あれ。もしかしたら俺なんかが思っていた以上に、アイ＝ファにとってさきほどの出来事は大ダメージであったのだろうか。

　そりゃあまあ、男まさりの《ギバ狩り》とはいえ年とし頃ごろの娘さんだもんな。禁忌なんか持ちださなくっても、恥はずかしいのが当たり前か。

　ともあれ、美味い夕飯のための下ごしらえは、まだまだこれからが本番なのである。

「それじゃあ出発しようぜ！　苦労に見合ったぶんは美味いものを食わせてやるから、よろしくな！」




２




　数時間後。アイ＝ファの家において。

「よし！　それじゃあ、始めるかな！」

　ギバの巨体を前に俺が声を張り上げると、壁かべにもたれてあぐらをかいていたアイ＝ファは「勝手にしろ」と不ふ機き嫌げんそうにつぶやいた。

　たぶん、機嫌が悪いのではなく、単純に疲つかれているのだろう。俺だって、けっこうヘトヘトである。

　まず、このギバを川辺から持ち帰るだけでも大仕事であったのに、その後には、本来の目的であるピコの葉と薪まきの採取を為なすために、そのまま川辺へとＵターンしなくてはならなかったのだ。

　今度はアクシデントも生じなかったが、すべての仕事を終える頃ころには、もう太陽もだいぶん中天に近づいていた。

　つまりは早朝から正午近くまで、合間にマダラマの大だい蛇じやとの死し闘とうをはさみつつ、みっちり働き尽くしたわけである。

　で、午後はギバ狩りにあてる予定であったため、特に急ぎの仕事はない、とのことであったので、俺はさっそくギバの下ごしらえに取りかかることにしたのであった。

　俺の要望でかまどの火を焚たいてくれたアイ＝ファは、役目を終えるとどっかりと腰こしを下ろし、あとはもう知らんとばかりに干し肉をかじっている。

　それを横目に、俺はアイ＝ファから借り受けた小刀をつかみ取った。

　血抜きと内臓の摘出を完了したのだから、次のステップはもちろんのこと、「皮かわ剥はぎ」である。

　物置部屋に戸板の壊こわれたやつが眠ねむっていたので、それを作業台として使わせていただくことにした。机の類いは見当たらなかったので地べたでの作業になってしまうが、まあこればかりはしかたがない。ギバの身体を仰あお向むけに引き起こして、左右に準備しておいた木材を設置し、体勢を固定する。

　まずは、後ろ足からだ。

　ごつい蹄ひづめのくっついた足首に一周切れ目を入れて。足の内側から腹まで刃を入れていく。

　で、皮と肉の間に刃先を入れて、べりべりと引き剥がす。

　うーん、脂あぶらがのっているな。

　皮と肉の間にみっしりと。厚みはざっと一・五センチぐらいか。

　食材としては大変けっこうな話であるのだが。そのぶん作業の困難度は増加する。シカみたいに脂あぶら身みの少ない動物なら、肉と皮はけっこうすみやかに分ぶん離りしてくれるのである。

　まあ、すべては美味い食事のためだ。毛皮に穴を開けないように、なおかつできるだけ脂が肉のほうに残るように、刃先を横に傾かたむけて、ぐいぐい皮を引っ張っていく。

　やがて、両足の肉が露出した。

　べろりとめくれた毛皮から、真っ白い脂に包まれた足が屹きつ立りつしている。なかなかにシュールな光景だ。

　その頃には、もう小刀はほとんどナマクラになってしまっていた。

　刃が、ねっとりとした脂にまみれてしまったのだ。

　ということで、ぐらぐらと煮に立たった鉄てつ鍋なべの湯に刀身をひたして、脂を溶とかす。

　これが、野外では皮剥ぎの作業ができない理由である。

　家の中には、すでにけっこうな血と肉の匂においが充じゆう満まんしてしまっている。

　ともあれ、アイ＝ファにもらった布切れで小刀をぬぐい、作業再開だ。

　同じ手順で、前足の皮を剥ぐ。

　口で言うのは簡単だが、この時点ですでに一時間ぐらい経過している。

　しかし作業はまだまだ序じよ盤ばんである。四肢が済んだら、いよいよ胴体だ。

　腹がぱっくり割れているので、その断面をスタート地点とする。

　要領は、足と一いつ緒しよである。皮と肉の間に刃先を入れ、切りながら皮を引き剥がしていく。

　しかし、胴体ともなると尋常な面積ではないので、作業を進めていくうちに、皮を引っ張るのが困難になっていく。脂で滑すべるし、これでは握あく力りよくがもたない。

　そうなったら、皮の端はしに穴を開けて、そこに指を引ひっ掛かける。

　何せ分厚い毛皮であるから、全力で引っ張ってもそうそう破れたりはしない。

　破れたら破れたで、別の場所にまた穴を開ける。
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　こまめに刃の脂も除去しつつ、とにかくひたすら剥ぎまくる。

　そうしてギバの右半身がむきだしになる頃には、俺おれも汗あせだくになってしまっていた。

　体感としては、二時間半ぐらいか。窓から差しこむ光も、まだ明るい。

「ふう。ちょいと休きゆう憩けいするかな」

　小刀をギバの枕まくらもとに置いて、敷しき布ふの上にへたりこむ。

　そうして、ひさかたぶりに家主のほうを振ふり返かえってみると――やっぱり、アイ＝ファはきょとんとしていた。

　癒いやされるなあ、そのちっちゃな子どもみたいに目を丸くしている顔は。

　とげとげしい表情がデフォルトになっているせいか、なかなか素す敵てきな格差なのである。

「……お前はずいぶん手先が器用なのだな、アスタ」

「ああ。まあ料理に関してだけはな」

「それに、ずいぶん真しん剣けんなのだな」

「ああ。まあ料理に関してだけはな」

「……そんな厄やつ介かいな手順など踏ふまずとも、ギバの肉など煮にれば食える。どうしてそのように余計な仕事で、そこまで真剣になれるのだ？」

　ここで気分を害するほど、俺は狭きよう量りようではないつもりだ。

　だから、「美味い飯を食ったり食わせたりするのが好きなだけだよ」と穏おん便びんに答えさせていただいた。

　俺の仕事が余計な手間であったかどうかは、食べた後に判断していただきたい、と思う。

「よし！　作業再開だ！」

　この休憩中に、俺はひとつの事案を思い出していた。

　このまま左半身に取りかかる前に、為すべきことがあったのである。

　首の切断、だ。

　首には、いろんな器官がひっついている。目だの口だの鼻だのというやつが。

　それゆえに、皮を剥がすのもなかなかに困難なのである。

　だから、首だけはあらかじめ切断して、別物として扱あつかったほうが楽なのだ。

　そんなわけで、首の切断に取りかかる。

　頭ず蓋がいを割られて、無残な死に顔をさらしているギバに、「美お味いしくいただいてやるからな」と念じつつ、俺は下した顎あごの下に小刀を突きたてた。

　すでに死後硬直が始まっているのか、血抜きをしたときよりも手応えが固い気がした。

　それに、切り開いていくうちに、けっこうな量の血が滲にじみだしてくる。

　これもまあしかたがない。血抜きをしたってすべての血液がスッカラカンになるわけではないし、ましてや、俺は素人しろうとだ。三年前の記憶に頼っておっかなびっくり作業しているだけの、見習い料理人に過ぎないのだ。

　イノシシ解体の経験は一度きり。道具は狩猟用の小刀一本。まともな作業台もなく地べたに這はいつくばって、死し骸がいの首を切り落とそうと奮ふん闘とうしている、十七歳の見習い料理人。

　それはアイ＝ファでなくったって、失しつ笑しようの一つも禁じ得ないかもしれない。

　だけど俺は、楽しかった。

　自分の汗と動物の血にまみれながら、生きていることを実感できた。

　そんな発言をしてしまうと、猟りよう奇き的てきな趣しゆ味みでも持ち合わせているのではないかと誤解されてしまいそうだが。食うためでなく、遊び半分で動物を解体するサイコ野や郎ろうなんて、糞くらえだ。

　俺は、料理が好きなのだ。

　物心ついたときから親父の背中を眺ながめて育ち、小学校に入る頃には、もう店を手伝わされていた。それは自分の意志で選んだ道ではなく、用意されたレールの上を走っているだけの人生だったかもしれないが。それでも、俺に不満はなかった。

　そして親父の口くち癖ぐせは、「料理よりも面白いものを自力で探してみろ」だった。

　それでも何も見つからなかったら、しかたがないので店を継つがせてやらなくもない、と親父は笑っていた。親父が俺を高校に行かせたのも、そういう配はい慮りよの一つなのだろうと思う。

　だけど俺は、毎日料理ばかりしていた。

　料理がこんなに面白いのに、どうしてわざわざ他のものを探さなければならないのか。その必然性を、自分の中に見み出いだすことができなかったのだ。

　いつか、親父をうならせるような料理を作ってやる、と、そんなことばかり考えていた。

　俺は、料理が好きなのだ。

「ふう。さすがにしんどいな」

　首を半分ほど切断できたところで、俺は水みず瓶がめから水を一いつ杯ぱいいただいた。

　冷たくも何ともない常温の水だが、汗だくだったのでひどく美味く感じてしまう。

　さあ、再開だ。

　小刀の背は、きっと角や牙を切るためにだろう、ギザギザの鋸のこぎり刃ばになっているので、首の骨はそれで断たち切きる。

　そうして何とか残りの部分も切り終えると、戸板の上に生首がごろりと転がった。

　しばし考えて、頭部は必要な箇か所しよだけ皮を剥がして、首周りと頬肉だけ切り取らせていただくことにする。

　他にも食える部分はあるはずだし、タンなどはたいそう魅み力りよく的てきであるのだが。俺の腕うでではそれぐらいが限界だ。猟師さんに、もっとしっかり教わっておけば良かったと思う。

　その後は左半身の皮剥ぎに取りかかり、それが終わったらギバの身体からだを横に寝ねかせて、残っていた背中の皮も引き剥がす。

　これで皮剥ぎは完了である。

　あちこち穴は空いてしまったが、首から下の毛皮を一枚つながりで剥がすことができた。

　体長百五十センチの七十キロ級であるから、広げてみると、なかなか圧巻だ。

　本体のほうは、全身に脂がのっているので、どこもかしこも真っ白の肉につ塊かいである。

　頭の欠損した、巨きよ大だいな肉塊。

　もはや何の動物であるかも判別は難しい。

　こちらもこちらで、圧巻だ。

　しかし、余よ韻いんにひたっていられる時間はない。いよいよラストスパートだ。

　皮剥ぎが完了し、最後の工程「解体」である。

　素っ裸になったギバの巨体を再び仰向けに寝かせて、まずは股こ関かん節せつの内側に刃先を入れる。

　後ろ足と股またの境目を切っていき、あるていど切れたら、関節を逆方向にねじ曲げる。

　めりっと鈍にぶい音がして、骨こつ盤ばんから大だい腿たい骨こつの先端が抜ぬけた。

　つるんとしたむきだしの骨が、白くて美しい。

　残りの腱けんや筋を切り、また逆方向に引っ張ってやると、べりべりと肉が剥がれ始める。

　それに沿って刃先を入れて、右の後ろ足を取り外す。

　これは大物だ。一本で十キロ近くはあるだろう。

　右が済んだら、次は左。

　左も済んだら、次は前足。

　前足は、骨盤のように関節がつながっていないので、表面の膜まくを切ればすぐに外れる。

　さあ、クライマックスだ。

　もはや時間感覚もあやふやになってきたが、日差しが少し黄色みをおびてきている感じがする。

　作業の開始から四、五時間ぐらいは経たっているのかもしれない。

「……あ、そうだ。アイ＝ファ、ノコギリはどこにあるんだっけ？」

　またひさかたぶりにアイ＝ファを振り返ると、残念ながら、きょとんとはしていなかった。

　というか、振り返った瞬しゆん間かんにハッとした様子でにらみつけられてしまい、どんな表情をしていたのか確かく認にんすることもできなかった。

「何だ、寝てたのか？　ごめんな、起こしちまって」

「寝てなどいない！　このように明るいうちから眠れるか！」

　だったらどうしてそんなに怒っているのだろう。アイ＝ファは口をへの字にして立ち上がり、戸口の向こうへと姿を消してしまった。

　三つあるうちの、真ん中の部屋。器や木き匙さじや調理器具などが収納されているはずの部屋だ。

　そこから出てきたとき、アイ＝ファの手には刃は渡わたり三十センチほどのノコギリが握にぎられていた。革かわ鞘さやに収まっていると刀とう剣けんと見分けがつかないが、抜いてみると、確かにノコギリだった。

　身み幅はばは五センチほど。厚みは五ミリほど。俺の見知ったノコギリよりも厚刃だが、まあ問題はないだろう。森辺の民たみたちは、こいつを使ってこんな立派な家を造りあげたのだろうから。

「これで今のところは終わらせるつもりだから、もうちょっとだけ待っててくれ」

　そいつを受け取る際にそう呼びかけたが、アイ＝ファは「ふん」とそっぽを向いて返事もしてくれなかった。

　本当に、女心は不可解だ。

　何はともあれ、ノコギリは鉄鍋で煮沸消毒させていただく。

　解体作業のクライマックス、「背割り」である。

　背骨を、真っ二つに断ち割るのだ。

　しかも、横にではなく、縦に。

　そうして胴どう体たいを左右で二つに分けてしまう。これを「枝肉にする」という。

　こうすると、のちのちの分離が楽なのだ。……あくまで猟師さんの受け売りだが。

　で、これだけの大物だったらチェーンソーを使ったっていいぐらいなのだが。電気も通っていない地ではしかたがない。どんな肉体労働でも甘んじて従事する所存である。

　というわけで、作業に取りかかった。

　予想通り、この最終工程が、肉体的には一番しんどかった。

　やっぱり無理にでも吊し上げたほうが作業も楽だったかなあと後こう悔かいしながら、俺はゴリゴリとノコギリを奮い続けた。

　切れ味のほうは、まあ申し分ない。俺に日曜大工の趣味でもあったら、そこまで手こずりもしなかっただろう。

　しかし、そんな趣味はなかったので、十分に手こずった。手こずらせていただいた。脂で滑る背骨を縦に断ち割るなんて、それはもう生半可な苦労ではなかった。

　ときおり刃の脂を溶かし、間に何回も休憩をはさんで――終しゆう了りようしたのは、きっと一時間後ぐらいだった。

　割った背骨を引き剥がし、肋ろつ骨こつも一本ずつ抜いていき、腰まわりはほとんど肉を切りわけていく感じで、肉と骨を分離させていく。

　これでようやく――

「……終わったあ！」と、いっぺん大の字に寝ね転ころんでから、すぐに起きあがる。

　作業は終わったが、事後処理は終わっていない。

「さあ、とっととピコ漬づけにしちまおう。せっかくの肉が傷いたんじまう前にな」

　最後だけはアイ＝ファにも手伝ってもらい、無事に肉塊を香こう辛しん料りようの山にうずめることができた。

　七十キロ級のギバから、四十キロ以上五十キロ未満ぐらいの肉を採取できたと思う。こんな作業は専門外である見習い料理人としては、まあ上出来なのではないだろうか。

「あああ疲れた！　もう腕が上がんねえよ！」

　今度こそ、俺は大の字に寝転んだ。

　窓から差し込む陽光は、完全に夕暮れ時のそれへと変化している。

　正午から、夕暮れ時まで。作業に五、六時間ほど費やしたと考えれば、まあ計算は合う。やっぱりこの世界も一日は二十四時間なのかなと、俺は疲れきった頭の片かた隅すみでぼんやり考えた。

「……おい。後の始末は、どうつける気だ？」

　そんな風に呼ばれて振り返ると、アイ＝ファがかまどの横で仁王立ちになっていた。

　その足もとの戸板に転がるのは、二つに折られた巨大な毛皮と、顔の左右を削けずられた生首、それに骨ガラの山である。

「ああ、そうか。惜おしいけど、ガラは捨てるしかないかなあ。……ふだん、毛皮はどうしてるんだ？　足だけでも毛皮は剥いでるんだろ？」

「付着した脂を削そぎ取とって、後はおおかた捨てている」

「捨てちまうのか。勿体ないな。他の家では皮の加工までしてるんだろ？　だったらその人たちに進しん呈ていすればいいんじゃないか？」

「……私と関かかわれば、スン家を敵に回すことになる。そうまでして毛皮などを欲ほしがる家は存在しない」

「ちぇっ。心のせまい連中だな。……あ、脂ってのは燃料に使うんだよな？　削ぎ落とすって、どうやるんだよ？」

　そう言って俺が身体を起こそうとすると、アイ＝ファに「起きるな」と冷たく押おし留とどめられた。

「そのように精根尽き果てた人間に手を出されては手間が増えるばかりだ。お前は寝ていろ」

「いや、でもさ……」

「脂を削ぐのも角と牙を採取するのも私の仕事だ。お前の仕事は晩ばん餐さんの仕し度たくなのだから、それまでは休んでおけ」

　ものすごくぶっきらぼうな口調ではあったが、それは大変にありがたい申し入れであった。

　今日は朝から身体を酷こく使ししまくっていたので、俺は文字通り精も根も尽き果てかけていたのである。

　実のところ、さっきからまぶたが重くてしかたがない。

「お前は本当に優やさしいよな」と、口に出してしまったのか胸の中だけでつぶやいたのか、そんなことすらハッキリとは認にん識しきできぬまま、俺はほとんど失神するような勢いで、睡すい魔まの谷へと転げ落ちていった。
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　目を覚ますと、あたりは真っ暗になってしまっていた。

　燭しよく台だいにかまどの火を移していたアイ＝ファが、ちらりと鋭するどい視線を突つきつけてくる。

「ようやく起きたか。まだ目覚めぬようなら水でもかけてやろうかと思っていたところだぞ」

「ひでえこと言うなあ。……俺は何時間ぐらい眠ってたんだ？」

　アイ＝ファは無言で首をひねりつつ、かまどに新たな薪を投入する。

　やはりこの森辺においては、時間を人間の尺度で区切る習慣などないのかもしれない。日が昇のぼれば起き、日が落ちれば眠りの準備をする。自然界においては、それが絶対の不文律なのだろう。

「ギバの残ざん骸がいは谷に捨てて、戸板は適当に洗っておいた。……いい加減に腹が空すいたぞ、私は」

「了りよう解かい。それじゃあ今度は、俺が働く番だな」

　なかなか良好な分業制度じゃないかとちょっと愉ゆ快かいな気持ちになりながら、俺は食しよく糧りよう庫こへと向かった。

　タマネギモドキを六玉。

　ジャガイモモドキを四玉。

　そして、ゴムノキみたいな葉に乗せて、ギバの後ろ足を一本。

　もちろんギバ肉は、もともとの備び蓄ちくではなく、さきほどさばいたばかりのやつである。

　本来は古い肉から片付けなければならないのだが。俺としては一刻も早くアイ＝ファに食事の喜びと調理の素す晴ばらしさを体感していただきたかったので、是ぜ非ひにと頼たのみこんだのだ。

「さて。野菜はこの数がノルマなんだよな？」

「ノルマ」の意味が伝わっているのかどうか。アイ＝ファはただ「肉ばかり食っていては死ぬぞ」とだけ返してきた。

　もちろん人間とは、バランスよく栄養を摂せつ取しゆしないと健康には生きていけない生物である。

　しかし、俺はまだこの野菜どもの処理法までは解かい析せきできていない状態だった。

（まあいい。今やれることをやるだけだ）

　俺は、鍋なべの蓋ふたであるところの大きな割り板を水で洗い、その上にギバ肉を鎮ちん座ざさせた。

　そして――『榊さかき屋や』の三徳包丁をつかみ取る。

　親父の魂たましいである、三徳包丁。

　黒こく檀たんの柄を握り、朴ほおの白鞘から抜き放つと、鋼の刀身があらわになる。

　刃渡りは二十一センチ。もう二十年以上も使いこまれているはずなのに、まったく歪ゆがみのない研とぎすまされた刃。刻印された『榊屋』の二文字。

（親父。使わせてもらうぜ）

　ギバの肉に、そっと刃は先さきを押しあてる。

　熟成された豚ぶた肉にくに比べればずいぶんと固いその肉に、三徳包丁の刃先が――するりと抵てい抗こうなく潜もぐりこんだ。

　その切れ味に高こう揚ようしつつ、手もとだけは冷静に、まずは骨から肉を切りだしていく。

　表面は白い脂に覆おおわれているが、中身はずっしりと身の詰つまった赤身のモモ肉だ。

　骨に刃先を当ててしまわぬよう、ゆとりをもってざっくりと切り出したら、今度はそいつを可能な限り薄うすめにスライスしていく。

　固い肉と言っても、しょせんは生肉である。そうそう薄く切れるものではないので、俺の腕前では七、八ミリが限界だったが、鍋なべ物ものとしては妥だ当とうな厚さだろう。

　五百グラムぐらいをスライスしたら、残りはブロックのまま、保存室へと逆ぎやく戻もどり。あとはこの立派な大腿骨に残ったぶんを削ぎ落とせば、二名分の夕食には十分なはずだ。

「そうだ。肝かん心じんなことを聞いてなかった。なあ、アイ＝ファ。この家には他ほかに食材とか調味料ってもんは存在しないのか？」

　俺の挙動を静かに観察していたアイ＝ファが、いぶかしそうに面をあげる。

「ギバとアリアとポイタンを食していれば、さしあたって病にかかる心配はない」

「うん。だけどお前って、それ以外の匂いもプンプンさせてるじゃないか？　花だか果実だか香こう草そうだかわかんないけど、まだ何かしら取り扱ってるものがあるんだろ？」

　俺が言うと、アイ＝ファの顔に何やら赤みがさしてきた。

「アスタ。昨日から言おう言おうと思っていたが。私の匂いがどうだとか、おかしな言葉を口にするのは、やめろ」

「いいじゃん、別に。いい匂いがするっていう褒ほめ言こと葉ばなんだからさ」

「……それで食われそうになるのでは身がもたんわ！」

　首筋の左側に手をあてつつ、アイ＝ファが勢いよく立ち上がる。

　あの歯型はまだ消え去ってはいないのだろうか。俺もちょっと気き恥はずかしくなってしまう。

　で。アイ＝ファはズカズカと乱暴な足取りで食糧庫へと消えていき、やがて奇き妙みような代しろ物ものを携たずさえて戻ってきた。

　口が長くて胴体の丸い土ど瓶びんと、球状に丸められたゴムノキモドキの葉だ。

　土瓶は一リットルぐらいの容量がありそうで、葉っぱの包みは人間の拳こぶしていどの大きさだった。

「果実酒と、塩だ」

「塩っ！」

　思わずあげてしまった俺の大声に、アイ＝ファは不快げな顔をする。

「塩は干し肉を作るのに使う。これだけの量と交こう換かんするのにギバの角一本分の銅貨が必要となる」

　頭の中でファンファーレを鳴らしながら包みを解いてみると、青みがかった美しい結けつ晶しようの塊かたまりが現出した。

　たぶん、岩塩だ。

　俺の知る岩塩はピンクやイエローだったが、青い岩塩が存在するというのは小耳にはさんだことがある。

　爪つめの先でちょちょいと削って、その粉末をなめてみると、鮮せん烈れつな塩の味が局地的に爆ばく発はつした。

　美う味まい。日中汗だくになって塩分を放出させてしまったせいか、死ぬほど美味い。

「……塩は貴重だ。無む駄だには使うな」

「もちろんでございます！　で、こっちは果実酒だって？」

　コルクのような木の栓せんを抜いてみると、その中からは酸味の強いワインのような香かおりがした。

「よこせ」とアイ＝ファが俺の手から乱暴に土瓶を強ごう奪だつし、ぐびりと一口あおってから、また突き返してくる。

「えーと。そういえばアイ＝ファって年ねん齢れいはいくつなんだ？」

「十七」と言い捨てて、口の端をぺろりと舐なめる。

　ワイルドだし、セクシーですね。

「そうか。俺も十七だよ。同い年だったんだな。……この果実酒も貴重品なのか？」

「それは必要なものを買った余りで交換しただけだ。銅貨など集落に持ち帰る気にはなれんからな。……塩や食しよく糧りように比べれば、貴重というほどのものでもない」

「そうか。これものちのち大だい活かつ躍やくしそうだなあ。……だけど、どっちもお前の匂いとは関係なさそうだな？」

「知るか！　あとは毒虫除よけの実か、干し肉を作る時に使う香草ぐらいにしか、私は触ふれていない！」

　何もそんなに怒ることはないじゃないですか。

　まあ、さしあたっては、これで十分だ。「塩」の登場は、果てしなくありがたい。

「アイ＝ファ。もう一回、刀を貸してもらえるか？」

　仏ぶつ頂ちよう面づらの娘さんから小刀を受け取って、骨に残った肉を削ぎ落とす。

　これで準備は整った。

　ギバのモモ肉が、およそ五百グラム。

　骨から削った切れ端の山が、およそ四百グラム。

　タマネギモドキが、六玉。

　ジャガイモモドキが、四玉。

　黒くろ胡こ椒しようの風味を持つ、乾かん燥そうしたピコの葉をひとつまみ。

　そして、岩塩。

　これが本日の食材である。

　まずはアイ＝ファの手ほどきで岩塩を粉末にして、大さじ一杯分だけ沸ふつ騰とうする鍋に投入させていただいた。

　今日のところは、これで満足しておこう。たとえ大さじ一杯分でも、塩が入っているかどうかで、味の引き締まり具合は全然違うはずだ。

　お湯の量は、昨晩と同じく、鍋の半分ほどである。もっと少量でもいい気はするが、このあたりは試し行こう錯さく誤ごしていく他ない。

　そして、合計九百グラムぐらいのギバ肉を投入。

　紅白の肉が、ゆらゆらと躍おどる。

「あ、アイ＝ファ。薪はまだ追加しないでいいよ」

　かまどの前に移動しようとしていたアイ＝ファが、怪け訝げんそうに振り返る。

「ギバの肉は入念に煮立てなければ、とても食えたものではないぞ？」

「うん。だから弱火でじっくり煮込む予定なんだ」

　アイ＝ファは昨晩、ガンガンに火を焚いていた。たぶん強火で二十分、といったところだろう。それでも噛かみちぎれるぐらいには柔やわらかくなっていたが、基本的にはゴムのような食感だった。

　イノシシは、煮込めば煮込むほど柔らかくなる肉質なのだ。

　それが養よう殖しよくの豚ぶたとの、一番の違ちがいだと思う。

「うわ。出た出た」

　肉を投入して数十秒で、ものの見事に灰あ汁くが出てきた。

　あらかじめ用意しておいた木製のお玉と器うつわで、灰汁とあぶくをきっちり除去する。

　しっかり脂のついた身であるせいか、昨日よりも勢いが凄すさまじいようだ。

　そう――いま思えば、昨晩のモモ肉はほとんど脂身のない赤身の塊だったのである。

　イノシシもギバも、モモには肉と皮との間ぐらいにしか脂がないから、表面を削ぎ落としていくアイ＝ファの調理法では、最初の一回でほとんど脂身を消失してしまうのだ。

　脂身の少ないシシ肉は（たぶんギバ肉も）鍋には適さない。だから昨晩の肉はあんなゴムのような食感になってしまったのだと思われる。だったら昨晩の残りは焼肉にでもしてしまおうかなと、灰汁取りに励はげみながらも構想は広がるばかりだった。

「さて。問題はこいつらなんだよなあ」

　あらかた灰汁を除去できたら、蓋をしめてしばらく放置。

　かまどの火が確認できる位置に腰を落ち着けて、俺はジャガイモとタマネギの類るい似じ品ひんたちと相対する。

「タマネギモドキ、いや、アリアだっけ。こいつはタマネギそっくりだから、まだどうにでもなりそうなんだよ。問題は、こいつ――なあ、このポイタンってのは、何なんだろうな？」

「……ポイタンはポイタンだ」

　アイ＝ファもまた壁にもたれて座すわりこみ、仏頂面で頬ほお杖づえをついている。

「ポイタンを二個と、アリアを三個。ピコの葉にまぶしたギバの肉とともにそれらを食していれば、一日分の活力を得ることができる。それは八十年間に及およぶ森辺の生活で得た、私たちの知ち恵えだ」

　そして塩分は、日中に食する干し肉から得ているのであろう。

　俺は、「ふむ」と、うなずき返す。

「ちなみに、森辺の民の平均寿命ってのは、どれぐらいのものなんだ？」

「へいきんじゅみょう？　どれぐらいの長さを生きるのかという問いであるならば、そんなものはまちまちだ。森辺の民の多くは、病や老いではなく、ギバやその他の獣けものに襲おそわれて生命を落とすものなのだからな」

　アイ＝ファの目が、すっと伏ふせられる。

　もしかしたら、父親のことでも思い出してしまったのかもしれない。

「しかし、そうだな……飢うえもせず、森に屍しかばねをさらすこともなければ、六十の齢よわいを前にして生命いのちを落とす者はいない気がする。森辺の最長老たるルウ家のジバ＝ルウなどは、すでに八十を越こえる齢を重ねているはずだ」

「ふむふむ。俺の世界と比べても、そこまで短命なわけじゃなさそうだな」

　言いながら、俺は四つ足でアイ＝ファのもとににじり寄った。

　嫌いやそうな顔をする娘むすめさんにはかまわず、その左の二にの腕あたりをじっと検分する。

　オレンジ色の火に照らされて、褐かつ色しよくの肌はだがつやつやと輝かがやいている。ところどころに白い傷きず跡あとが走ってはいるが、とてもなめらかな肌はだ質しつだ。

「うーむ」とうなって、ふにふにと触しよつ感かんを確かめる。

　とたんに脳天に拳を落とされた。

「ごめんごめん。張りがあって柔らかい、とても上質な筋肉だ。アスリートとしては最高級の出来だと思う」

　しんみりとしかけた空気を打破するために、あえておちゃらけた行動を取ったつもりなのだが、どうやら方向性を間ま違ちがえたらしい。アイ＝ファの顔は毛を逆立てた山やま猫ねこみたいに物ぶつ騒そうな表情に成り果てていた。

「いや、森辺の民の健康状態を確認したかったんだよ。少なくとも、アイ＝ファの食生活に大きな間違いはないみたいだな」

　ということは、やはりあれらの野菜を毎日のノルマとしてきっちり調理しなくてはならない、ということだ。

「うーん、こいつは宿題だな！　明日からはポイタンの攻こう略りやく法ほうを研究することにしよう。今日のところは、ギバ肉の攻略で手て一いつ杯ぱいだからな」

　まだアイ＝ファが険悪な目つきをしているので、俺はそそくさとかまどのほうに退散した。新たに浮うきあがってきた灰汁をすくい、火が弱くなりすぎないように薪まきを調節する。しばらくは、この繰り返しだ。

「……腹が減ったぞ。いったい、いつになったら食えるのだ？」

「んー？　目安としては、六十分から九十分……昨日の三倍から四倍ぐらいの時間を予定してるけど」

　アイ＝ファはとても驚おどろいた顔になり、とても落らく胆たんした様子で溜ため息いきをついた。

「ごめんな。俺も腹ぺこなんだけどさ。……これだったら、解体作業の後、すぐに調理を始めちまっても良かったかもな」

「……お前に休めと言ったのは私だし、お前に食事の準備をまかせると言ったのも私だ。お前が責任を感じる必要はない」

　などと公明正大なお言葉を吐はきながら、アイ＝ファの顔はとても切なそうだった。

　そんなに腹が減っていたのかと、俺おれは少し可お笑かしな気持ちになってしまう。

　空腹は最高の調味料だ。

　これでアイ＝ファが満足できなかったら、それはひたすら俺の腕が悪いということになるのだろう。

　勝つか負けるか。勝負の刻ときまで、あと一時間少々だ。




４




「よし、完成だっ！」

　俺がそう宣言することができたのは、体内時計によると、鍋にギバ肉を投入してからおよそ一時間二十分後のことだった。

　その間はひたすら灰汁を取り、火の調節をして、肉の固さを確認し、空腹のアイ＝ファをなだめ、時にはちょっと真ま面じ目めな話もしたりして――楽しいながらも悩なやましい八十分間だった。

　家の中には、ギバ肉のたまらない匂いが充満している。

　昨晩よりも香り高いと思えるのは、やはり脂あぶら身みの存在が主たる原因なのだろうか。

　まあ、そのような些さ事じはどうでもいい。とにもかくにも、実食だ！

「お待たせしたな。思うぞんぶん、食ってくれ」

　お玉で鍋の中身を攪かく拌はんし、まずはアイ＝ファの器に注ぐ。

　ジャガイモモドキことポイタンの実は、けっきょくのところ、まだ投入していない。

　煮始めてから六十分後に、薄うす切ぎりにしたタマネギモドキことアリアと、黒胡椒モドキのピコの葉を投入したのみである。

　それでもスープは、白はく濁だくしている。半はん透とう明めいの、肉のダシがしっかりと出た、白いスープだ。

　そう。こいつは「ギバ鍋」ではなく『ギバ・スープ』と呼ばせていただこう。

　よく考えたら、肉でダシを取り、味つけは塩と香辛料だけなのだから、「鍋」よりも「スープ」の名のほうが相応ふさわしい、という一面もあるだろう。

「スープ」だったら、具材がタマネギでも問題はない。ポイタンが見た目通りのジャガイモ味だったら良かったのにな、とさえ思えてくる。

　まあ要するに、食事を楽しむには自己暗示も大事ということだ。

　ということで、俺の中では『ギバ・スープ』と命名された料理を、親愛なる女主人に進呈する。

「……ポイタンが入っていないと、何だか妙みような感じだな」と、アイ＝ファは疑うたぐり深ぶかそうな顔でスープの匂においを嗅かいでいた。

　まあ、匂い自体は昨日の鍋だって最高だったので、現時点で大した違いは見いだせないであろう。

　自分のぶんも注いでから、俺はアイ＝ファの正面に腰こしを下ろす。

「正直言って、これは試作品第一号だからな。俺としても自信満々ってわけにはいかない。こいつを土台にして今後はさらに研けん鑽さんを重ねるつもりなので、まあ、率そつ直ちよくな感想を聞かせてくれよ」

「……美味いだの不ま味ずいだの、そのようなことはどうでもいい。そんな私に感想など求めても、無益だ」

「わかったわかった。……それじゃあ、いただきます！」

　アイ＝ファは目を閉じ、左手の指先を口もとに持ってきて、すっと横に線を引くような仕草を見せてから、口の中でぶつぶつと何事かを唱えた。

　もしかしたら、この世界における「いただきます」の合図なのだろうか。昨日はそんな仕草をしていなかった気がするのだが。

　でもまあ何だか、嬉うれしいものだ。「いただきます」と「ごちそうさま」の概がい念ねんがない世界なんて、料理人にとってはあまりに物悲しすぎるであろう。

　何はともあれ。実食である。

　まずは、木匙でスープをすくってみる。

　透とう明めいな脂あぶらの膜がきらきらと光る、白っぽい液体。

　ところどころに散っている黒い粉末は、ピコの葉だ。

　匂いも見た目も、最高である。

　しかし、ここまでは昨晩と大差ない。

　何度か味見はしてみたが、最終的にはどうまとまったのか。期待を込めて、すすってみると――問題なく、美味かった。

　味み噌そも醤しよう油ゆも使っていない純じゆん朴ぼくなスープに、ちょっとクセのあるギバ肉の風味と、ピコの葉がアクセントになっている。味は薄めだがコクがあり、やたらめったら食欲を刺し激げきされてしまう。

　鍋に注いだ水はけっきょく三分の一ぐらいは蒸発したみたいだから、そうとう入念に煮に詰つめた計算になる。差し水もしていない。その結果として、ものすごく濃のう厚こうな風味と旨うま味みのあるスープを完成させることができたようだった。

　では、問題の、ギバ肉だ。

　こいつは菜さい箸ばし代わりの木の棒で固さを確認していただけだから、正しよう真しん正しよう銘めい、初の実食である。

　骨から削った肉にく片へんではなくスライスしたモモ肉をスープと一いつ緒しよにすくってみると、象ぞう牙げ色いろに染まった肉と、白みがかった脂身が、可愛かわいらしくぷるぷると揺ゆれた。

　大きさは四センチ四方、厚みは五ミリぐらいに縮んだそいつを、おもいきって口の中に放ほうりこむ。

　噛むと、ぷちぷちと肉がほつれた。

　柔らかい。想像していた以上の柔らかさだ。

　だけど、噛み応えはしっかりしている。

　ゼラチン質の脂身と、弾だん力りよくにとんだ赤身が口の中で融ゆう合ごうし、旨味が、ぐんぐんと広がっていく。

　ああ――こいつはやっぱり、上等な食材だ。

　熟成もさせていない肉なのに、三年前に食べたシシ鍋にも全然負けていない。

　それはもちろん、苦労してさばいたという思いや、肉体的な疲ひ労ろうと空腹感も手伝っての美味さなのだろうが――それでも、評価を変える気にはなれない。

　調味料などほとんど使っていないから、肉の旨味がダイレクトに伝わってくる。

　野生の肉の、荒あら々あらしい旨味。確かな存在感。これこそ、ジビエの真骨頂……なんて、人生でまだ数回しかジビエ料理を味わっていない俺などが言うのはおこがましいのかもしれないが、心の中で主張する分にはかまわないだろう。

　アリアの実も一緒に食してみると、昨日よりは少ししんなりとした食感が、スープとしては丁度良かった。

　肉やスープと一緒に食べれば、また味の奥おく行ゆきがうんと増す。タマネギとしては（タマネギではないのだが）辛から味みよりも甘あま味みの強い種なのだろうか。主張しすぎない味も食感も、ぞんぶんに料理の質を高めてくれている。

（うん。試作品第一号としては、上出来すぎる出来だろう）

　そう考えて、正面のほうに視線を戻もどすと、ちょうどアイ＝ファが器を手に立ち上がるところだった。

　いつも通りの仏頂面で、無言のまま、かまどに向かう。

　もう一杯目をたいらげてしまったのか。

　食が進むのはけっこうなことだが、きちんと味わってくれているのだろうかと少し不安になる。

　そうして二杯目を器に注いで、同じ場所に戻ってくる。

　その目は、俺を見ようとしない。

　ここに至って、俺の中に生じた不安感は抑おさえきれないレベルにまで膨ふくれあがった。

「なあ、どうかな？　俺としては、けっこう上出来だと思うんだけど」

　一口スープをすすってから、アイ＝ファは不ふ審しんげに首を傾かしげる。

「何がだ？　……私に感想など求めても無益だと言っただろう」

「いやあ、それはそうなのかもしれないけど……」

　何だか、骨盤のあたりがムズムズしてきた。

　正体の知れない感情が、行き場を求めて鎌かま首くびを持ちあげたような感覚である。

　怒いかりか、悲しみか、切なさか、不安感か――その正体は不明なれど、とにかく「負」の感情であることに間違いはない。

「あ、あのさあ、俺が調理に長々と時間をかけたのは、その、もしかしたら、無意味だったかな……？」

　アイ＝ファは、ますます不審げな顔をした。

　それから、ふっと器の中身に視線を落とす。

　オレンジ色の炎ほのおが、長い睫毛まつげの影かげを頬ほおにゆらめかせた。

　どうしよう。

　心臓がむやみに脈打っている。

　嫌な予感しか、しない。

「……私にとって、食事に、美味いも不味いもない。食事とは、生きるための手段なのだ」

「……ああ」

「そんな私に、味の感想などを求められても、困る。私はそのようなものを語る言葉を持ちあわせていない」

「ああ。そうなんだろうな」

「だけど、はっきりわかるのは……」

　と、アイ＝ファの面がゆっくりと起こされて、綺き麗れいな青色の目が、真まっ直すぐに俺を見る。

「……美味い、というのは、こういうことなのだな」

　その桜色の唇くちびるが、少したどたどしい感じで、言葉をつむぐ。

「食べる、という行為自体が、楽しくて……心ここ地ち好よくて……幸福な、気持ちになる。これが、美味いものを食べる、ということか」

　俺は、言葉が出なかった。

　アイ＝ファは、ちょっとだけ苦しそうに眉まゆ根ねを寄せる。

「お前が料理などというものに情熱を傾かたむけて、馬ば鹿かみたいに真しん剣けんになる理由は、わかった。……わかったと、思う。本当はわかっていないのかもしれないが、少なくとも、お前の行動を否定しようという気持ちにはなれない」

「アイ＝ファ……」

「語るべき言葉が見つからないのだ。これ以上は説明できない。だけど、お前は正しいことをしたのだと思っている」

　そしてアイ＝ファは、ほんのちょっとだけ……その可か憐れんな口もとをほころばせた。

「だから、そのように苦しそうな顔をするな。この料理は、美味い」

　俺はひとつうなずき返してから、後はもう無言で食べるのに没ぼつ頭とうした。

　何だか、わけがわからない。

　腹の奥おく底そこに生じた不安感の塊みたいなものはきれいさっぱり霧散し果てたというのに、今度は首の裏が熱くなり、背筋が寒くなってきた。

　油断をすると、胸が詰まりそうになる。

　たぶん――俺は、無む茶ちや苦く茶ちやに嬉しかったのだ。

　そして、無茶苦茶に情動を揺さぶられてしまったのだ。

　俺はきっと、自分で想像していたよりももっと強く、奥おく深ぶかい部分で、アイ＝ファに自分を認めてもらいたい、と願っていたのだろう。

　まだこの世界ではたったひとりの理解者であるアイ＝ファに。

　生命の恩人であるアイ＝ファに。

　偏屈者で、直情的で、男みたいに荒っぽいかと思えば、今までに見てきた誰だれよりも優しくて、おそらくは心の深い部分に傷を抱かかえ、誰にも頼たよらず独りで生きていこうとする、強くて、綺麗で、勇ゆう猛もうで、繊せん細さいな、このアイ＝ファという謎なぞめいた女の子に――俺は、俺の存在を受うけ容いれてほしい、と願っていたのだ。

（くそっ……だけど、俺はまだまだこんなもんじゃないからなっ！）

　何な故ぜだか敵てき愾がい心しんみたいな感情まで誘ゆう発はつされてしまい、俺はギバの肉を乱暴に咀そ嚼しやくする。

　俺の闘たたかいは、まだ終わっていないのだ。

　その決意も新たに、憎にくき敵をにらみすえる。

　かまどの横にごろんと転がった、ジャガイモモドキ――ポイタンの実を、である。







幕間　～森辺の日々～







　森辺の集落の、朝は早い。

　日の出とともに目を覚まし、それからすぐに朝方の仕事に取りかかる。

　仕事の内容はまちまちだが、差しせまった仕事がない場合は、まずは晩餐の後片付けだ。

　鉄てつ鍋なべの中に、使用した食器や調理器具、脂で汚よごした布類などを放り込み、水場におもむいてそれを洗う。

　どうして昨晩のうちに片付けておかないか。それは、切り開かれた人間の領土とはいえ、夜間には危険な野生動物と遭そう遇ぐうする危険性が少なからず存在するからである。

　警けい戒かい心しんの強いギバなどは滅めつ多たに現れないが、しかし、飢えれば人里にも降りてくる。そうして森辺の集落の領土を突とつ破ぱして、その西側に広がるジェノス領の田畑を襲うのだ。

　ギバ以外にも、腐ふ肉にくあさりと呼ばれるムント、巨きよ大だいネズミのギーズ、それに各種の毒どく蛇へびや毒トガゲなどが特に危険だという。人間を捕ほ食しよくするような大型肉食獣は存在しないが、それらの害がい獣じゆうに噛まれたりすれば、治ち癒ゆの難しい深刻な病びよう魔まを得てしまうのである。

　そういったわけで、調理器具の洗せん浄じようは朝方に行われる。場所は、おのおのの住すみ処かから最も近い水場である。アイ＝ファの家から近いのは、歩いて十分ていどの場所にある、ラントの川の小さな支流だった。

　ごつごつとした岩場を流れる、ささやかな水流だ。支流というよりは、岩いわ清し水みずみたいなものである。

　そこで鍋やら食器やらを洗う。道具は、ギバの毛皮を干し固めて加工した、タワシのような代物だ。鍋も食器も脂でギトギトだが、短く刈かりこまれた毛皮でこすると、案外すんなり綺麗になる。

　脂で汚した布類も、その時に洗う。時間にゆとりのあるときは、衣類の洗せん濯たくもその時に済ませてしまう。

　あと、水みず瓶がめの水が少なくなってきた際も、同様に補ほ充じゆうを済ませてしまう。

　鉄鍋も水瓶も重いので、運ぶ時は「引き板」と呼ばれる道具を使う。

　大きな板の裏に毛皮を張りつけて、そこに固形化した脂を塗ぬりたくった、運うん搬ぱん用ようの道具である。干した蔓つる草くさを編んで作った紐ひもを使って、板の上に荷物を固定し、同様の素材でできた引手を肩かたにかけ、ずるずると引っ張っていくのだ。

　脂を塗ることによって摩擦係数が小さくなり、おそらくは半分ぐらいの重量を消し去ってくれていると思うのだが、水瓶などは満タンまで水を注ぐと百キロぐらいの重さになってしまうので、けっこうきつい。

　しかし、時おり水場で遭遇する他の家の人々は、残らず女衆であった。

　俺なんかよりもよほどしっかりとした体格をした年配女性が大半だが、中には老ろう婆ばや若い女性も出現する。そんな彼かの女じよたちでも、引き板を引くのにそこまでつらそうな顔はしていない。一番つらそうな顔をしているのは自分である、と断言してもいいほどだ。

「まったく非力な男だな」とは、もちろん敬愛すべき我わが女主人のお言葉である。

　ちなみに、他の家の人々ともっとも近しく顔を合わせるのはこの朝方の水場であるが、予想通りに、アイ＝ファのそばに寄ってこようとする人間は皆かい無むに等しかった。ほんの時おり挨あい拶さつぐらいはしてくる女性もいるにはいるが、それ以上の交流は求めてこないし、こちらからも求めない。森辺の民たみの族長筋であるスン家の怒りを買う、というのは、こういうことなのだ。

　あと、森辺には不相応な白い調理着やＴシャツなどを着込んだ生白い男が出現したことによって、いっそう不審の目を向けられるようになったという弊へい害がいは、確実にあると思うのだが――それをあらわにする者もいない。常にアイ＝ファのかたわらにある俺に対しては、みんな遠巻きに眺ながめるばかりで、目を合わそうともしてはくれなかった。




　余談だが、そんな彼女たちが身に纏まとっているのは、アイ＝ファと同様の綺麗な布地の服である。森に入っても目立たぬようにか、深いグリーンや赤せき褐かつ色しよくを主体としたシックな色合いだが、それらの色しき彩さいが複雑にからみあった渦巻き模様で、非常にエスニックかつファッショナブルだ。

　既き婚こんの女性は、大きな一枚の布地をゆったりと巻きつけて、胸むなもとから膝ひざのあたりまでを隠かくしている。

　未み婚こんの女性は、アイ＝ファと同じように胸もとと腰周りだけを隠している。

　もちろんというか何というか、毛皮のマントを羽織ったり巨大な蛮刀をぶら下げているような女衆は存在しないし、アイ＝ファ自身、森に向かうとき以外は小刀しか持ち歩いていなかった。それぐらいの刀なら、持ち歩いている女衆も少なくはない。ギバを狩かる仕事はなくとも、香草を摘つんだり蔓草を切ったりと汎はん用よう性せいは高いのだろう。

　で、森辺の集落の人間は、やっぱりみんな褐色の肌をしていた。髪かみや目の色はまちまちだが、淡あわい褐色の髪と、青い瞳ひとみが、一番のスタンダードであるらしい。黒い髪や赤い髪、アイ＝ファのような金きん褐かつ色しよくの髪もまあそれなりには見受けられるし、あんまり近づいてきてくれないから判然とはしないが、黒い瞳や鳶とび色いろの瞳をした女性もいたと思う。

　ただ、俺のような黄色人種は、ただの一人も存在しなかった。




　何はともあれ、水場での仕事が終わったら、次は屋内での仕事である。

　日課としては、刀の手入れ。

　刃先や柄の状態を確かく認にんし、必要があれば補修を行う。この世界の研ぎ石は、黒曜石のようにゴツゴツとした黒光りする石だった。

　それが終わったら、食しよく糧りよう庫こにおいて、食材の確認。

　アリアやポイタンの状態も確認するが、一番重要なのは、やはりギバの肉だ。

　肉が傷いたんでいないかを確かめつつ、ピコの葉をまんべんなく攪拌する。肉を漬つけておくとだんだんその内の水分がピコの葉に移っていくため、一日に一度は攪拌しないと、水を吸いすぎたピコの葉が防ぼう腐ふ・殺さつ菌きんの効力を失ってしまうのだそうだ。

　その際に、生肉と同じように埋うめてある干し肉から必要な分を切り分けて、ようやく朝食。にちゃにちゃとゴムのような肉を噛みながら、森へと向かう。

　目的は、薪と香草の採取、および行水である。

　その頃ころには、すっかり太陽もその姿をあらわにしている。

　つまり、俺がアイ＝ファの家を訪おとずれて最初に迎むかえたあの朝は、アイ＝ファはひとりで夜明け前から雑事をこなし、早朝から森に出発できるよう準備を万ばん端たんに整えてから、眠ねむりこけていた俺を叩たたき起おこした、というわけである。

　それなのに、寝ねぼけたあげく、とんでもなく不ふ埒らちな行為に及ぶことになった我が身みを、とても恥はずかしく思う。その失態についてあらためて謝罪を申し上げたら、足を蹴けられた。三回ぐらい。とても痛かった。




　そんなこんなで、森に向かう。

　まずはラントの下流におもむいて、行水。

　行水、である。

　あの、大だい蛇じやマダラマとギバによる波状攻撃は俺の心に強いトラウマを残していたが、我が親愛なる女主人は「あんな事態に陥おちいることなど滅多にない」と、か弱き異世界人に冷たい目線をくれるばかりだった。

　だがまあ確かに、あのマダラマの大蛇というのはギバにとっての天敵であり、あやつが山中に君臨しているからこそ、ギバは山さん麓ろくの森辺のみを自分の城と選んだのである。マダラマがちょいちょい山麓にまで現れるようだったら、ギバはもっと他の場所に逃にげるか、あるいはもっとその数を減じていたはずだ。

　ということで、マダラマが山麓にまで降りてくることは、イレギュラーな事態であったに違いない。きっと山中で足だか鱗うろこだかを滑すべらせて川に落ち、そのまま流れてきてしまったのだろう。まったくはた迷めい惑わくな蛇へびだ。

　そんな風に理論武装することによって、俺はようやく行水を満まん喫きつすることができた。

　平均温度三十℃前後の気候であるから、行水は本当に気持ちがいい。

　朝あさ風ぶ呂ろの習慣などはなかったが、この行水が俺にとって至福のひとときと感ぜられるようになるまで、そんなに時間を必要とはしなかった。

　これまた余談だが、あの初日のハプニング以降、俺が森辺の民の禁きん忌きを犯おかすようなことはなかった、ということは一応特筆させていただきたい。魂たましいに誓ちかって。絶対にそんなことはしませんよ、本当に。




　行水が済んだら、香こう草そうの採取。

　重要なのは、ピコの葉である。

　防腐剤としてのピコの葉は、肉の水分を吸うと劣れつ化かしてしまう。毎日きちんと攪拌していても、ひと月ぐらいで完全に効能を失ってしまうのだ。

　肉の貯蔵スペースは、二メートル×二メートル×三十センチ。月に一度はそれだけの分量のピコの葉を総取替えしなくてはならないため、常つね日ひ頃ごろから相当量を確保しておかなければならないわけである。

　ピコの切れ目は、肉の切れ目。これはかなり直接的に生命の維持活動に関かかわる事じ項こうなので、日割りできっちり計算し、ノルマに達していないようだったら、優先してピコの葉の採取に時間を割さくことになる。

　それが済んだら、グリギの実やリーロの葉などの採取に取りかかる。

　グリギの実は、害虫除けに必要な木の実である。

　森に潜ひそむ毒虫や毒蛇から身を守るために、森辺の民はその実を編んでブレスレットにしている。俺は調理の邪じや魔まになるので首からかけている。あと、家屋の周囲にも撒まいておけば、夜間に窓から侵しん入にゆうされる危険性も排はい除じよできるので、そのための分も定期的に採取している。

　リーロの葉は、干し肉を作るのに必要な香草である。

　これはピコの葉ほど多量には使用されないが、それでも重要度に優まさり劣おとりはない。

　ちなみに、アイ＝ファの有する魅み惑わく的てきな芳ほう香こう、それを形成している要因のひとつが、その香草のリーロであった。清せい涼りようで落ち着いた、アロマセラピーにでも使えそうな気品のある香りであるにも拘かかわらず、肉や脂の暴力的な匂いとも調和する。何とも素す晴ばらしい香草なのだった。

　ただし、アイ＝ファにその旨むねは伝えていない。たぶん、足を蹴られるだけなので。

　それらの採取が終わったら、最後に薪の採取だ。

　薪に足る資格を有した落ち枝を拾い、そのへんに自生している蔓草で束にしていく。目的の量が集まらなかったら、若木をもいで持ち帰り、家で乾燥させることになる。

　また、この土地では一日に数回、スコールのような雨が降ふることがある。

　これはもう予測不能な自然現象であるので、せっかく集めた薪がびしょ濡ぬれになってしまうことも稀まれではない。だからめげずに、バンバン集める。濡れたら濡れたで、干して乾かわかすだけである、という開き直りの精神が必要だ。それにまた、俺の調理方法だと通常よりも多くの火を使うことになるので、薪集めもこれまた重要な案件なのである。




　もっとも――俺たちが従事している仕事の中で、重要でない案件などひとつとして存在はしない、というのもまた確かだ。

　ピコの葉の採取は重要と述べたが、それも優先順位の問題であり、どの道すべてを完かん遂すいしなくては、生きていくことができなくなってしまう。

　食器を洗うのも、水を汲くむのも、刀を研とぐのも、食糧を管理するのも、香草を集めるのも、薪を集めるのも、ギバを狩るのも、すべては生きていくためなのだ。

　どれを省いても、生活は成り立たない。

　生きるために、働く。一日びっしりと働いて、それでようやく生きのびることができる。

　そんな生活に従事している森辺の民だからこそ、「食事の質を高める」などという行為に着目することがなかったのだろう。

　肉も、アリアも、ポイタンも、煮込めば食べることができる。それ以上の過程など必要ない。生きるために、食べる。他ほかの仕事と同じように、それは生きるための「手段」なのだ。そこに娯楽性などは存在しない。「味」など、どうでもいいことなのだ。

　食わねば死ぬ。だから食う。それ以上でもそれ以下でもない。

　それは動物として、ある意味では正しい姿なのかもしれない。

　アイ＝ファの作ったギバ鍋なべも、俺が作ったギバ・スープも、栄養価において違いはないだろう。だったら、短時間で手間もなく作れるほうが、この世界においては正しいことなのかもしれない。

　だけど俺は、異世界人だ。「食」の楽しみを知る世界からやってきた、異邦人なのだ。

　ならば俺は、俺の流りゆう儀ぎを通すしかない。

　この異世界における俺の闘いは、まだまだ始まったばかりだった。







第四章　小さな来訪者
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「うーむ」とうなり声をあげたのは、これで本日何度目であっただろうか。

　俺の眼前には、憎きポイタンがごろりと転がっている。

　この異世界を訪れて、五日目の昼下がりである。

　本日は、日課である食器の洗浄や食糧庫の管理を終えたのち、干し肉の作成に従事した。

　余談が長くなってしまうが、なんとあの干し肉はただの干し肉にあらず、肉の燻くん製せいであったのである。

　ざっくり説明するならば。ギバ肉の表面に岩塩とピコの葉をすりこんで、ゴムノキモドキ（そういえばまだ正式名称を確認していない）の葉で包み込む。三日目の夜に塩と香こう辛しん料りようを洗い流し、一晩乾かん燥そう。翌朝、屋外の木に肉を吊つるし、その下でリーロの香草と生のピコの葉を焚き、日が中天に昇るまで燻いぶしまくる。かくしてギバ肉の燻製の出来上がりでございます。

　で、本日がその四日目の朝だったので、俺は薪と香草の採取ではなく、その燻製を仕上げる作業を託されたのだった。

　作業としては、火を絶やさぬように薪と香草を追加していくだけだから簡単なものであるが。何せ数時間も火の番をしていなくてはならないので、決して楽なわけではない。それでもまあ、日が中天に差しかかるまで意想外の事態に見み舞まわれることはなく、大量の燻製肉を無事に作成することができた。

　こちらはいつも通り採取作業のために森へとおもむいたアイ＝ファの帰りを待ち、出来上がった燻製肉を貯肉スペースに収納し、作業は終しゆう了りよう。

　そうして中天まで働いたのち、昼下がりから夕暮れ時まではポイタンの研究に打ち込むことを許されたのである。

　この時間帯、アイ＝ファはギバを狩るため、再び森におもむくことになる。ギバの肉はまだ山ほど余りまくっていたが、ポイタンやアリアを得るためには、五日に一頭のペースでギバを仕留めなくてはならない。で、ギバを狩るのに素人しろうとの俺などは邪魔にしかならないから、こうして自由な時間を得ることができた、というわけだ。

　もちろんというか何というか、この五日間、アイ＝ファはまだギバを仕留めていない。俺という食くい扶ぶ持ちが増えるまでは十日に一頭のペースで良かったわけだし、そうそう簡単に狩れるわけではないのだろう。五日前に（突発的な事態だったとはいえ）狩ったばかりでもあるわけだし。今日か明日にでも仕留めることができれば上出来だ、とアイ＝ファはそんな風に述べていた。

　で、俺である。

　初日はギバの解体作業にいそしんだので、それ以降の四日間、俺は毎日昼下がりからこのポイタンめの研究に励んでいるわけなのだが――こいつはなかなかの難敵だった。

　端的に言って、こいつの正体がわからないのだ。

　俺の世界には、こんな植物は存在していなかった、と思う。

　外見的には、ジャガイモである。ちょっと色合いは淡い感じだが、表層上の質感や形状はジャガイモそっくりだ。

　しかし、中身が全然違ちがう。

　生でかじると、渋みがひどくて、やたらと粉っぽくて、とうてい食べられたものではない。本当にこれは植物なのかと疑いたくなるぐらい、水気も旨味も感じられないのだ。

　で、ご存知の通り、水で煮ればぐずぐずに煮に崩くずれてしまう。ほとんど味のない泥水みたいな代しろ物ものに変化してしまうのである。

　俺の作成した『ギバ・スープ』に投入したところで、何ら改善は為されなかった。

　それでもこれは摂せつ取しゆしないといけない栄養分を有しているらしいので、今日までの四日間は、肉とアリアをたいらげた後、残ったスープに溶とかして、飲んだ。

　鍋のシメの雑炊やらうどんやらはあんなに心が躍おどるのに、こちらはもう罰ばつゲーム級のいただけなさだ。どうしてこんな泥水みたいなもんをすすらなくてはいけないのかと、情けない気持ちになってくる。

　だから、こうして悩んでいるのだが――いまだに解決策は見いだせずにいた。

　一日に一個、研究のためにこいつを消費して良いとのお墨付きを頂けたので、色々と試ためしてはみたのだが、駄だ目めだった。

　煮れば、どろどろに崩れてしまう。

　焼けば、粉々に崩ほう壊かいしてしまう。

　水に漬けても、何ひとつ変化は見られない。

　獣じゆう脂しで炒いためれば、粉っぽいラードのできあがりだ。

　その他にも、すり潰してみたり、脂ぬきで炒いってみたり、天日にさらしてみたり、思いついたことは何でも試してみたのだけれども、光明はちっとも見えてこなかった。

「うーむ！」と何度目かのうなり声をあげる。

　すると、後ろから頭をひっぱたかれた。

「やかましいわ。いちいち騒がないと悩むこともできぬのか？」

　もちろんのこと、アイ＝ファである。

　本日はなかなか森へと出発しようとせず、さっきまで物置小屋でごそごそやっていたようだが、ようやく用事が済んだらしい。いつもながらの胸あてと腰あてを巻いただけの軽装で、仁王立ちになり、俺の顔をにらみつけてくる。

「痛えなあ。俺だって好きでうなってるわけじゃ……」と言いかけたところで、俺はアイ＝ファが小脇に荷物を抱えていることに気がついた。何だろう。綺麗な色合いをした布の束だ。

　俺の視線に気づいたのか、その内の一枚をアイ＝ファが広げてみせてくれる。

「これは、私の父親が遺のこした衣服だ」

　なるほど。それはどうやら袖なしで前面の空いた胴どう衣い、いわゆるベストだかチョッキだかであるようだった。ボタンなどはついておらず、下のほうで紐をくくる作りになっている。デザインはシンプルだが、やはり色とりどりの複雑な渦巻き模様であるからして、なかなかに小こ洒じや落れている。

「ほうほう。いいね。きっとアイ＝ファにはよく似合うと思うよ」

　俺おれは本心からそう答えたのだが、何故かアイ＝ファの頬に朱がさした。

「こ、このような衣服を私が着られるか！　確かに私は家長として《ギバ狩り》の仕事を果たしてはいるが、一応これでも女なのだぞ！」

「ええ？　別にそれだけを着ろとは言ってないよ！」

　ベストだかチョッキだか知らないが、そいつはあのアラジンが着ているような、がっぽりと前面の空いたデザインであったので、胸あてなしにそんなものだけ身につけたら――アウトだアウト。公序良俗を何だと思っていやがるのさ。

「もちろんそれを着るとしたら、今の格好の上からだろ！　大体、お前みたいに綺麗な顔をしたやつを男あつかいするわけが……」

「やかましいと言っている！　これは、お前のための服だ！」

　ちょっとひさびさにカンシャクを爆ばく発はつさせて、アイ＝ファがそれらの衣類を俺の顔面に投げつけてきた。

「お前のその格好は目に立ちすぎる！　お前と一緒におかしな目で見られるのは不愉快なのだ！」

　なるほど。それはもちろん俺の白装束がどれほど注目を集めているかは、朝方の水場などで大いに思い知らされている。

　それに、俺には洗い替えの持ち合わせもなかったから、Ｔシャツと調理着を一日おきに着まわしており、ズボンと下着に至っては、洗濯した後びしょびしょのまま着用するしかなかったのだ。

　まあ気温がけっこう高いので数時間もすれば乾くし、そうでなくとも、いつスコールのような集中雨に見舞われるかもわからない生活であるから、そのあたりのことはまだあきらめもつくのだが――ただ、純白の調理着が森の仕事などでだんだんと薄汚れていくのは、なかなかに物悲しい心情を誘発されるものなのだった。

　そんなわけで、俺は怒れる女主人に深々とこうべを垂れておくことにする。

「あ、ありがたく頂戴するよ。だけどこれ、大切なものなんじゃないのか？」

「……大切にしたところで、着る人間がいなければただの塵ご芥みだ」

　と、アイ＝ファが怒った顔つきのまま、腰こしの小刀に手を伸ばす。

　俺は思わず後ずさりそうになってしまったが、アイ＝ファはそいつを革かわ鞘さやに収めた状態で突つきつけてきた。

「これも、父親が遺したものだ」

　よく見れば、アイ＝ファの腰にはもう一本まったく同じ小刀がぶら下がっている。

「これも……俺が使っていいのか？」

「貸すだけだ！　いつまでも私の刀を脂あぶらまみれにされるのは迷惑だからな！　もしも手入れを怠って刃はを錆びつかせるようなことがあれば、誓ってお前の耳を削そぎ落おとしてやるぞ！」

「わかった。ありがとう。本当に感謝しているよ。絶対に親おや父じさんの形見を粗そ末まつに扱あつかったりはしない。約束する」

　アイ＝ファはぷいっとそっぽを向いたが、そのままどこかに行ったりはせず、俺の隣となりにどかりと座すわりこんできた。

「……それで、ポイタンを美う味まく食う手段は見つけられたのか？」

「うーん。それがなかなかの手詰まりでなあ。何せ俺のいた世界には、こいつに似た野菜ってもんが存在しなかったんだよ。ギバはイノシシそっくりで、アリアはタマネギそっくりなのに、こいつは全然何にも似ていないんだ」

「だったら、素直にあきらめたらどうだ？　私は別に……今のままでも、不満はない」

　まだ強情にそっぽを向いているアイ＝ファの横顔を、俺は至近距離から見つめやる。

「本当に不満はないのかよ？　俺はもう不満で不満でしかたがないけどな！　『ギバ・スープ』は着実に理想に近づいてきているのに、こいつのせいで、すべてが台無しになっちまう！　見習いとはいえ料理人のプライドがズタズタだよ！」

「……ぷらいど？」

「誇ほこり。自尊心」

「ふむ。……それはもちろん私だって、不ま味ずいよりは美味いほうが良い、と思えるようにはなってきた。しかし、いつまでも食材を無む駄だに使えるわけではないのだぞ？」

「ああ。そいつはわかっているつもりだけど……」

「この牙きばと角は、食しよく糧りようとのみ交こう換かんする品ではない。刀が折れれば刀を、衣服を失えば衣服を、病を得れば薬を、この牙と角で交換するのだ」

　と、胸もとの首くび飾かざりにじゃらりと指先をからませる。

「今までは、十日に一頭のギバを仕留めるだけでアリアやポイタンをまかなうことができたから、こうして牙や角を余分に蓄えることもできた。しかし、今後は五日に一頭を仕留めなければならないのだから、これらの蓄えも目減りしていく怖れがある。……ならばなおさら、食糧は大切に扱うべきなのだ」

「そうか。それでもお前は一日に一個、ポイタンを好きに使っていいって言ってくれたんだな」

　それなのに、俺はもう四玉ものポイタンを無為に費やしてしまったのだ。

　不ふ甲が斐いないの一言に尽きる。

「だったらもう、今日からポイタンを無駄に使うのはやめにしよう。俺が食う分をひとつ減らして、そいつを研究用に……」

「それは駄目だ」と、意外なほど強い声で応じて、アイ＝ファが顔を寄せてきた。

「何度も同じことを言わせるな。ポイタンを二個と、アリアを三個。それは、森辺の民が健やかに生きていくために最低限必要な食糧なのだ。それを減らせば、どれほどギバの肉を喰くらったところで、いずれは病を得ることになる」

　アイ＝ファの瞳が、青い火のように燃えている。

　探究心のために自分の健康を犠牲にするなど、森辺の民の倫理観が許せないのだろう。

　いや――森辺の民に限ったことではないか。料理人だって、そんな真ま似ねをしてはいけないはずだ。

　自身の食生活を管理できない料理人なんて、不養生な医者や白しろ袴ばかまの染屋と同等の存在であるに違いない。

（そんなことは、わかってるんだよ……）

　料理人がお客に提供するのは、味と、栄養だ。どんなに美味い料理でも、身体からだの害になるのでは意味がない。どんなにバランスの良い栄養食でも、味が不味ければ意味がない。その両立を目指してこその、料理人であろう。他の料理人がどうだかは知らないが、少なくとも、俺の親父はそういう料理人だった。

　もちろん、栄養よりも嗜し好こう性せいを重視した料理など、いくらでも存在する。俺だって、ギットギトのとんこつラーメンは大好きだ。

　しかし、それは料理の常道ではありえない。

　嗜好性重視の料理は、たまに食べるから、刺し激げき的てきで、美味いのだ。

　身体が必要としている栄養価を含んでいるからこそ、食べたいと欲する。動物としての本能が壊れてしまった人間には、もはや失われてしまった感覚なのかもしれないが――その大前提だけは、やっぱり崩壊させてはいけないのだ。

　ギバの肉は、本当に美味い。

　身体にとって必要な栄養価を含んでいることが、実感できる。

　自分の体内で正しく血肉に変換されていくのが、実感できる。

　そんなものは錯覚だと笑われるかもしれないが、俺は本心でそう思っている。

　そんな風に思える料理を――俺は、作っていきたいのだ。

　美お味いしく、そして、身体に正しい料理を、自分の大切な相手に食べさせるために。

（ポイタンを食べるのは、正しいことのはずなんだ。それは、アイ＝ファが証明してくれている）

　俺が知る誰よりも、力強く、生命力にあふれている、アイ＝ファ。

　このアイ＝ファを育んできたのが、ギバと、アリアと、ポイタンであるというならば――絶対に、喜びをもって口にできる調理法が存在するはずだ。

　ポイタンは、人間にとって正しい栄養価を含んでいるはずなのだ……

（……うん？）

　正しい、栄養価？

　人間にとって、必要な栄養価？

　それはつまり――

「そうか！　そういうことなのか！」

　俺は無意識のうちに大声をあげて、無意識のうちに、目の前にいるアイ＝ファの両肩をひっつかんでしまっていた。

「何か心にひっかかってたんだよ！　何か足りないと思ってたんだ！　畜ちく生しよう、そういうことだったのか……！」

「……何をいきなり我を失っているのだ、お前は」

　迷惑そうに身を引こうとするアイ＝ファの身体を、俺は無意識のまま引き寄せてしまう。

「お前のおかげで答えが見つかりそうなんだ！　やっぱりお前は最高だな、アイ＝ファ！」

　誓って、無意識だったのである。

　俺は、無意識のうちに、アイ＝ファの華きや奢しやだが革かわ鞭むちのように引ひき締しまった身体を抱だきすくめてしまっていたのである。

　当然のことながら、数秒の後にはしこたま頭を殴おう打だされることになったが、それでも俺の心は勝利への予感に打ち震えていた。
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「今日は新しいメニューに挑ちよう戦せんするぞ、アイ＝ファ」

　夕暮れ時に、俺はそう宣言してみせたのだが、アイ＝ファは仏ぶつ頂ちよう面づらで「勝手にしろ」とつぶやくばかりだった。

　もしかしたら、昼下がりの粗そ相そうがまだ尾を引いているのかもしれない。まあ、セクハラで訴えられても敗訴は確実の所業であったので、少々人格を疑われてしまっても致し方があるまい。

「『ギバ・スープ』もまあそれなりに仕上がってはきたけども、毎日同じメニューじゃ飽きちまうからな。今度こそ本当にお前を驚かせてやるから楽しみにしていろよ、アイ＝ファ」

「勝手にしろ」

「……ところで、さっそく親父さんの服をお借りしてみたんだけどどうかな？　似合うかな？」

「似合わない。滑こつ稽けいだ。お前などに預けなければ良かった」

　ううむ。なかなかに深刻なへその曲げっぷりだな、これは。

　まあ、美味いものを食べればご機き嫌げんも回復するだろう。

　ちなみに、ひらひらのチョッキと腰あてだけでは心もとないので、Ｔシャツだけは下に着込んだままである。きわめて邪道な着こなしかもしれないが、調理中は火傷やけどが怖こわいのでご容赦いただきたい。あと、頭に巻いた白タオルも、標準装備とおぼしめしいただければ幸いだ。

「でな、何を隠そう、ポイタンはもう調理済みなんだ。また薪まきを大量に使っちまったけど、明日収しゆう穫かくに励むから、そこのところは勘かん弁べんしてくれ」

　アイ＝ファは無言で、無表情。ついに返事まで返ってこなくなってしまった。

　俺を殴打した後はいつも通り森に向かい、ポイタンを調理するさまは見ていないはずなのに、その仕上がりが気になったりはしないのだろうか。

「まあいいや。ちょっと早いけど調理を始めるからな？　腹が減ってなかったら、今のうちに空すかせておいてくれ」

　俺のほうはアイ＝ファの反対で、いささかならず躁そう状じよう態たいだったかもしれない。新しいメニューに挑戦するのが、楽しみで楽しみでしかたがなかったのだ。

　本来ならば、本日は焼き肉料理に挑戦する手て筈はずだった。

　ただの焼き肉ばかりでなく、蒸し焼きやら照り焼きやら、色々構想は練っていたのだが。ポイタンの正体が判明したおかげで、後回しにしようと思っていたとっておきのメニューにチャレンジする気持ちになれたのだ。

　勿体ぶるつもりはない。本日のメニューは、『ギバ肉のハンバーグ』である。

　略して、『ギバ・バーグ』である。

　鼻歌混じりに食糧庫に向かい、必要な食材をかまどの前に運搬する。

　ギバのモモ肉と、胸まわりのバラ肉を、それぞれおよそ五百グラムずつ。

　タマネギモドキことアリアを六玉。

　ピコの葉をふたつまみ。

　果実酒。

　岩塩。

　そして、ポイタンから得た、魔法のエキス。

　そいつは大した分量ではなかったので、ゴムノキモドキを折って作った器の中に収めてある。

　さて。それでは調理開始である。

　まずは、モモ肉のブロックに約一センチの厚みでひっついている脂あぶら身みの部分を少しだけ切り落としていく。

　ちょいと惜おしいが、ラードの代わりだ。毛皮に残った脂身はすべて燭しよく台だい用ようの獣じゆう脂し蝋ろう燭そくとして加工されてしまったので、次回からは食用にも少し確保させていただこう。

　すでにこの肉をさばいてから五日の時間が過ぎているが、どこにも傷みの予兆は見られない。ピコの葉というのは本当に優秀な防腐機能を有している。

　しかし、ピコの葉の効能に拘かかわらず、肉自体は十五日から二十日ぐらいでじわじわと傷んでくるらしい。

　そうなったらもう燻製に仕上げて保存するしかないのだが。まだまだ五日前にさばいた分だけでも山ほど余ってしまっているので、どうにか上う手まく使えないものかと、俺は日々頭を悩ませている。

　ともあれ、調理だ。

　かまどに火を入れ、鍋が温まる間に、アリアを二玉ほどみじん切りにする。

　それが済んだら、お次はお肉。

　モモ肉もバラ肉も小さく刻んで、最終的には、包丁で叩く。

　最初は、アイ＝ファの親父さんの忘れ形見である、小刀で。

　最後は、俺の親父の魂である、三徳包丁で。

　およそ一キロの肉につ塊かいだが、まあ何てことはない。『つるみ屋』でもハンバーグは人気メニューであったから、このへんの作業はお手のものだ。

　十分足らずで、ギバのミンチが出来上がる。

　そこでアイ＝ファのほうを振ふり返かえると、何と彼かの女じよは寝ね釈しや迦かの体勢で不ふ機き嫌げんそうに俺の姿を眺ながめやっていた。

　ふだんはけっこう調理人に敬意を払う感じで静かに座りこんでいるのだが。本日は相当にご機嫌ななめのようだ。大事なギバ肉がこんな得体の知れないピンク色の小山へと変わり果ててしまったのに、感想のひとつもないのだろうか？

　いくばくかの不安感をねじ伏せつつ、俺は火加減を確かめてみた。

　水滴を投じると、すみやかに蒸発する。

　頃ころ合あいだ。

　脂身をひと固まり投入し、木のへら（自作）でそいつをのばし、二玉ぶんのアリアのみじん切りをぶちこむ。

　フライパンと違って鉄てつ鍋なべを動かせないのがちと厄やつ介かいだが、めげずに木のへらでかき回す。

　あるていど色がついてきたら、果実酒を投入。

　アルコールが飛ぶまで、入念に攪かく拌はん。

　緑色のアリアがキツネ色に焼きあがったら、木べらを使って器に移す。

　うちの店なんかでは、二百グラムの挽ひき肉にくに対してタマネギは四分の一個だったから、一キロに対して丸々二玉では、けっこう多めの分量だ。が、ギバの肉はクセが強いから、アリアが多めでも問題はないだろう。

　焼いたアリアが冷めるまで次のステップには進めないので、今の内に残りのアリアを切っておくことにする。こちらはみじん切りではなく、繊せん維いに沿っての薄うす切ぎりだ。

　柔やわらかく煮たいときは、繊維と垂直に切っていくのだが、本日は食感を大事にしたいので、この切り方である。

　合計四玉分のアリアのスライスが、ゴムノキモドキの葉の上に山積みになる。……贅ぜい沢たくを言えば、もうちょっとばっかり調理用の器が欲しいところだ。

　そんなこんなでアリアも冷めたようなので。やはりゴムノキモドキの葉の上に、そいつとギバ肉のミンチをぶちまける。

　そして、砕いておいた岩塩とピコの葉をまぶし――ここで、魔法のエキスの登場だ。

　ねっとりとしたクリーム色のペーストを、肉の山にでろりと垂らす。

　あとは、ひたすら混ぜるだけ。

　そうして数分ばかりもこね合わせていると、期待通りに、粘りが出てきた。

　モモ肉のほうは脂身を削いでしまったが、バラ肉のほうにもたっぷり脂肪はのっていたので、手て応ごたえ的にも、色合い的にも、申し分ない仕上がりである。

　勝利の予感に、背筋がぞくぞくしてしまう。

　手の平についた肉のペーストをこそぎ落とし、余っていたギバの脂肪を付着防止の潤滑剤として手の平に塗ぬりたくってから、今度は成形に取りかかる。

　あんまり大物だと火加減が難しいので、肉塊から六分の一ぐらいをすくい取って、小判型に成形する。ぽん、ぽん、ぽん、と両手でキャッチボールをして、空気を抜ぬくのも忘れずに。

　一個百六十グラムていどのミニバーグを、六個。

　可愛かわいいなあ。色も美しいピンク色だし、このままかじりたくなってしまう。

　それはさておき。火加減はどうだろう。

　うーむ。若干、強いかもしれない。少しばかり薪を手もとに引き寄せて、心ばかりの調節を試みる。

　焼き物料理で火加減が目分量というのが、今回のメニューの一番のネックである。

　最初は強火で、お次は弱火――みたいな加減ができないのは、なかなか苦しい。が、無い袖は振れないのだから、後は頭で勝負するしかない。柔軟性と発想力。そして最後は、決断力だ。

　俺は鉄鍋に脂身を落とし、そいつがカリカリに干上がって脂肪分を出だしつくすのを待ち、そして、ついにギバのパテを投入した。

　じゅうっという小気味のいい音色とともに、たまらない匂においが室内に四散する。

　底の丸い坊ぼう主ず鍋なべなので、パテ同士がくっついてしまわないよう気をつけながら、手早く六つとも投入し、数秒、待つ。

　ここでしくじったら、もう台無しだ。匂いの変化にも意識を向けつつ、木べらをさしこんで焼き面を確かく認にん。

　火を弱める必要はなかったか。まだ六分ぐらいの焼け加減だ。

　まあ、焦がすよりはマシだろう。ちょっとぐらい旨うま味みが溶けだしてしまっても、そいつはソースの原料だし、そのていどでギバ肉の旨味は枯渇したりはしない、と信じる。

　さらに数秒待って、十分な焼き色がついたところで、ひっくり返す。

　それでは、すみやかに次の準備を――と後ろに下がったら、障害物にぶつかってしまった。

　いつのまにやら、アイ＝ファが俺の背後から鉄鍋を覗きこんでいたのである。

「うわ、びっくりした！　いたのかよ、アイ＝ファ！」

「……どうして私が私の住すみ処かから出ていかなくてはならないのだ？」

「いや、そういう意味じゃなくて……あ、ごめん、ちょっと準備があるんでな」

　アイ＝ファの身体を迂う回かいして、果実酒の土ど瓶びんと、アリアが山積みになったゴムノキモドキの器をつかみ取る。

　再び鉄鍋の前に立ち、土瓶を置いて、焼き色を確認。

　八分目ぐらいの焼き加減だ。頃合いかな。

「アイ＝ファ。熱いのが飛ぶかもしれないから、気をつけろよ？」

　返事はないが、躊ちゆう躇ちよは許されない。俺は果実酒をどぼどぼと注いでから、素早く鍋の蓋ふたをしめた。

　ぶじょばー、ぱちぱち、という盛大な音が、少しこもった感じで聞こえてくる。

　この調理方法は、『ギバ・バーグ』のためのオリジナルだ。

　本来、ハンバーグを作るにあたっては、まず旨味が逃げださないように両面を迅速に強火で焼いて、それから中にまで熱が通るように、火加減を弱めてじっくり焼きあげるか、あるいはオーブンに移すのが常道である。

　そのどちらもが不可能であるため、俺は蒸し焼きを選択した。これなら肉の表面を焦こげさせる前に中まで熱を通すことができるはずだ。

　そのために、パテも小さめに薄うすめに作った。

　火加減の微調整はできない、しかし両面は強火で焼かなくてはならない――ならば、すべての工程を強火でまかなうしかない。パテを小さめにして、短期決戦で挑むしかない。

　しかし、このていどの大きさでも、強火のまま中に熱が通るのを待っていたら、黒焦げになってしまうだろう。ならば、蒸し焼きで手早く加熱するしかない。

　非常にシンプルな、論理的帰結である。

「よし。もういいだろう」

　蓋を開けると、今度は果実酒の芳ほう香こうまで加味された香かおりが爆発する。

　俺は木べらで、パテのひとつを真っ二つに割ってみた。

　肉は、綺き麗れいな象ぞう牙げ色いろだ。赤みは、まったく残っていない。

「アイ＝ファ。器を取ってくれるか？」

　他のパテが焦げてしまわないように木べらをあやつりながら声をかけると、無言のまま、すっと木の器が差しだされてきた。

　そちらに素早く三つのパテを乗せ、また新たな器を受け取り、残りの三つもすべて救出する。

「よし。あとはアリアだな」

　脂と肉汁と果実酒でできあがったソースが、鍋の底でぐつぐつと煮に立たっている。

　その中に、ひとつまみの岩塩とピコの葉とともに、薄切りのアリアを放ほうりこむ。

　そうしてアリアがしんなりと焼きあがれば――完成だ。

「アイ＝ファ。もっかい器」

　言うなり、パテの乗った器が差しだされてきた。

　あれ。鉄鍋から目を離せないのでわからないのだが、器を両手に持ってずっと待機してくれていたのだろうか。

　気がきくなあ。こういうちょっとした気遣いが、このぶっきらぼうな娘むすめさんの善良さや誠実さをあらわしていると思う。

　閑話休題と書いて、それはさておき。

　二つの器に均等にアリアを乗せて、木き匙さじでソースをかけてやれば、『ギバ・バーグ』の完成である。

「あ。ちょっと座って待っててくれ」

　俺は食しよく糧りよう庫こに駆けていき、寝ねかせておいたポイタンを持ってきた。

　しかし、もはやそれをポイタンだと認にん識しきできる者はいないだろう。

　ゴムノキモドキに乗せられたその物体を見て、アイ＝ファも不ふ審しんげに首を傾かしげる。

　クリーム色に少し焦げ目がついた、まん丸で平べったい物体。

　もしも俺と生まれ故郷を同じくする人間が目にしたならば、インド料理の「ナン」か、あるいは「具の入っていないお好み焼き」とでも評したかもしれない。

　これが、ポイタンの正体だったのだ。

「さあ、冷めないうちに食べようぜ！　こいつの説明は後でしてやるからさ」




３




　結論から言おう。

　ポイタンとは、「穀物」であったのだ――たぶん。

　すべては推測の域を出ない。それを調べる方法は存在しないので。

　とにもかくにも、俺はそう仮定することによって、ようやくこいつの調理方法を見み出いだすことに成功できたのだった。

　ヒントは、「栄養価」だった。

　そんなに難しい話ではない。小学生レベルのお話である。

　タンパク質や脂質は、ギバの肉。

　ビタミンや食物繊維は、緑黄色野菜のアリア。

　ならば、炭水化物はどうしている？　という疑問が、最初の天啓だった。

　この世界の住人たちがどういう身体の構造をしているのか、俺は知らない。だけど、これだけそっくり似たような姿をしているのだから、少しぐらいはこちらの常識というやつを当てはめてしまっても問題はないだろう。

　アイ＝ファは、すごく健康的な娘さんである。

　肌はだつやは綺麗だし、研とぎすまされた身体をしているし、腕力なんかは、たぶん俺よりも全然強い。

　そんなアイ＝ファを構成するには、バランスのとれた食生活が必須なはずである。

　で、アイ＝ファは肉を食っている。野菜も食っている。ならば炭水化物も食っていると考えないほうが、むしろ不自然というものであろう。

　そもそも炭水化物というやつは、エネルギーの源だ。

　野生動物にも負けないエネルギーと力強さに満ちあふれたアイ＝ファが炭水化物を摂取していない、なんて、俺には考えられなかったのだ。

「ポイタンとは、穀物であり、炭水化物である」

　そういう結論に達するに至ったもう一方の突破口は、ポイタンめの「食感」だった。

　初めてこいつを食した時、俺は思ったものだ。「まるで、水に溶いた小麦粉だ」と。

　小麦粉。すなわち、小麦を挽いた穀物である。穀粉である。

　焼いたり炒ったり生でかじる必要などなかった。答えは最初から目前にちらついていたのだ。

　森辺の民たみの食習慣を、もっと重要視するべきだった。「煮込む」というのが、唯一絶対の答えであったのだから。

　高い熱で煮込むことによって、ポイタンの渋みは除去され、水に溶ける。

　そうしてポイタンは、人の口に入る資格を得る。

　しかし、このままでは味のしない泥水だ。百歩譲って、水に溶いた小麦粉だ。

　水に溶いた小麦粉ならば、それをただの小麦粉に戻もどしてやればいい。

　そういった思考を経て、俺はポイタンの攻こう略りやくに取りかかった。

　少量の水でポイタンを煮に詰つめて、どろどろのポイタン汁を作成し、さらに限界まで熱を与えていく。焦げる寸前まで熱してやると、ポイタンはスライムのような半液状の生地に成り果てた。

　それを一時間ばかりも天日にさらしておくと、ついにはカチカチに固形化してしまった。

　それを砕いて、食してみると――味も風味もない、ただの粉だった。

　やっぱり、果てしなく「小麦粉」に似ている。

　だったら、小麦粉のように扱ってやる。

　俺の予感は、的中した。

　粉末化したポイタンを水に溶いて、それを火にかけると、生ポイタンのように煮立ったりはせず、ぶすぶすと焦げつき始めたのだ。まるで、具のないお好み焼きみたいに。

　残りわずかなサンプル分で、天日にさらさずスライム状になったポイタンも同じように焼いてみたが、そちらは駄目だった。水分だけが飛んでしまい、後には焦げついた粉末しか残らない。

　一度完全に乾かん燥そうさせる、というのが決まり手であったのだ。

　どういった分子の配列の変化がポイタンの内でおこなわれているのか、そんなことはわからないし、また、べつだん知りたいとも思わない。

　とにかく、俺は見出したのだ。自分にとっての、正解を。

　そして――俺の心は、ついにポイタンを攻略できたという勝利感を得ると同時に、激しい喜びと高こう揚ようをも得ることになった。小麦粉が、「つなぎ」が存在するならば、後回しにしようと思っていた「ハンバーグ」にも、すぐさまチャレンジすることができる、と。

　つなぎとは、ミンチにした肉と肉をつなげるための食材である。

　通常は、卵黄やパン粉などが使われる。

　もちろん、つなぎなど入れなくても、ハンバーグを作ることはできる。そもそもハンバーグにつなぎを入れるのは日本独自の文化だと聞いたことがある。「塩さえ入れれば大だい丈じよう夫ぶ」だとか、「何も入れなくてもよく混ぜれば大丈夫」だとか、さまざまな説を聞いたことがある。

　それでも『つるみ屋』ではつなぎを使っていたし、つなぎ無しでハンバーグを作った経験はなかったので、何となく積極的に取り組む気持ちにはなれなかった。

　しかし、つなぎがあるなら、話は別である。

　蒸し焼きや照り焼きなどは、いつでもチャレンジすることができるし、煮込み料理より難しいとも思えない。

　ならば、やってやろう、という気持ちになれた。

　ハンバーグというのは、いわゆる加工食品だ。肉の原型を留とどめていない肉料理だ。俺にとっては定番中の定番メニューでも、この異世界の人々にとっては、きっと摩ま訶か不ふ思し議ぎな料理であると思えるに違ちがいない。

　ハンバーグの作成に成功することができれば、どれほどアイ＝ファを驚かせることができるだろう――そんな風に考えたら、俺は恋する乙おと女めみたいに胸が高鳴ってきてしまったのだった。
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　そんな紆う余よ曲きよく折せつを経ての、五日目の晩ばん餐さんだった。

「ずいぶん変わり果てた姿になっちまったけど、こいつはポイタンだ。こいつ自体に味らしい味はないから、肉と一いつ緒しよにちぎって食べるのが、まあ無難かな」

　三つの小ぶりな『ギバ・バーグ』に、スライスしたアリアのつけあわせと、たっぷりまぶされた果実酒ベースのソース。

　そして、まん丸のお好み焼きみたいな、焼きポイタン。サイズは、直径三十センチ、厚みは一センチというところか。

「それでは、いただきます」

　アイ＝ファはまた左手の指先で口もとに線を引くような仕草を見せて、口の中で何かを唱えた。それから器うつわと匙を取り、さすがに疑わしげな表情で、『ギバ・バーグ』をじろじろ眺め回す。

　そんな姿をこっそり盗み見しつつ、俺はパテに木匙を入れた。

　うん。固さ的には、問題ない。断面も無む茶ちや苦く茶ちやジューシーであるし、まずは上出来な仕上がりだろう。

　しかし、今回に限っては、食材との相性という問題が残っている。

　シシ肉でハンバーグを作ろう、という人間は、まあそんなには多くないはずだ。

　それは、シシ肉があまりハンバーグという調理法には向いていないからなのであろうと推測できる。

　シシ肉が豚ぶた肉にくよりも柔らかい、という特性を発揮できるのは、たぶん「煮る」という工程を経たときだけである。たしか脂肪分の性質が原因であったと思うが、シシ肉は、煮れば煮るほど柔らかくなる肉質なのだ。

　それ以外の工程で食べるなら、やはりシシ肉は固めの肉としてカテゴライズされてしまう。

　もちろん正しい手順で加工すれば、そこまで固くなるわけではない。が、牛や豚ぶたよりも柔らかい、ということにはならないだろう。

　なおかつ、ハンバーグの王道をいくのは、牛肉だ。

　同じぐらい人気なのは、豚肉との合あい挽びきだ。

　豚肉のみのハンバーグというのは、あまり聞いたことがない。

　そして、イノシシは豚の原種であるから、やはり肉質は豚に近いのである。

　決してハンバーグ向きではないシシ肉――と、そっくり同じ味をした、ギバ肉。そのギバ肉で作ったハンバーグはどんな仕上がりに成り果てているのか。アイ＝ファを驚かせることはできても、俺自身を納なつ得とくさせることはできるのか――いざ勝負、てなものだ。

　俺は、木匙ですくい取った『ギバ・バーグ』を、口の中に放りこんだ。

　まだ十分に熱い肉汁が、火傷しそうな勢いで、口の中に広がっていく。

　最初の感想は――「甘あまい」だった。

　何だろう。ものすごく甘あま味みがある。シシ肉、いやギバ肉特有の脂の甘味だろうか。

　そのまろやかな甘味とともに、ちょっとクセのある肉の風味と、果実酒ソースの芳香が広がって――美う味まい、と思う。

　肉はやっぱり、ハンバーグとしてはかなりの噛かみ応ごたえだ。あれだけ入念にミンチにしても、こんなに噛み応えが残るのか。

　だけど、不快な噛み応えではない。肉が固い、というよりは、しっかりとした噛み応えがある、と言えるだろう。

　そして、噛めばまた肉汁があふれだし、口の中に旨味と潤いが広がっていく。

　……駄だ目めだ。

　俺おれはやっぱり、人並み以上にクセの強い肉が好きなようである。

　シシ肉だとか、羊肉だとか、鴨かも肉にくだとか。ああいう風味の強い肉が、好きだ。

　だから……素直に、美味い、と思えてしまう。

　客観的な評価ができない。

　つまり、美味いのだ、ものすごく！

　スライスしたアリアと一緒に、ソースをたっぷりからめて、また肉を口に運ぶ。

　美味い。

　無茶苦茶に美味い。

　たぶん俺は、シシ肉のハンバーグにだって同じ評価を与えてしまうだろう。

　自分で作った料理にこんな過大評価を与えてしまうのは気恥ずかしいばかりだが、本当に美味い。

　ただ唯一の難点をあげるならば、もっと分厚いパテで味わいたい、というぐらいだった。

　しっかりと焼けた両面の生地の厚さに対して、肉汁を含んだ内側の肉の比重が、小さい。不満に思えるのは、それぐらいだ。

　ポイタンをちぎって口に入れると、これがまた美味かった。

　理想を言えば白米だが、やっぱり肉に野菜と炭水化物は必須である。

　そうじゃない国も多いのかもしれないが、俺はそういう国で育ったのだ。そういう家庭で育ったのだ。肉には炭水化物、そして野菜。どれが欠けても、理想には届かない。

　それにこの、穀物の味気ない味というのは、ひさかたぶりに味わう味だった。

　俺は、自分で思っていた以上に、炭水化物に飢うえていたのだなと実感させられる。

　ポイタンなんて、パンやナンほどもっちりしているわけではないし、やっぱり具なしの、卵すら入れていないお好み焼きていどの食品でしかないのだが。それでも美味い、と思えてしまう。

　三つのバーグに一枚のポイタンでは少ない。『ギバ・バーグ』はかなり濃のう厚こうな味わいであったから、食べようと思えばもう二枚ぐらいは食べられそうな気がした。

　あんなに忌避していたポイタンなのにな、と思わず俺は苦笑いしてしまい――そして、「何を笑っているのだ、お前は」と冷たく突っ込まれてしまった。

　ひさかたぶりに聞く、アイ＝ファの声だ。

　いかん。また食べるのに夢中で、アイ＝ファの動向から意識が外れてしまっていた。

　俺の食い意地も大たい概がいだな、と少し反省する。

「ああ、アイ＝ファ。お味のほうは、いかがかな？」

　見ると、アイ＝ファはもうポイタンを半分以上たいらげて、二つ目の『ギバ・バーグ』を食べ終えるところだった。

　速いよ。俺なんてまだようやく一つ目を食べ終えるところなのに。

　その口に運んだ分を飲み下してから、アイ＝ファは一言「美味い」と言った。

「それはありがとう！　……でも、もうちょい詳しく感想を聞かせていただけると、俺は嬉うれしいんだけど」

　俺がそう言うと、今度は「嫌いやだ」と言われてしまった。

「……嫌？」

「嫌だ。感想など、言いたくない」

「えええ。何でだよ？　まだ昼間のこと、怒おこっているのか？」

「昼間のこと？」と小首を傾げる。

「ああ。お前が我を失って不ふ埒らちな行こう為いに及およんだことか。そのようなことは、すっかり忘れていた」

「忘れていたって……だったらどうして、感想を言ってくれないんだよ？」

「やかましい！　言いたくないから、言いたくないのだ！」

　それから、不可解な現象が生じた。

　アイ＝ファが顔を真っ赤にして、抱かかえた器に顔を隠すようにうつむいてしまったのだ。

「もういいだろう！　私を見るな！」

　さっぱりわからん。

　まあいいや。本日は情緒が不安定であらせられるようだから、感想を求めるのはまた後日ということにしておこう。少なからず肩透かしの感は否いなめないが、「美味い」という評価はもらえたわけだし――それだけでも、無茶苦茶に嬉しい。

　と、俺がそこまで考えた時。

　思いも寄らぬ方向から、思いも寄らぬ声が降ふってきた。

「ねえ。それは何を食べてるの？」

　俺とアイ＝ファは、愕がく然ぜんとしてそちらを見る。

　かまどの横の、窓からだ。

　だいぶん暗くなってきた窓の外――格こう子しごしに、小さな顔が浮かびあがっている。

「ねえってば！　すっごくいい匂いがするんだけど。それはギバなの？　そっちの白いのは何？」

「リミ＝ルウ。……私の家には近づくなと言ったはずだ」

　と、驚きの表情を消したアイ＝ファが何でもないように答えたので、俺は少し安心した。顔見知りなら、問題なかろう。俺たちに後ろ暗いことはない。

　それにしても、何なのだろうか、この子どもは？

　背が小さいので、窓からは赤茶けた髪かみとつぶらな瞳ひとみがうかがえるばかりで、どんな顔をしているのかもわからない。

「やだよ！　せっかくひさしぶりに会えたのに、どうしてそんな意地悪なこと言うのさ？　……ねえ！　それは何を食べてるの？　どんな味がするの？　誰だれが作ったの？　そっちの男の人は、アイ＝ファの旦那さん？」

「馬ば鹿かを抜かすな！　こんな生白い男と、どうして私が！」

　その言葉は、激しく俺を傷つけた。

　が。

　そんな風にわめき散らすアイ＝ファの顔は、これまでで最高に赤くなってしまっていた。

　うーん。

　相殺、ということにしておこう。

「なあ、あの子はいったい誰なんだ？」

　俺はアイ＝ファに尋ねたのだが、答えたのは本人だった。

「リミ＝ルウはリミ＝ルウだよ！　ルウの家の末の娘だよ！　リミ＝ルウは、アイ＝ファのおともだちなの！」

「ふざけるな。お前などと友達になった覚えはないぞ、リミ＝ルウ」

　最後のパテに木匙を入れながら、普段以上に冷ややかな声でアイ＝ファはそう言った。

「お前のように騒がしい子どもは、嫌いだ。とっとと自分の家に帰れ」

　すると。

　リミ＝ルウと名乗ったその子どもは、一いつ瞬しゆんきょとんとしたような目つきになり。

　次の瞬しゆん間かん、爆ばく発はつした。

「うわあああああああぁぁぁぁぁん！」

　と、大泣きし始めてしまったのである。

「お、おい、アイ＝ファ、お前も子ども相手にそんな大人おとな気げないことを……」と、たしなめようとする俺の声も、その泣き声にかき消されてしまう。

　ものすごい泣き声だ。鼓膜が痛い。

「りみるうはあぁぁぁあいふぁのことだいすきなのにぃぃぃ！」という言葉だけ、何とか解かい析せきすることができた。

　何はともあれ。

　今後の俺の運命を決することになる、ルウ家の末娘リミ＝ルウとの出会いは、こんな感じで果たされたのだった。
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「リミ＝ルウはね、アイ＝ファのこともギル＝ファのことも大好きだったの。ギル＝ファがまだ生きてた頃ころは、ギル＝ファもアイ＝ファもリミ＝ルウといっぱい遊んでくれてたんだよ！」

　数分後。

　謎の来訪者リミ＝ルウは、俺とアイ＝ファにはさまれる格好で、にこにこと笑いながらそんな風に語りだしたのだった。

　さっきまで大泣きしていたのが嘘うそみたいな、満面の笑えみである。

　とにかく泣きやませないことにはどうにもならん、ということで家の中に招き入れたのだが、俺なんかがなだめてもすかしても、その大きな目から噴きこぼれる涙なみだが止まることはなかった。

　しかし、「……嫌いと言ったのは、嘘だ」と、アイ＝ファが頭痛をこらえるようにこめかみを押さえながらそう述べると、リミ＝ルウはぴたりと泣きやんでしまった。

「だが、スン家の恨うらみを買った私にルウ家のお前が近づくのは、よくないことだ。それは何べんも説明したはずであろう？」

「スンの家なんて怖くないよ！　父さんだって、いつも言ってるもん！　あんなぼんくらが跡あと取とりじゃあ、スンの家ももう長くない！　いずれはルウ家が森辺の長になるしかないだろうってさ！」

「家長のドンダ＝ルウがそんな気き性しようの人間だから、なおさらまずいのだ。スン家とルウ家が相争うことになれば、森辺の集落が滅ぶことにもなりかねないのだぞ？」

　リミ＝ルウの涙が止まった後は、またアイ＝ファも普段以上に冷ややかになってしまっていた。

　それでもリミ＝ルウはにこにこと笑顔を振りまいている。

　実に可愛らしい笑顔である。

　年ねん齢れいは、七歳とか八歳とかそれぐらいであろうか。ちまちましていて、実に小さい。身長なんて、俺の胸にも届かないぐらいだ。

　髪は短く、赤茶けた色合いをしており、タンポポみたいにふわふわしている。肌はもちろんチョコレートのような褐かつ色しよくで、瞳は澄みわたった春の空みたいな水色に輝かがやいている。

　服装は、綺麗な紋もん様ようの大きな布を、右みぎ肩かたから腰こしの下まで巻きつけており、ワンショルダーのミニワンピースといった風情だ。ほっそりとした腕や足は丸出しだが、子どもなので罪がない。

　そして、その胸むなもとには、三本の牙きばだか角だかを連ねた首くび飾かざりが揺れている。

　こんな幼子がギバを狩かれるとは思えないので、これは純然たる装飾品かお守りの類たぐいなのだろう。

「……ねえ、あなたはよそ者だったんでしょ？」

　と、くりくりとした大きな目が、俺を見る。

　本当に綺麗な、水色の瞳である。

　同じ青色でも、深く、時として火のように燃えるアイ＝ファの瞳とは、全然違う。

「あやしい姿をしたあやしいよそ者がファの家にやってきた。あれは災いをもたらす、い、異邦人？　かもしれないから、正体が知れるまでは絶対に近づくなってリミ＝ルウはドンダ父さんに言われてたの！」

「ふうん。それなのに近づいちゃったのかい？」

　じわじわと温度を失っていく『ギバ・バーグ』のほうに半ば気を取られつつ、それでも俺は愛あい想そよく返事をしてあげた。

「近づかなかったよ！　でも、きょう見たら、あなたがギル＝ファの服を着てたから！　もうよそ者じゃなくなったのかなって思ったの」

　大方の予想はしていたが、やはり「ギル＝ファ」というのは、アイ＝ファの父親の名前であったのか。

　その名前をそんなに気安く連呼していいのかどうか、俺には今ひとつ判別がつかない。

「ねえ！　一族の召し物を与えたってことは、この男の人を家族として迎えいれたってことなんでしょ？　それなのに、この人はアイ＝ファの旦那さんじゃないの？」

「そんな古いにしえの風習など知ったことか！　こいつがいつまでも薄汚い格好をしているのが目め障ざわりだったから、余っている服を与えてやっただけだ！」

　うーん、傷つく。

　だけど、お顔が真っ赤です。

　それが純然たる怒いかりの発露でないことを祈いのりつつ、相殺。

「リミ＝ルウ、お前はもう帰れ！　スン家とルウ家の争いの火種になるなんて、私は御ご免めんなのだ。帰って、二度とここには近づくな」

「いやだよーだ。ドンダ父さんは、よそ者には近づくな、としか言ってないもん。この人がよそ者じゃなくなったら、もういいの」

　けらけらと笑うリミ＝ルウを赤い顔でにらみすえてから、アイ＝ファは「勝手にしろ」と言って食べかけの器を取りあげた。

　たちまちリミ＝ルウの幼い顔に好こう奇きの色が広がっていく。

「ねえ、それは何なの？　どうしてこんな匂いがするの？　ギバの肉なの？　そっちのポイタンみたいな色をしてる平べったいのは、何？」

　アイ＝ファは答えず、黙々と食し始める。

　それでは、私めも――と、アイ＝ファにならって器に手を伸ばすと、幼女の首がぐりんと俺のほうに向けられてくる。

「この前ふたりで、ギバを担いで帰ってきたよね？　そのギバがその肉なの？　何でこんな形をしているの？　ポイタンの汁はどこに行ったの？」

「えーっとね……こいつは、俺が作ったんだよ。おかしな形をしてるけど、これはギバの肉だし、こっちのこいつはポイタンなんだ」

　俺にはこんなに無邪気そうな子どもをスルーできるスキルは備わっていなかったので、そんな風に応じるしかなかった。

　リミ＝ルウの目が、さらに激しい好奇心にきらめいて、半ば予想していた言葉がその小さな口から解き放たれる。

「どんな味がするの？　食べてみたい！」

　俺は溜ため息いきを噛み殺しつつ、アイ＝ファを振ふり返かえった。

「あのさあ、アイ＝ファ。他ほかの家の人間に食事をわけ与えたりするのは、何かの禁きん忌きに反したりするのかな？」

「……そんな禁忌など、存在するか」

　究極的に不ふ機き嫌げんそうなお顔をしていたが、とりあえず止められはしなかった。

　だったら、別にかまわない。食い意地は張っているほうだけど、そこまで意地汚くはないつもりだ。それに、第三者の感想というのは料理人にとって何より貴重なものであろう。

「それじゃあ、味見をさせてあげるよ。普ふ通つうのギバ肉とは全然違うと思うから、びっくりしないようにね？」

　そう言って器を差しだそうとすると、幼女はにっこり微笑ほほえんだのち、「あーん」と口を開いてきた。

　警けい戒かい心しんは、ないのかな？

　アイ＝ファの冷ややかな目線を右の頬ほおあたりに感じつつ、俺は一口サイズに切りわけたハンバーグとアリアのスライスを二切れほど、その小さなお口に木匙で投入してやった。

　ぱくん、と幼女の口が閉じる。

　そして、その口がもにゅもにゅと動き。

　水色のまん丸い目が、いっそうまん丸く見開かれていく。

「えーと、お味はどう……」「あーん」

　そうきたか。

　まあ、二口ぐらいは看過してあげよう。

　だけど、これ以上はお兄さんの栄養摂取にも支障が出てきちゃうかもしれないからね？

　そんなことを念じながら、今度はちぎった焼きポイタンも添えて投入する。

　ぱくん。

　もにゅもにゅ。

　ごっくん。

　大きな目が、くわっ。

　表情が多彩で、こんなに擬音が似合う子も珍しい。

「お……」

「うん？」

「おいしいっ！」

　そうして俺は、つかみかかられた。

　ああ、我を失った人間につかみかかられるってのは、こんなに心臓に悪いものなのか。アイ＝ファには本当に悪いことをしたなあと反省する。

　いや、反省している場合ではないか。

　リミ＝ルウは、そのちっちゃな指先で俺のＴシャツをわしづかみにして、子どもとは思えないような怪かい力りきでぐわんぐわんと俺の身体からだを揺さぶり始めたのだった。

「おいしい！　すごくおいしいっ！　どうしてこんなにおいしいの?!　これがギバなの!?　どうしてこんなにやわらかいの!?　ねえ、どうして!?」

　最初の夜、アイ＝ファがあそこまで苦労してひねりだしていた「美味しい」という言葉を、実にあっさりと連呼してしまっている。

　だけどまあ何にせよ大絶賛だ。これぞ料りよう理り人にん冥みよう利りに尽きるというもの。

　それにしても、怪力すぎる。やっぱり狩猟民族ってのは、こんなに小さなうちから筋肉のつくりが異なっているのだろうか？

「やめんか。食事の邪じや魔まをするな」

　そこで助けてくれたのは、アイ＝ファだった。

　いつのまにか自分のぶんは完食したらしく、リミ＝ルウの首ねっこをひっつかんで、何の苦もなく引きはがしてしまう。
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「食事とは、生きるための手段だ。それを邪魔するのは相手の生命いのちを脅かす禁忌である、とお前は家長に習わなかったのか？」

「……ごめんなさい」

　アイ＝ファに半分吊つりあげられたまま、リミ＝ルウはぺこりと頭を下げた。

　一転して、しょぼんとした顔つきになってしまっている。

「おいしかったです。ありがとう。邪魔してごめんなさい。リミ＝ルウは……」と、そこでぴょこんと小首を傾げる。

　本当に擬音の似合う仕草である。

「……リミ＝ルウは、あなたの名前を知りません。あなたは何ていうお名前なのですか？」

「俺は、津つ留る見み明あ日す太ただよ。呼びにくかったら、アスタでいい」

「ちゅる……アスタ。リミ＝ルウはファの家のアスタに感謝とおわびの言葉を申しあげます」

　何だかずいぶんかしこまっちまったな、と俺は気安く手を振ってみせる。

「いや、いいよ。びっくりはしたけどね。ほめてくれて、ありがとう。……アイ＝ファも、止めてくれてありがとうな？」

「ふん」と無愛想に鼻を鳴らし、アイ＝ファはまた元の位置に腰を下ろす。

　アイ＝ファに解放されたリミ＝ルウは、その場にぺたりと座すわりこんだかと思うと、小さな膝ひざを抱えこんで、そのまま喋らなくなってしまった。

（……森辺の民ってのは、よくわからんなあ）

　しかし、いささか言動は素すっ頓とん狂きようなれど、これは異世界生活五日目にして初めて出会う、アイ＝ファを忌避しない森辺の民だった。

　スン家の人間を恐れて、他の民たちはアイ＝ファと交流を結ぼうとしない。それに比べれば、アイ＝ファに対するあけっぴろげな好意も見ていて微笑ましい限りだし。もっと仲良くしてやればいいのにな、と思う。

　しかし、けっきょくその後はアイ＝ファもリミ＝ルウも口を開こうとはしなかったので、俺も黙もく然ぜんと食事を続けることになった。

　だいぶん冷めてしまったが、それでも美味い。個人的には、大満足の仕上がりだ。

「ごちそうさまでした。……さて、だいぶ暗くなってきたみたいだけど、きみは一人で帰れるのかい、リミ＝ルウ？」

　俺が呼びかけると、何やら思いつめた表情で膝を抱えていたリミ＝ルウが、ハッとしたように面を上げた。

　そして、がばっと立ち上がったかと思うと、今度は敷しき布ふに両膝をついて、両りよう腕うでを俺に差しのべてくる。

「ルウの家のリミ＝ルウから、ファの家のアスタにお願いがあります！　どうかあなたの力を貸していただけませんか？」

　俺は困こん惑わくし、アイ＝ファのほうを横目で見た。

　アイ＝ファは片膝を立てた体勢で、不審そうに眉まゆを寄せている。

「あなたの作った不思議な食事を、どうかルウの家の最長老ジバ＝ルウにもお恵めぐみください！　ジバ＝ルウは……このままだと、もうすぐ死んでしまうのです！」

　リミ＝ルウの水色の瞳から、また大粒の涙が流れ始める。

　しかし、今度は大泣きしたりせず――リミ＝ルウは、こらえかねたように顔を覆って、しくしくと声もなく泣き始めてしまったのだった。
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「……お前はルウの家に行くつもりなのか、アスタ」

　夜である。

「明日の朝、また来ます」と頭を下げて、リミ＝ルウは帰っていった。

「返事はそのときでよい」「今晩のうちに、自分も家人を説得しておく」と言い残して。

　使った食器や調理器具などを鉄てつ鍋なべの中に片付ければ、あとはもう為なすべき仕事もない。普段だったら、少しばかりの時間を語らい合って、眠ねむりにつくだけであったのだが――アイ＝ファはずいぶん長い時間、表情の欠落した顔で黙だまりこくっていた。

　俺は、この異世界の常識というやつを身につけなければならない。だから、この寝ねる前のひとときにも、アイ＝ファは森辺における約束事や禁忌について、あるいは王国や神々の逸話、まだ見ぬジェノスの宿場町についてなど、実にさまざまな話を聞かせてくれたのだが、今日は何ひとつ語ろうとしなかった。

　そうして、ようやく発したのが、冒頭の言葉である。

　壁かべにもたれて座りこみ、その目は窓の外の暗黒に向けられたまま、俺のほうを見ようとはしない。

　かまどの火が落ちて、燭しよく台だいの火だけが頼りの暗い中で、俺はその妙みように冷たく見える横顔を見つめながら、静かに答えた。

「行ってやりたい――とは思ってるよ」

　ルウ家の最長老であるジバ＝ルウに、俺の作った食事を恵んでやってほしい――あまりに素っ頓狂であったリミ＝ルウからの申し入れだが、聞いてみると、そんなにややこしい話ではなかった。

　八十五の齢よわいを数えようという老ろう婆ばのジバ＝ルウは、老いによってほとんどの歯を失ってしまい、まともな食生活を営めない身の上になってしまったのだという。

　現在では、細かく刻んだギバ肉と野菜を煮汁で流しこむぐらいが精一杯で、その量も日に日に少なくなってきているらしい。

（……こんな泥汁みたいな代しろ物ものを口の中に流し込んでまで生き永らえても、何の意味もありゃあしないよ……）

　そんな風に言いながら、毎日涙を流しているそうなのだ。

　ほんの数年前までは元気に暮らしていたのに、すっかり心まで弱り果ててしまった。

　末娘として可愛がられていたというリミ＝ルウの心痛は、如い何かなるものであったろうか。

　その心情を思えば、行ってやりたい、とは思う。

「だけど、お前には賛成できないんだろう、アイ＝ファ？」

　俺が問うと、アイ＝ファはやはり感情の感じられない声で答えた。

「……森辺の族長筋はスンの家だが、眷けん族ぞくの数ではルウの家も劣ってはいない。そして、両家には先代からの確執が存在するのだ」

「確執？」

「今から二十年ほど前、ルウの本家に嫁入りが決まっていた娘を、スンの人間がかどわかした。ルウの男たちは怒り狂ってスンの家に乗りこんだが、スン家の先代家長は、この娘こそが嫁入りを前に他家の男と不義をはたらこうとした罪人である、罪人は掟おきてに従い我らが処断した、と言い置いて、その亡なき骸がらを突き返したらしい」

「…………」

「おそらくは、嬲なぶりものにされる前にと、娘は自害し果てたのだろう。しかし、その証しはなかったため、ルウの男たちは呪いの言葉を吐はきつつも刀を収めるしかなかった。……スンとルウが争えば、森辺を二分する大きな争いとなり、ともに滅ぶしかないだろうからな。それでもスン家が娘を返さなければ、ルウ家も刀を取っただろうが。死した人間のために刀は取れない。そうして両家は交わりを断ち、現在もなおその確執は解かれていない、というわけだ」

「胸むな糞くその悪い話だな。スン家ってのは、ロクデナシの集まりか？」

「さてな。まあ少なくとも家長の血筋にロクな男は生まれないようだ」

　同じ面おも持もち、同じ口調のまま、アイ＝ファが低くつぶやく。

「それで、二年前、私とディガ＝スンの間に諍いさかいが生じた時、ルウ家の家長ドンダ＝ルウは、私にルウの本家への嫁入りを申し入れてきた」

「よ、嫁入り？」

「そうすればスン家の人間も私に手を出だすことはできなくなるし、出してくれば、その時こそスンの家を滅ぼしてやる、とドンダ＝ルウは笑っていた。……だから私はその話を突っぱねて、ルウの家とも交わりを絶ったのだ」

「ああ……争いの火種になりたくないってのは、そういうことか」

「ルウの家の力など借りずとも、私はディガ＝スンなどに屈しはしない。私は、どちらの家とも交わりを持つべきではないのだ」

「なるほど。わかったよ。だから、お前の世話になっている俺が、ルウの家に肩入れするのは、お前の立場的に喜ばしくないってことだな」

　俺は、深々と嘆息する。

　すると、アイ＝ファはそっぽを向いたまま、何かを蔑むように口もとをねじ曲げた。

　それは、あまりにアイ＝ファらしからぬ笑い方だった。

「しかし、それでもお前はリミ＝ルウの力になりたい、などと思うのだろう？　お前はそういう男だ、アスタ」

「うん？　……そりゃまあ確かにな。あのリミ＝ルウって子はいい子そうだし、その婆さまに食の喜びを思い出させてあげたいっていう気持ちはあるよ」

「そうだろう。ならば、好きにするがいい」

「え？」

「簡単な話だ。お前がリミ＝ルウとジバ＝ルウを救いたいならば、この私との縁えんを切ればいいのだ。そして今度は、ルウの家の世話にでもなればいい。……何も難しい話ではあるまい？」

「何だよそりゃ？　そんな尻軽女みたいにひょいひょい相手を変えられるかってんだ」

　今ひとつアイ＝ファの真情は読み取れぬまま、俺は肩をすくめてみせる。

「俺はそこまで思い悩んでるわけじゃないよ。申し訳ないけど、リミ＝ルウからの申し入れは断らせてもらうさ」

「……何？」

「どんなに可愛かわいらしい子どもでも、リミ＝ルウなんてついさっき顔を合わせたばかりの間柄だし、婆さまに至っては顔も知らないお相手だ。……冷たい人間と思われるだろうが、お前の立場を悪くしてまで、肩入れはできない」

「……何な故ぜだ？」

　ものすごい勢いで、アイ＝ファが振り返ってきた。

　その顔は、激しい驚きに凍りついてしまっている。

　こいつはますますアイ＝ファらしくないぞ、と思いながらも、俺はあえて深刻ぶらずにおどけた表情を作ってみせた。

「何故って、そりゃあ出会ったばかりの人間や見ず知らずの人間よりも、お前のほうが大切な存在だからだよ。……あんまり小っ恥ずかしいことを言わせんな、馬鹿」

「…………」

「何だよ？　ルウ家の人間と俺おれが関かかわるのは、まずいんだろ？」

「……かりそめとはいえファの家の家人となったお前がルウの家の人間を救えば、その恩義に報いるという名目で、ドンダ＝ルウが再び嫁入りの話を持ち出してくるやもしれん。そして、またもやその話を突っぱねられれば――今度こそ、家の名に泥を塗られたとして、私に怒りを向けてくるだろう」

「まったく厄やつ介かいなおやっさんだな。……ちなみにそのルウの本家ってところに魅み力りよく的てきな殿方はいなかったのかよ？　そいつはつまり、あのリミ＝ルウの兄貴ってことなんだろ？」

　やっかみ半分、好奇心半分で尋ねてみたが、「私は《ギバ狩り》として生きていくと決めたのだ」という実にそっけない言葉が返ってくるばかりだった。

「女衆として草を編み、毛皮をなめし、ただ男衆の帰りを待つ生活など、性に合わん。私は狩人かりうどとして森に生き、森に死ぬ。父ギルを失った時、私はそう決めたのだ」

「ふうん。綺き麗れいな顔をしてるのに、もったいないな」

　そんな冷やかしの言葉にも乗ってこない。

　ただ、アイ＝ファの瞳は正体の知れない激情によって、ゆらゆらと鬼火のようにゆらめいていた。

「何にせよ、お前が心配する必要はないよ。俺はリミ＝ルウからの申し出を断るから、今まで通りのこれまで通りだ。リミ＝ルウの申し出を断ったせいでルウ家の連中に逆恨みされるってこともなさそうだしな」

　リミ＝ルウは、「父さんはリミ＝ルウが説得するから！」とか言っていた。

　つまり、今回の申し入れはあくまでリミ＝ルウ個人の希望であり、家人に話しても、あやしげなよそ者である俺に助力を乞こうことは反対されるであろう、という見通しであるのだ。

「……何故だ？　私と縁を切れば、お前は好きに振る舞うことができるのだぞ？　だったら、好きにすればいいではないか？　私のように孤こ立りつした人間のそばにいるよりも、ルウの家を頼たよることのほうが、お前にとっても望ましい道であるはずだ」

「そんなの全然、望ましくねえよ。さんざん世話になったお前とこんな形で別れることになって、見も知らぬ連中のところに転がりこむなんて、考えただけでもウンザリするね。……なあ、お前、さっきからずっと様子がおかしいぞ？　お前はいったい、俺にどうしてほしいんだよ？」

　アイ＝ファは、答えようとしなかった。

　だから、俺は立ち上がり、アイ＝ファの目の前でどかりとあぐらをかいてやることにした。

　アイ＝ファはその瞳に激情の火をゆらめかせたまま、すっと面を伏せてしまう。

「アイ＝ファ。俺の存在なんてお前にとってはお荷物でしかないから、とっとと家から出ていってほしい――っていう話なら、俺だってそうするしかないと思うけどな。そういう話ではないんだろ？　それなら、そうやってハッキリ言えばいいだけのことだもんな？」

「…………」

「わけがわからないから、お前の考えをハッキリ言ってくれ。お前の言葉に、俺は従う。お前が一番望む通りのかたちに、俺は振る舞ってやるよ」

　アイ＝ファはゆっくりと面を上げて、真正面から俺を見た。

　その青い瞳に激情の火を宿したまま――アイ＝ファの目が、少しだけ濡ぬれていた。

「……私の父親であるギル＝ファが死んだのは、今から二年前のことだ」

　その桜色をした唇くちびるが、静かに言葉をつむいでいく。

「それまでは、私もリミ＝ルウとは親しくしていた。ルウの家とは交流などなかったが、リミ＝ルウを可愛がっていたジバ＝ルウとも、幼い頃から何度となく顔を合わせていた」

「……そうなのか」

　その瞳を濡らす涙に心をかき乱されつつ、俺はそんな風に答えるしかなかった。

　アイ＝ファは、少し苦しげに眉をひそめる。

「ルウの家とは、交わりを持ちたくない。だけど、リミ＝ルウやジバ＝ルウが悲しむのは……私も悲しい」

「だったら……俺がお前との縁を切って、お前とは何の関係もない身分としてリミ＝ルウたちを助けてやるのが、お前にとっては一番望ましい道なのか？」

　言った瞬間、胸ぐらをひっつかまれた。

　青い火のような目が、食い入るように俺をにらみすえてくる。

　そして。

　その瞳にたまった涙が、すうっと音もなくなめらかな頬へと滑り落ちていった。

「私には……」と、その声も少し震ふるえてしまっている。

「……私には、どうしたらいいのかわからない」

　どうして、わからないのだ？

　俺との縁さえ切ってしまえば、リミ＝ルウたちを助けることはできる。

　ルウの家と関わりを持たず、それでも陰ながらリミ＝ルウたちに力を貸したいと願うなら、もはやそれしか道はないだろう。

　でも。

　アイ＝ファの指先は、しっかりと俺の胸ぐらを捕まえてしまっていた。

　まるで、この手を放したら、俺がこのまま消えてしまうのではないかと危ぶんででもいるかのように。

「そうか」と、俺はアイ＝ファの肩に手を置いた。

　むきだしの肩が、なめらかな肌はだが、その内の熱い体温と――そして、微かな震えを伝えてくる。

　俺は思わず、その肩をぐいっと引き寄せてしまった。

　アイ＝ファのほっそりとした身体が、何の抵てい抗こうもなく胸もとに倒れこんでくる。

「わからないなら、しかたがないな。まあ、俺にだって、何が一番正しい道なのかはわからないけどさ」

　俺の大好きなアイ＝ファの香かおりが、ふわりと鼻び腔こうをくすぐった。

　その香りに心を満たされながら、俺は静かに語りかけてやる。

「でも、自分にとってはどの道が一番望ましいかってことなら、俺にははっきりわかってる。……お前が俺の行くべき道を示してくれないなら、俺は自分で自分の望む道を選んじまうぞ？」

「…………」

「俺は、リミ＝ルウの力になりたい。だけど、お前のそばを離はなれたくもない。だから俺は、アイ＝ファの家の居い候そうろうとして、正々堂々、アイ＝ファにとっても大事な存在であるリミ＝ルウと婆さんに力を貸してやる」

　そう言って、俺はアイ＝ファの複雑な形に結ゆいあげられた金きん褐かつ色しよくの髪を、ぽんぽんと軽く叩たたいてやった。

「スン家とルウ家の確執だとか、そんな話はどうでもいいじゃないか？　どうしてそんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい身内争いのために、大事な人間を見捨てなきゃならないんだ？　森辺の集落の行く末なんていう重大事は、責任のある親おや父じどもにまかせときゃいいんだよ。そんなもんのためにお前が自分の気持ちを殺すのは、間ま違ちがってる」

「…………」

「リミ＝ルウたちを、助けてやろうぜ。リミ＝ルウの親父さんが何を言ってきたってかまうもんか。これでまた嫁入り嫁入りって抜ぬかすようなら、だったらギバより美う味まそうな男でも連れてきやがれって言ってやれ！」

　アイ＝ファは、何も答えなかった。

　ただその指先はいつまでも俺の胸ぐらを放そうとせず、その涙はいつまでも俺のＴシャツを濡らし続けていた。
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　そうして俺たちは、ルウの本家に向かうことになった。

　そうと決まったのはめでたいことだが、何の問題も生じなかったわけではない。俺がそれを知ったのは、翌日の朝方、リミ＝ルウが約束通りに姿を現したときである。

　水場での仕事を済ませて、刀の手入れをしている最中にやってきたリミ＝ルウは、俺が「力を貸すよ」と告げたら、それはもう見ているこちらが幸福な気分になるぐらいの満面の笑みで「ありがとうっ！」と叫さけんだのだった。

　そして、こう言ったのだ。

「それじゃあ、夕暮れ前になったら、家まで来てねっ！　材料はきちんと準備しておくから！」

　俺は、「うん？」と首を傾かしげてみせる。

「材料って何のことだ？　俺はこの家で調理して、その完成品をお届けするつもりだったんだけど？」

「それは駄だ目めだよ！　その家で作った食事はその家で食べなきゃいけないんだから！」

　よくわからなかったので詳しよう細さいを聞いてみると、どうやらそれは森辺における約束事であったらしい。

　正確に述べるなら、こうだ。

『食事を作った人間は、それをふるまわれる人間と同じ場所で同じものを食べなければならない』

　要するに、身体に害になるような食事を作らせないようにするための禁則事項であるのかな、これは。

「ふーむ。いまいちピンとこないけど、俺がルウの家まで出向いて、そこで料理を作って、リミ＝ルウの婆さまと同じものを一いつ緒しよに食べればいいってことだよな？」

　初めて出向く場所で料理を作らなくてはならないというのはちとプレッシャーだが、まあそれしきのことでめげてはいられない。

　しかし、本当の難題はこれからなのだった。

「うん。だけどジバ婆だけじゃないからね？　うちは家族がいっぱいだから大変だけど、リミ＝ルウも手伝うから頑張ろうね！」

「え？　婆さまだけじゃなく、他の家族の分まで作らなきゃいけないのか？」

「うん。だって、かまどを預かるっていうのは、そういうことでしょ？」

「そういうことなのか？」

「そういうことなんだよ！　アスタって、変な人だなあ」

　ついには七、八歳の幼年少女にまで変人認定されてしまった。

　勘かん弁べんしてくれよ。俺はまだ森辺の掟ってやつを学習中の身であるのだから。

「わかったよ。とにかく家族全員分を作りゃあいいってんだな？　別に作りたくないわけじゃないし、むしろ色んな人に食べてもらったほうがやり甲が斐いはあるからな。……で、ルウの家ってのは何人家族なんだ？」

「うーんとね……」と、リミ＝ルウが指折りで数えていく。

　そのちっちゃな指先が両方折りたたまれた時点で、俺は「おいおい」と心中で突っ込んだ。

「……うん、リミ＝ルウも入れて、十三人だねっ！」

「じゅ、じゅうさんにんか。それはなかなかの大所帯だな」

「あ。でも、コタ＝ルウはまだ一歳でお乳しか飲めないから、食事の準備は十二人分で大丈夫だよ？　もともとかまどの当番だった女衆も手伝うし！」

「十二人分ね。……まあ、それぐらいなら、何とかなるか。内容は全員、昨日のあれでかまわないのかな？」

「うん！　もちろん！　リミ＝ルウだってすっごく楽しみにしてるんだからね！」

「ふむ。……まあ、考えようによっちゃあ、今夜の一回だけ婆さんに俺の料理を食べさせることができても、根本的な解決にはならないもんな。ルウ家の女衆に美味い料理のレクチャーをすることができれば、明日以降も安心なわけか……」

「れくちゃあって何？」

「ああ。だから、毎日俺がルウ家のかまどを預かるわけにはいかないだろ？　だったら、明日以降はリミ＝ルウたちが、婆さんに美味しいものを食べさせてあげなきゃいけないんだよ」

「えっ！　リミ＝ルウたちにもあんなに美味しい食事が作れるようになるの!?」

「昨日のあの料理はちょっと火加減が難しいけどね。うーん……あ、そういえば、十三人も家族がいるなら、家に鍋なべが一つってことはないはずだよな？」

「鍋？　鍋なら四つあるけど」

「四つか！　そりゃいいや！」

　最終的には、何だかちょっとワクワクしてきてしまった。

　四つの鍋を使って、十二人分の食事――いや、俺とアイ＝ファの分までいれれば、総勢十四人分だ。

　敵は、ほとんど歯のない老人と、余よ所そ者ものの俺に反感を抱いているであろう集落の実力者たち。

　こいつはちょいと料理人魂をくすぐられる展開ではないか。

「わかった。それじゃあギバの肉はこっちで用意していくから、アリアとポイタンだけは人数分きっちり確保しておいてくれよ？　後は岩塩と、果実酒もね」

「え？　お肉もいっぱい家にはあるけど？」

「大事なのは、肉なんだよ。機会があったら、美味いギバ肉のさばき方も伝授してあげたいところだね」

　俺の脳裏には、料理の構想がぐんぐんと広がり始めていた。

　すると、リミ＝ルウがとことこ歩み寄ってきて、俺の着ていた服のすそを、ちょっと控ひかえめにきゅっと握にぎりこんできた。

「アスタ。本当にありがとう。これできっとジバ婆も、もう死にたいだなんて言って泣かなくなると思う。……こんな大変なこと、引き受けてくれてありがとう」

「泣くなよ、馬ば鹿か。まだそこまで上う手まくいくとは決まってないぞ？」

「ううん！　大だい丈じよう夫ぶだよ！　アスタの料理は本当に美味しいもん！」

　そしてリミ＝ルウは、さきほどからひっそりと広間の片かた隅すみで刀とう剣けんの手入れに没ぼつ頭とうしていたアイ＝ファのほうも振り返った。

「アイ＝ファもありがとう！　ジバ婆が元気になったら、また一緒に遊ぼうね！　それじゃあ、また夕暮れ時に！」

「あ、俺の料理はちょいと下準備に時間がかかるから、夕暮れ時よりちょっと早めにお邪魔してもかまわないかな？」

　無言のアイ＝ファに代わって俺がそう口をはさむと、リミ＝ルウは「うん！　わかった！」と、とびっきりの笑え顔がおを残して、家を出ていった。

　まったく、アイ＝ファとは違ちがった意味でエネルギーの塊かたまりみたいな子どもだな、と俺はついつい口もとをほころばせてしまう。

「……何をひとりでにやけているのだ。気色の悪い男だな、お前は」

「おお！　やっとまともに口をきいてくれたな、アイ＝ファ！　言葉の内容は失礼きわまりないけれども、ちょっと安心したぜ」

「……やかましい」

　壁にもたれて座りこみ、俺のほうを見ようともしないまま、銀色に輝く小刀をためつすがめつしている。表情も、普段通りの仏ぶつ頂ちよう面づらだ。

　まあ、昨晩俺なんぞに弱った姿を見せてしまったのが、無念で無念でしかたがないのだろう。その心中は察して余りある。

「しかしなあ、まさか俺たちまで一緒に食卓を囲む羽目になるとは思わなかった。お前は最初からわかってたんだよな、アイ＝ファ？」

「当たり前だ。他家のかまどを預かるというのは、そういうことだ」

　うむ。かまどの番が責任ある仕事だ、というのは実に素す晴ばらしい掟だと思う。

「だけどそうすると、リミ＝ルウの親父さんとも、がっつり顔を合わせることになるんだな。……でも、お前も一緒に来てくれるんだろ、アイ＝ファ？」

「馬鹿かお前は？　まだこの世の道理もロクにわきまえていないお前のような男を、たった一人で他の家に送り込むことなどできるか！」

　吠ほえるように言って、俺の足もとあたりをにらみつけてくる。

「……私と縁を切るつもりがないなら、それが当然のことだろう」

「そうだよな。いや、助かるよ。さすがに一人じゃ心細いからさ」

　俺は何歩かアイ＝ファに近づいて、手を伸のばしてもぎりぎり届かないぐらいの距きよ離りで、腰こしを下ろした。

　アイ＝ファの目線は固定されたままだったので、足もとあたりにぶつかっていたのが、胸むなもとあたりに上昇する。

　それでは、と床ゆかに手をついて顔を下降させると、目線ではなく小刀の切っ先が迫ってきた。

「ごめんなさい。冗談です」

「お前という男は……そんなことで、本当にルウ家のかまどを預かることなどできるのか？」

　切っ先が引っ込んで、今度は目線が飛んでくる。

　実のところ、本日起床して以来、アイ＝ファときちんと目が合ったのは、これが初めてなのである。

　たちまちその感じやすい顔には血の気が巡り始めたが、そのままアイ＝ファは荒あらっぽい口調でまくしたててきた。

「家のかまどを預かるということは、その家の人間の生命を預かるということだ。これでもしお前の作る食事によってルウの家の人間が病を得るようなことでもあれば、お前も私もただでは済まんぞ？　両の耳を削そがれるか、すべての歯をへし折られるかして、森辺を追放されることになるやもしれん！」

「へえ。そんなに大事なかまどの番を、お前はあんなにあっさり俺にまかせてくれたのか」

「そのような古の風習など、私にとってはどうでもいい！　しかし、そう考えない者も森辺には多く存在するということだ！」

「わかったわかった。でも、食中毒なんて起こさせるもんかよ。俺を誰だれだと思ってやがるんだ？」

　弱冠十七歳の見習い料理人様であるぞ？　……というボケのつもりであったのだが、アイ＝ファはピンク色の唇をきゅっと噛かみしめて、しばらく喋らなくなってしまった。

　顔は真っ赤なままであるし、きかん坊の子どもみたいな表情だ。

　だけど、すこぶるアイ＝ファらしい。

　昨晩の、まったくアイ＝ファらしからぬ打ち沈んだ様子に比べれば、それはもう段違いの愛くるしさであった。

　で、けっこう長い時間黙りこくってから、「気を抜くな、と言っているのだ」と、アイ＝ファは言い捨てた。

「お前の腕うでを一番わきまえているのは、この私だ。お前だったら、リミ＝ルウとジバ＝ルウを救うことができるだろう。しかし、油断をすれば足もとをすくわれることだってありうるのだ」

「うわ……ちょっと感動した」

　できればもっと近づいて手でも取りたいぐらいだったが、本日の様子では本当に殺されかねないので、自制する。

「お前にそこまで言ってもらえるなら、もう大丈夫だ。心配しなくても、俺のなけなしの名めい誉よにかけて、リミ＝ルウたちを助けてみせるよ」

　そして、今ではそこに「アイ＝ファのために」という理由まで付加されている。

　アイ＝ファが大事に思っているリミ＝ルウとジバ＝ルウを助けるために、包丁を奮う。

　このシチュエーションで、俺が油断や慢心をするはずがないではないか。

　いつまでも怒おこったような顔をしているアイ＝ファを見つめながら、俺は全身に熱い闘争心のようなものが駆け巡っていくのを、感じた。

　絶対に、俺の仕事を果たしてみせよう。

　この、異世界で初めて得た親愛なる存在のためにも。
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「へえ……ここがルウ家の、総本山かあ」

　俺は思わず、そんな風に感嘆の声をあげてしまった。

　ルウの本家は、ファの家から一時間ていど、太陽の位置から察するに、ひたすら南に下った位置に存在した。

　目立って大きな建物は存在していない。その代わりに、これまでに見てきたどの場所よりも、数多くの建物が密集している。

　もちろん、たっぷりと余りある空間に、余よ裕ゆうをもって建てられてはいるのだが、他ほかの住居と比べればその差は歴然としていた。

　中央に、黄色く踏み固められた広場みたいな空間がある。学校のグラウンドの半分ぐらいの面積で、それを取り囲むようにして、七つばかりの木造家屋が建ち並んでいる。

　大きさとしては、どれもアイ＝ファの住すみ処かより二回りほど大きいぐらいか。

　しかし、たとえ十三名の大家族であったとしても、こんなにたくさんの住居は不必要であるはずだが――とか首をひねっていたら、ゴムノキモドキの葉で入念に包まれたギバのモモ肉五キロ分を手に、アイ＝ファが説明してくれた。

「……家を継ぐのは家長であり、その兄弟は妻を娶めとると本家の近場に新しい居をかまえることになる。これらの幾つかは、その兄弟の住処なのだろう」

　同じように肩かたロース五キロぶんの包みを抱かかえつつ、俺は「なるほど」とうなずき返す。

「で、この真ん中の広場は何なんだ？　ちょっとした運動会ぐらいならできそうなスペースだけど」

「うんどうかい？　……これは婚儀や葬儀のための場であろう。ルウの家に少しでも縁のかかった人間を集めれば、まあ百人を下ることもないであろうからな」

　森辺の民たみの総勢五百余名の内、その五分の一までもがルウ家ゆかりの人間なのか。

　まあ、逆に言えばたった五百名しかいない集落なのだから、外部の血を入れなければあっという間に親戚だらけになってしまいそうだな、とも思う。

「無駄口はもうよかろう。行くぞ」と進み始めたアイ＝ファを追って、俺もその広場に足を踏み入れる。

　そうして俺たちが広場の中心あたりにまで到達すると、七つの内の真ん中に据えられた建物の陰から、小さな人ひと影かげがちょろちょろと走り寄ってきた。

「アイ＝ファ！　アスタ！　ようこそルウの家に！　本当にずいぶん早かったんだね」

　もちろんのこと、リミ＝ルウである。

　ちなみに、現在はまだ中天と落日の中間ぐらいの頃ころ合あいだ。

　俺の感覚としては、午後の三時過ぎといったところか。

「早すぎたかな？　できればゆとりをもって作業したいなと思ったんだけど」

「大丈夫だよ！　それじゃあお客人のハガネをおあずかりいたします！」

　アイ＝ファは無言のまま、大小の刀を差しだす。

　これはちょっと考えに入れてなかったので、俺は少々あわてる羽目になった。

「なあ、リミ＝ルウ。俺は自分の刀で調理したいんだけど、それってやっぱりまずいことなのかな？」

「ん？　肉切り刀だったら、うちにもいっぱいあるけど？」

「いや、俺の刀は特別仕立てなんだよ」

　と、任にん侠きよう映えい画がのように腰あてに差していた三徳包丁を手に取ってみせる。

　ちなみに本日も、Ｔシャツの上にカラフルなベストを着込み、腰あてを巻いているが足もとは白シューズ、頭には白地のタオルを巻きつけた、きわめてハイブリッドな装いである。

　本音を言えば料理人の誇ほこりたる白装束で挑みたかったのだが、あまり異国民であることを主張しすぎないほうがいいのかなという考慮の末の、この格好だ。

　で、俺の掲げた三徳包丁を物珍しげに眺ながめ回まわしながら、リミ＝ルウは「ふうん」と小首を傾げやる。

「だったら、かまどの間まではリミ＝ルウがあずかるね！　ハガネを身につけたままだと家に案内できないから！」

　俺はほっと息をついて、三徳包丁と小刀を差しだした。

　大た刀ちを一本、小刀を二本、そして三徳包丁の計四本の刀を受け取ったリミ＝ルウは、それを両手で恭しく掲げ持ちながら、「ではこちらに！」と、きびすを返した。

　さあ、鬼が出るか蛇が出るか、と気合いを入れてルウ家の人々との対面に挑んだ俺であったが。その後わらわらと玄げん関かん口ぐちや建物の裏手から姿を現したのは――いずれもなよやかな女衆であった。

　そうか。この時間、男連中はみんな森に出ているのだ。

　少なからず肩透かしを食くらった体の俺と、こちらは至って平常運転のアイ＝ファの眼前に、六名ばかりの女衆がずらりと立ち並ぶ。

「お客人をお連れしました！　ファの家のアイ＝ファとアスタだよ！」

　好こう奇き心しんにきらめく六対の目線が、何の遠えん慮りよもなくぶつけられてくる。

　この五日間、礼儀正しく黙殺されるばかりであった俺にとっては、それもまた意想外の出来事だった。黙殺どころか、視線の集中砲火である。

　十三人家族なのだから、その半数が女性でも何らおかしいことはないのだろうが。しかし、何だか圧あつ倒とうされてしまう。

　一枚布の長衣を纏まとった既き婚こんの女衆が三名。

　胸あてと腰あてをつけ、髪かみを伸ばした未み婚こんの女衆が三名。

　既婚女性のうちの一人は、老ろう婆ばだ。しかしジバ婆さんとやらではないのだろう。実にふくよかな体型をしていらっしゃるし、その立ち姿も元気いっぱいだ。しかも、何やら脂あぶらの匂においをプンプンさせている。

　もう一人は、中年女性だ。俺の親ぐらいの世代だろうか。こちらも実に健康的というか頑健そうな体格をしており、おまけにけっこう背も高い。筋金入りのおっかさんという感じである。

　そして――あとは、のきなみ若かった。

　俺より年長そうなのが二名。どちらも二は十た歳ちそこそこだろう。

　そのうちの、長衣を着ているほうの一名が小さな小さな赤ん坊を抱いている。

　それに、俺と同い年ぐらいのが一名と、俺より若そうなのが一名。

　これで総勢六名だ。

　赤ん坊とリミ＝ルウを入れれば、計八名。

「そっちがティト・ミン婆で、隣となりがミーア・レイ母さん。それにジザ兄のお嫁さんのサティ・レイと、赤ちゃんのコタ。あとはヴィナ姉とレイナ姉とララ姉だよ！」

「おいおい、そんないっぺんに紹しよう介かいされたって……」と、そこで俺は心臓をバウンドさせる。

「……おい、今、レイナって言ったか？」

「はい？」

　不思議そうに首を傾げたのは、俺と同い年ぐらいの娘むすめさんだった。

　森辺の民にはちょっと珍しい黒髪を、おさげみたいにふたつにくくっている。背が小さくて、ちまちましていて、無邪気そうな表情がちょっとリミ＝ルウに似ていて……そしてやっぱり、浅黒い肌に青い瞳ひとみをしている。

（……そりゃそうだよな。何を考えてるんだよ、俺は）

　それはただ、たまたまこの娘さんが俺の幼おさな馴な染じみと同じ名前をしているというだけのことだった。

　だけど、玲れい奈なとは全然似ていない。玲奈はもっと子どもっぽい顔をしていたし、髪はショートヘアだったし、ここまではっきりとした美人でもなかった。唯ゆい一いつ似ていると言えるのは、その、俺の肩ぐらいまでしかない小柄な体型ぐらいのものだろう。

「ごめん。何でもない。俺の知り合いと同じ名前だったから、つい反応しちまっただけなんだ」

「まあ。わたしと同じ名前のご同どう胞ほうがいらっしゃったのですか？」

　これまたリミ＝ルウとそっくりな感じで、あどけなく微笑ほほえむ。

　ああ――その笑い方は、ちょっと玲奈にも通ずるところがあるのかもしれない。というか、きっと玲奈は年ねん齢れいよりも無邪気で子どもっぽいところがあったから、そういう部分がこの娘さんやリミ＝ルウと共通しているだけなのだろう。

「……ファの家の家長アイ＝ファと、この男は家人のアスタだ。今日はリミ＝ルウに願われて、ルウの家のかまどを預かるために出向いてきた」







[image: ]







　と、いつもよりは少しだけ硬い声で、アイ＝ファがそんな風に宣告の声をあげた。

　脂の匂いを発散させている老婆が、「ようこそ、ファの家のアイ＝ファとアスタ」と、その風貌にぴったりの柔やわらかく太い声で応じる。

「ルウの家は、あなたがたを歓迎いたします。ララ、狩人の衣をお預かりなさい」

「えー？　あたしが!?」と、その中では最年少であろうと見受けられる女の子が不満そうな声をあげた。

　年齢は十三、四歳ぐらいであろうか。男の子みたいに強情そうな顔つきをしており、手足も胴どう体たいも細っこいが、身長だけはさっきのレイナという娘より少しだけ高い。頭のてっぺんでポニーテールのようにくくった髪はリミ＝ルウよりも鮮あざやかな赤色で、瞳は海のように鮮せん烈れつな青。

　渋々ながらも前に進み出て、アイ＝ファから毛皮のマントを受け取るララという娘を横目に、たしかティト・ミンとかいう婆さまがにっこりと破顔する。

「早い時間からかまどの間を使いたいとのことでしたので、脂しぼりの仕事も早急に片付けておきました。あとはどうぞご随ずい意いに。ええと、もともと今日のかまどを任されていたのは……」

「リミと、ティト・ミン婆と、レイナ姉だよ！」

「そうだったね。リミと私、それにレイナがあなたがたのお手伝いをいたします」

「はい。ありがとうございます」

　拍子抜け、とはこのことだろう。

　俺としては敵地に乗り込んできたぐらいの意気込みであったのに、ここの人々は――何というか、みんな温和で、きわめて友好的な様子なのだった。

　わずかなりとも面おも白しろくなさそうな顔をしているのは、さきほどのララという赤毛の女の子ぐらいで、あとはみんなにこにこと微笑んでいる。水場や道端で会う人々なんかと比べたら、その違いは明らかだ。

　かつて家長であるドンダ＝ルウからの嫁入りの要求を突っぱねたアイ＝ファと、得体の知れない異国人（実は異世界人）である俺を目の前にして、何とも余裕たっぷりの対応ではないか。

「ねぇ……その前に、ひとつだけ確かく認にんしておきたいんだけどぉ……」

　と、妙みように艶っぽい声が投げかけられてくる。

　若いが俺よりは年長で、そして赤ん坊を抱いていないほうの女性だ。

　栗色の長い髪を、右側でひとつにくくっている。胸もとと腰もとしか隠かくしていないその身体からだも、むやみに色っぽいラインを描えがいている。

「ファの家のアスタ……あなたは、異国のお生まれよねぇ？　それなのに生まれを名乗らないのには、何かわけでもあるのかしらぁ……？」

「いえ。別に隠しているわけではないんですけども」

　そのあたりのことは、けっこう早い段階でアイ＝ファと話し合っている。

　身の証しを立てられない俺は、今後どのようなスタンスでこの世界と関わっていくべきか。その選せん択たく肢しはそんなに多くなかったので、判断に困ることはなかった。

「どうも俺の生まれた国は、この地では全然知られていないみたいなんですよ。……俺の生まれは、日本という国です」

　俺とアイ＝ファが選んだ道。それは「正直に話すこと」だった。

「今から六日ほど前に、俺はモルガの山さん麓ろくの森辺で目を覚ましたんですけど、どうして自分がこんな場所にいるのか、見当もつかないんです。ここの人たちは日本なんていう国は知らないっていうし、俺のほうもアムスホルンなんていう大陸の名前は聞いたこともなかったし。それなのにこうしてきちんと言葉は伝わるし。何がなんだか、いまだにさっぱり分からない状態なんです」

　嘘うそを通せば、いずれボロが出てしまう。そして、万が一にもこの世界に俺と同じ境遇の人間がいた場合、みすみすそれを逃のがしてしまう結果にもなりかねない。

　だから俺は、わからないことはわからないまま、自分の素性をさらけ出だしていくことにしたのだ――ただひとつ、「死んだはずなのにこの世界で生き返っていた」というスペシャルに素っ頓狂なポイントだけは、伏せたまま。

「ふぅん……アムスホルンを知らない、異国人？　……そんな人間が、こんな大陸の真ん中で、ねぇ……？」

　妙に間延びした喋しやべり方かたも、ついでにとろんとした流し目も、やたらと扇情的なお姉さんである。

　だけど、そのような疑念を呈ていしてくるということは、案外この中で一番警けい戒かい心しんが強かったり、頭の回転が速かったりするのかもしれないな、と俺は心のメモ帳に書き留めておくことにした。

「本当に、何が何だかわからないんですけどね。それで、森の中で出会ったこのアイ＝ファが、色々と世話を焼いてくれたんです。まあ、俺みたいに森辺の掟おきてもわかっていない人間を野放しにするのは危険だ、と心配してくれたわけですね」

「へぇ……あなたって、そんなに気立てのいい娘さんだったのねぇ、ファの家のアイ＝ファ……あなたは男衆みたいにギバを狩かることにしか興味がないのかと思っていたわぁ……」

　それは別に悪意を感じさせる物言いではなかったが、アイ＝ファに顔をしかめさせるぐらいの挑発的な響ひびきは含んでいた。

　もちろん何も答えようとしないアイ＝ファに流し目をくれながら、お姉さんは「うふふ……」と笑う。

「まあ、何にせよ、今日は楽しみにしてるわよぉ……？　それに、あなたたちは大事なジバ婆のために来てくれたのだものねぇ……？　何だかドンダ父さんは嫌いやな顔をしていたけど、わたしたちはみんなあなたたちを歓迎しているし、感謝の気持ちも持っているわぁ……それは本当よぉ……？」

「はあ。恐きよう縮しゆくです」とか間ま抜ぬけな返事をしてしまう俺おれに、今度はそのぽってりとした唇くちびるに指先をそえつつ、くすくすと笑い声をたてる。

　どんな仕草でも色気を付随させなければ気が済まない性質なのだろうか。

「……わたしは、ヴィナ＝ルウ。ルウの家の長姉よぉ……次姉は黒髪のレイナ、三姉は赤毛のララ、そして末妹のリミ……男の兄弟は、森から帰ってきたら紹介するわねぇ……」

　その、ほどよく脂ののったなめらかな腕が、今度は年配の女性陣を指し示す。

「今からあなたのお手伝いをする、先代家長の嫁、ティト・ミン……つまりはわたしたちの祖母ってことねぇ……その隣りが、わたしたちの母であり家長ドンダの嫁である、ミーア・レイ……そして、長兄ジザの伴侶であるサティ・レイと、その子コタ……あなたたちが情けをかけようとしている曾祖母のジバは、家の中で眠ねむっているわぁ……どうぞよろしくねぇ、ファの家のアイ＝ファと、アスタ……」
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「……どうぞ、こちらです」

　案内役をかって出てくれたのは、ルウ家の次姉レイナ＝ルウである。

　リミ＝ルウは客人の刀を片付けるために建物の中に、祖母のティト・ミン＝ルウは脂絞りの後片付けに、残りの女衆はそれぞれの仕事に戻るため、すみやかに離散していった。

　かまどの間は、建物の裏手に設置されていた。

　これぐらい大きな家だと、広間と炊事場は別物になるらしい。本邸よりも二回りほど小さい別区切りの建物が背面に設置されており、そこにかまどの間と、食しよく糧りよう庫こと、そしてギバの解体部屋が設けられているのだそうだ。

「あれ？　そっちにもかまどがあるじゃないか？」

　その建物の横合いに、アイ＝ファの家と同じ造りをした石のかまどが、でんと控えていた。しかも、二台もだ。

　屋外で、頭上には木材でこしらえた屋根まで設置されている。かまどは正面合わせでぽっかりと空いた口を互いに見せあっており、なんだかのっぺらぼうのにらめっこみたいである。

　ただし、どちらも鉄てつ鍋なべなどは乗せられていない。

「これは肉を焼くときに使うかまどです。父のドンダは、ギバを煮にるよりも焼くほうを好いていますので」

　と、長い黒髪をおさげにした小柄な娘さんが、にこりと微笑む。

「なるほど！　ギバ肉は焼くと煙けむりがすごいもんなあ。こりゃいいや。それじゃあ今日はこのかまども使わせていただくよ」

「え？　アスタはギバの肉を焼くのですか？」

　俺は何がなしハッとして、娘さんのつぶらな瞳を見返してしまう。

　何だろう。幼馴染と同じ名前をした娘さんに自分の名前を呼ばれるのは、なんだかおかしな気分だった。

　もっとも、玲奈のやつは高校生になっても「あすたちゃん」だったが。

「……ああ。今日は焼き料理の予定だけど、何かおかしいかな？」

「はい。わたしはリミから、とても柔らかい肉を食べたと聞いていました。だからきっと、それはギバの肉を煮込んだものだと思っていたのですけれども……」

「そっかそっか。だけどそいつはギバの肉を焼いた料理なんだ。まあ、色々と突とつ拍ぴよう子しもない作り方なんだけど、ややこしい部分は俺が受け持つから、お手伝いをどうぞよろしく」

「はい！　わたしにとってもジバ婆はかけがえのない家族なので、アスタにはとても感謝しています！　頑張ります！」

　やっぱりこの娘さんは、リミ＝ルウとかなり似ているかもしれない。無邪気で、明るくて、元気いっぱいで、すごく真まっ直すぐな目つきをしている。

　それに比べれば、ずいぶんどうでもいいことなのだけれども――身長はけっこうちっこいくせに、肉づきのほうは、けっこうその、色気の塊みたいな長姉さんと同じ遺伝子を受け継いでいるらしい。

　腕にも足にもけっこう脂がのっていて、胸とおしりがとても女性的なラインを描いている。ウエストがきゅっとくびれているので太りすぎという印象はないが――ちょっと目のやり場に困る感じなのである、これが。

　大体、この集落の娘さんは薄うす着ぎに過ぎるのだ。胸と腰だけ隠せばいいというものではないし、その衣服も薄い布をくるくる巻きつけているだけなので、身体のラインは必要以上に出まくってしまっている。

　そして彼かの女じよたちは、これまでに見た集落の女衆と異なり、「装飾品」というものを身につけていた。

　グリギの実を編んだ腕飾りは標準装備だが、それ以外にも、鈍色に光る金属の髪飾りやら、耳飾りやら、足飾りやらで身を飾っており、そして――

「……あ。その首くび飾かざり」

「え？」

「君たちは、みんな三本の牙きばだか角だかを首飾りにしてるんだね。それはおまじないか何かなのかな？」

「はい。女衆はギバを狩りませんので。男衆から、牙と角を授かるのです。森辺で健やかな生を送れるように、と」

　その大胆な起伏を見せる胸もとに揺れる首飾りを押し抱くようにして、娘さんが幸福そうに微笑む。

「子どもであれば父親から、妻であれば夫から。自分で狩ったギバではないという証しのために、ひと揃そろいではなく一本欠けた三本の牙と角を授かるのです」

「ふうん。面白い風習だね」とか答えたとき、何やらうなじのあたりがチリチリしてきたので背後を振ふり返かえってみると、建物の壁かべにもたれたアイ＝ファが実に冷ややかな目つきで俺たちのことを眺めやっていた。

　もちろん、忘れていたわけではない。屋外に設置されたかまどを発見して気がそれていただけですよ、マイマスター。

「えーっと、鍋は四つあるんだよね？　とりあえず屋内のかまどに一つだけ火を点つけさせていただこう」

「はい。ご案内します」

　またにっこりと微笑んで、レイナ＝ルウがアイ＝ファのほうに足を進めていく。

　その仏頂面に会え釈しやくをしてから、レイナ＝ルウはアイ＝ファのすぐ脇にあった横開きの扉とびらをスライドさせた。

「こちらが、かまどの間です」

「ほいほい」と足を進めつつ、俺はアイ＝ファに一声かけようとしたが、我わが親愛なる女主人はぷいっと顔をそむけるような仕草とともに、俺より先んじて扉をくぐってしまった。

　何だろう。よくわからないけど、すごくやりづらいかもしれない。

　それはともかく、俺もそちらへ足を踏み入れる。

「へえ。こりゃあさすがに立派なもんだね」

　その部屋は、大きさ的にはせいぜい八畳ぐらいだったが、そんなに調度が多いわけでもないので、ずいぶん広々として見えた。

　室の中央に、四つのかまどが向かい合わせで並んでいる。ちょっと感心してしまったのは、それらのかまどの横合いに、丸太を土台にした作業台と思おぼしき設備と、たっぷりと水の入った水みず瓶がめがそれぞれ一つずつ設置されていることだった。

　足もとは地面がむきだしで、木製の壁やら梁はりの張った天てん井じようやらは、アイ＝ファの家と大差ない。

　ただし、その壁には大小さまざまな調理用の刀や、お玉、すりこぎみたいな攪かく拌はん棒ぼうなどが掛けられており、戸のない棚には、器うつわや木き匙さじなどの食器類がぎっしりと詰つめこまれている。

　これはまさしく、かまどの間だ。炊事場だ。調理室だ。

　不覚にも、ちょっと胸が高鳴ってきてしまう。

　それらの調理器具を吟味していると、かまどの前にかがみこんだレイナ＝ルウがまた屈託のない笑顔で声をかけてきた。

「もう火を起こしてもよいのですね？　わたしが承ります」

　ウケタマワリマスときたもんだ。

　無邪気なくせに、本当に品がよくていらっしゃる。

　ちなみに点火方法は、アイ＝ファの家と同一だった。カラカラに乾かしたラナという草の葉を細い薪まきの先せん端たんにくくりつけて、それを勢いよく他の薪に擦こすりつけると、マッチみたいにラナの葉が燃えるのだ。

　その種火が消えぬよう気をつけながら、薪に火が移るのを待つ。

　俺などはまだ三回に二回は失敗してしまうのだが、無論のことレイナ＝ルウは一発で成功させていた。

「うん。それじゃあ鍋なべには半分ぐらい水をいれてもらえるかな？　火は、強火でね」

「はい」と答えて、レイナ＝ルウはてきぱきと水を移していく。

　……何となくまた首筋に視線を感じるのだが、この一幕に俺の落ち度は存在しないはずだ。

「よし、アイ＝ファ、ギバの肉を貸してくれ。えーと、君、この台の上で肉を広げちゃってもかまわないかな？」

「はい、もちろん。……あの、よかったらわたしのことはレイナ＝ルウと呼んでください」

「ん、ああ、そうだね。でもやっぱり、知り合いと同じ名前ってのは、ちょっとおかしな気分になるもんなんだよ」

　アイ＝ファからギバ肉の包みを受け取って、ゴムノキモドキの葉を剥はがしていく。

　すると、レイナ＝ルウは横合いから俺の顔を覗きこむようにして、笑った。

「もしかしたら、そちらのレイナはアスタにとって大事な女性だったのですか？　だからわたしのことをその名前で呼びにくいのでしょうか？」

「……別に、そういうわけじゃないんだけどね」

　だったらどういうわけなのか。そんなもんは、俺にだってわからない。

　だけど、そうだな――たぶんあいつは、家族の他では一番長い時間を共有した相手であり、恋愛感情なんかはこれっぽっちも抱いていなかったけど、この先もう二度と会うことはないのだろう、とか考えると――いつだって胸が苦しくなるような、そんな存在ではあるのだ。

　だから、あんまりその名前を口にしたくはないし、耳にしたくもない。

　なんてことは、たまたま同じ名前をしているだけの相手に伝えるべきではないよな、と思う。

「……え？」

　葉っぱの包みを剥むいていた俺の手に、小さな褐かつ色しよくの手がそっと重ねられる。

　びっくりして視線を動かすと、ついさっきまでにこにこと笑っていたレイナ＝ルウの顔が、泣いているみたいに曇ってしまっていた。

「ごめんなさい。わたしは何か、言ってはいけないことを言ってしまったのですね。アスタにそんな悲しそうな瞳をさせてしまいました……」

「いや！　そんなことないよ！　本当に全然大丈夫！　ちょっと考え事をしてただけだから！」

　何なんだ？　俺はラブコメの真ま似ね事ごとをするためにわざわざこんなところまで出向いてきたわけではないのだぞ？

　ああ、後頭部が痛い。氷でできたドリルか何かをぐりぐりとねじ込まれていくかのような感覚だ。こんなに視線を物理的感触として知覚できるなんて、俺には剣豪の才能でもあったのだろうか。

　そのタイミングで、「お待たせーっ！　アスタの刀だよーっ！」と、いきなり背中をぶすりと刺されたので、俺は「うわーっ！」と叫さけんでしまった。

　そのへんに掛けられていた調理刀で「誰か」に切りつけられたのかと思ってしまったのだ。

「まあ、リミ、駄だ目めよ！　刀で遊んではいけません！」

「えー？　鞘さやに入ってるからいいじゃん！」

　俺は冷や汗をぬぐいつつ、リミ＝ルウの指先から三徳包丁を奪い取った。

「そ、それじゃあ俺は肉を切りわけるから、人数分のポイタンを持ってきてくれるかな？　それで、鍋の水が煮に立たってきたら、全部投入しちゃってくれ」

「わかったーっ！　レイナ姉、食糧庫に行こーっ！」

「うん」

　仲の良さげな姉妹が炊事場を出ていくと、俺と俺の主人だけがその場に取り残された。

　さっそくモモ肉のブロックにこびりついていたピコの葉を払い落として、その表面に包丁を入れつつ、俺はちらりと視線を飛ばしてみる。

　我が主人は、壁にもたれて片かた膝ひざあぐらをかいていた。

「……私などの出る幕は一いつ切さいなさそうだな」

「そんなことはないよ！　お前は俺の精神的支柱だ！　お前がそこでそうして見守ってくれているからこそ、俺は安心して調理に励むことができるのさ！」

「……何を取り乱しているのだ、お前は」

　取り乱してなんかいませんよ。取り乱しているとしたら、あなたのお声がいつになく低く冷たく凍いてついてしまっているのが原因であるに違ちがいありません。

　だけど、これはアイ＝ファと個人的な会話を交わす貴重なチャンスである。その冷たい眼光に辟へき易えきとしつつも、俺はずっと胸中にたまっていた思いを吐き出してみることにした。

「……何だかさ、思っていたよりも気さくな連中なんだな、ルウの家の人たちってのは。俺はもっとこう、血の気の多い狩猟民族の代表格！　みたいのを想像していたんだけども」

「知るか。私だって、リミ＝ルウとジバ＝ルウ以外の女衆と顔を合わせるのは、これが初めてなのだからな」

「あ、男衆とは顔を合わせてるんだっけ？」

「……ドンダ＝ルウが嫁取りを申し入れにやってきたとき、三人の息子むすこたちを引き連れていた。血の気の多い輩やからを待ち望んでいるならば、夕暮れ時を待て」

「いや、別に待ち望んでいるわけではないんだけど……」

　そんなていどの言葉を交わしたぐらいで、もう仲良し姉妹が帰ってきてしまった。

　両手いっぱいに抱えた平カゴのようなものに、ジャガイモモドキことポイタンが山積みになっている。十四人分×二玉で二十八玉だから、さすがにすごい分量だ。

　それでもって、姉妹の後ろにもう一名の助っ人が増えていた。ぽってりとした体格の、半白髪の老婆、ティト・ミン＝ルウである。

「お待たせしましたね。わたしもお手伝いいたしますよ。……おお、これは立派なギバの足だ」

　皺しわは深いが色つやのいい顔をほころばせて、婆さまがアイ＝ファを振り返る。

「ファの家のアイ＝ファ。あなたはひとりでファの家を守っていると聞いたけれど、それじゃあこのギバもあなたが仕留めたものなのかい？」

「……ああ。そうだ」と口調はまったく変わらないが、いちおうきちんと立ち上がりながら、アイ＝ファがうなずく。

「大したもんだねえ。しかもファの家は他の家とも血の繋つながりが絶えてしまったのだろう？　あなたみたいな女衆が何者の力も借りずにひとりで家を守っているなんて、わたしには想像もつかない生き方だよ」

「……べつだん、どうということはない。父は私にギバの狩り方を教えてくれた。森辺で生きるすべを教えてくれた。何者の力を借りずとも、私は生きていくことができる」

「生きて、そして死んでいくのかい？」

　老婆の顔が、何とも透き通った微笑を浮かべやる。

　アイ＝ファは口を開きかけ、そして何も語らぬまま、また閉じた。

「女衆が《ギバ狩り》をしていたら、子を生なすこともできないじゃないか？　ひとりで生きて、ひとりで死んで、そしてファの家は絶える。……あなたはそれで満足なのかい、ファの家のアイ＝ファ？」

「……そうして絶えた家は、これまでに森辺でいくらでもあった。どの家もがルウの家のように力を持てるわけではないのだ」

「はて？　力とは何だろうね？　わたしやレイナやリミなんかは、とうていギバなんて狩ることはできないよ？　いやいや、男衆の中にだって、ひとりでギバを狩れるような人間はそうそういないだろうね。そう考えたら、あなたほどの力を持った人間など、そうそういないってことになるんじゃないのかい？」

「それは……」

「だけど、ファの血は潰ついえて、ルウの血は遺のこる。それはいったい何な故ぜなのか……なんてことを考えてみたら、もしかしたらファの血も潰えずに遺るかもしれないよ？」

「……ねえ、ティト・ミン婆は何のお話をしているの？」

　退屈そうにポイタンの実をつついていたリミ＝ルウが、不思議そうに問いかける。

　老婆はそちらのほうを見て、何やら楽しそうに目を細めた。

「リミにもいつかわかる日が来るよ。……さて、鍋が煮立ったようだねえ」

「あっ！　リミが入れる！」

　どうやら家族間では苗みよう字じを名乗らないらしいリミ＝ルウが元気に宣言して、壁から細身の調理刀を取りあげた。

　そして、ぐらぐらと煮立った鍋に目を落とし、「あれれ？」と小首を傾かしげやる。

「何だか全然お湯が少ないよ？　それに、こんなたくさんのポイタンをたった一つの鍋で煮ちゃうの？」

「ああ、それでいいんだよ。昨日のあのポイタンが食べたかったら、残らず投入しちまってくれ」

「はーい！」

　山積みになったポイタンに切れ目を入れて、どぼんどぼんと放ほうりこんでいく。その頃ころには、俺もあらかたモモ肉の切りわけを終しゆう了りようしていた。

　調理用に脂あぶら身みを切り落として、赤身のほうはミンチにしやすいように適当に切っただけなので、大した手間ではない。重量は、およそ五キロていどである。

　すると今度はティト・ミン婆さんが俺のほうに笑いかけてきた。

「ファの家のアスタ。あなたは女衆よりも器用に肉切り刀を使うんだねえ」

「え？　ああ、はい。俺は自分の国で料理人の見習いをしていたんですよ」

　俺の返事に、ティト・ミン婆さんは「ふうん」といっそう目を細める。

「ギバを狩る女衆に、かまど番の得意な男衆かい。そいつは面白い組み合わせだねえ。だったら、わたしなんかが口をさしはさむ必要はなかったかもしれないね」

「そうだよ、ティト・ミン婆。他ほかの家のことに口を出すのは、あまり良くないことだよ」

　少し子どもっぽい口調で、レイナ＝ルウが文句をつける。

　何だか、きわめてアット・ホームである。

　しかし、俺の気持ちはあんまり安らいでもいない。

　アイ＝ファはいかがお過ごしであろうかと目を向けてみると、我が女主人はひたすら苦虫を噛かみ潰つぶしていた。
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　さあ、気持ちを入れ替えて、集中しよう。

　どうもさっきから周囲の声に惑わされて、手もとがおろそかになってしまっている気がする。料理人の末席を汚す身として、これではいかん。そんな浮うわついた気持ちで親おや父じの三徳包丁を扱あつかうなんて、決して許されることではないのだ。

「……このポイタンの調理法は、そんなに難しいものではありません。もしも最長老ジバ＝ルウのお気に召すようでしたら、是ぜ非ひ明日からも皆さんの手で振る舞っていただきたく思います」

　そんな風に宣言をかました俺の眼前で、そのポイタンはぐらぐらと煮立っている。焦こげついてしまわないようにお玉で攪拌してみると、すでにかなりの粘っこさになっていた。

「あの、もしかして、すべての水がなくなるまで煮立てるおつもりなのですか？」

　尋ねてきたのは、レイナ＝ルウだ。

「そうだよ」と答えると、そのつぶらな瞳が困こん惑わくしたような光を浮うかべやる。

「でも、そうするとポイタンは粘土のように固くなってしまいますよね？　あれでは人間の咽の喉どを通らないと思うのですが……」

「え？　レイナ＝ルウはそこまでポイタンを煮に詰つめたことがあるのかい？」

　レイナ＝ルウは一いつ瞬しゆんきょとんとしてから、「はい！」と瞳を輝かせた。

「ポイタンをもっと食べやすくする方法はないか、色々試ためしていたんです。みんなには、食しよく糧りようを粗そ末まつに扱うなと叱られてしまいましたけど」

　何だろう。幸福そうな微笑が顔いっぱいにひろがっていく。

　何でこのタイミングでそんな表情を浮かべるのやら。まさか、俺が初めてその名前を呼んだからではなかろうな？

　いかん。集中だ、集中。

「それじゃあポイタンはレイナ＝ルウにまかせるよ。……しかし、こう言っちゃ何だけど、森辺の民たみでもそんな風に調理法を模索することがあるんだね」

「はい。ジバ婆があんな風にならなければ、たぶん何も悩なやんだりはしなかったと思いますけど。……完全に水気をなくしてしまっていいのですか？」

「うん。焦げつかせないように気をつけてね」

「はい！」

　さて。まだまだ夕暮れ時には時間があるが、済ませられる仕事は今のうちに済ませておいてしまおう。

「では、ギバ肉の下ごしらえに取りかかります。こっちの料理は火加減が難しいんですけどね。いろいろ応用はきくと思うので、良かったら覚えてみてください」

　言いながら、今度は肩かたロースの包みをほどいていく。

　すると、リミ＝ルウが「あれえ？」とまた大きな声をあげた。

「変なかたち！　これって本当にギバの肉なのお？」

「ん？　何か変かな？　これは、ギバの背中と肩の間にある肉だけど」

「へーえ！　そんなの、食べたことないや！」

「え？　ルウみたいに大きな家ではギバを丸ごと持ち帰ってるんじゃないのかい？」

「それは毛皮を剥ぐために持ち帰っているだけで、わたしたちは後ろ足しか食べはしないのですよ、アスタ」

　そう答えたのは、ティト・ミン婆さんだった。

「何故ですか？　これだけの大家族だったら、後ろ足だけでは足りないでしょう？」

「いいえ。ルウの本家の男衆は、毎日二頭のギバを狩るのでね。後ろ足だけでも腐くさらせてしまうことがあるぐらいなのですよ」

「一日に二頭、ですか……」

　俺はちょっと呆あきれてしまった。

　そりゃまあ確かに、七十キロ級のギバだったら、後ろ足だけで二十キロ近くあるだろうから、それが二頭で四十キロ……そんな大量の肉を一日で消費しきれるわけがない。燻くん製せいにする分を考えても、片足だけで済んでしまうぐらいかもしれない。

　しかしまた、思った。ギバの牙と角は、ひとそろいでアリアとポイタン十食分にしかならないのだ。

　ということは、十二人（プラス乳幼児一人）家族のルウ家においては、一日一頭では足りないのである。だいぶん余剰は出てしまうが、二頭仕留めるのが、妥だ当とうなのだ。

　そりゃあもちろん、このシステムだとどうしたって肉が余ってしまう、というのはわかる。我が家やの食糧庫においても、それは顕著なのである。

　六日ほど前にアイ＝ファが仕留めたギバは、四十五キロていどの肉になり、ピコの葉で保存しているうちに水分が抜けて四十キロていどに縮まった。が、俺とアイ＝ファだけでは一日に一キロていどしか消費できないし、保存も長くて二十日ていどしかきかないから、このままだと半分以上を燻製にするしかなかったのだ。

　しかも、その間もアイ＝ファは牙と角を得るために五日に一度はギバを狩る必要があったので、そちらの余剰分はまるまる森に残して野生動物の餌にするしかない、というオマケつきである。

　そんなわけで、せっかくきちんと血ち抜ぬきをしてさばいた肉を燻製にばかり使ってしまうのは勿体なかったから、今回の一件で十キロ近くも消費できることを、俺などはむしろ喜ばしく思っていたぐらいなのだが――こんな大きな家でも、せっかくの肉をモモしか食べていなかったのか、と少し悲しい気持ちになってしまう。

　俺は肩ロースを切りわけつつ、正面に立っていたティト・ミン婆さんの朗らかな顔をちらりと見やる。

「それであの、捕らえたギバは毛皮を剥いで、角と牙と後ろ足を切り落としたら、あとはまるまる捨てちゃうんですか？」

「ええ。森辺の民の手に渡らぬよう、谷の下に放り捨てます。谷の下にはムントの巣があるので、ムントがギバの魂たましいを森に持ち帰るのです」

「……森辺の民の手に渡らぬように？」

「はい。もしもギバを狩る力がない人間がその肉を見つけて、人の捨てたギバしか喰らわないようになってしまえば、誇ほこりを持たぬ民が生まれてしまうのでね」

　森辺の民の誇り、というやつか。

　異世界の生まれである俺には、何とも釈然としない話だ。

　まあ――一番釈然としなかったのは、こんなに美う味まいロースやバラ肉を廃棄物扱いするなんて！　という点であったので、俺の倫理観もたかが知れている。

「参考までに。男衆が怪け我がをしたり年老いたりしてギバを狩れなくなったら、その家族の末路はどうなるのですか？」

「力を失った民は、眷けん族ぞくを頼たよるでしょう。眷族にそれを救う力がなければ、より大きい力を持つ家を頼るでしょう。ギバを狩れずとも他の仕事をまっとうできる力さえあれば、ギバを喰くらう資格はありますのでね」

「そうですか」

　その説明で、俺もなけなしの倫理観を納なつ得とくさせることにする。

「了りよう解かいしました。ありがとうございます。……さて、こんな風にだいたい肉を切りわけられたら、お次は刀で叩たたいて挽ひき肉にくにしていきます」

　もう一度、気持ちを調理に引き戻す。

　今は、情報収集のお時間では、ないのだ。

「最初は大きめの刀を使ったほうが楽でしょうね。そんなに力は入れないで、刀の重さを利用するようにして、こう、まんべんなく肉を叩いていくわけです」

「何それ！　面白い！　リミもやりたいっ！」

「うん？　……そうだね。これぐらいなら、まかせてもいいか」

　時間にはまだ余よ裕ゆうもあることだし。仕上げだけ俺がやってしまえば問題はなかろう。明日以降のことを思えば、少しでも彼女たちにギバ肉の美味い食べ方を伝授していきたい。

「うわー、にちゃにちゃー！　おもしろーい！」

　声だけ聞いていると遊んでいるかのようだが、リミ＝ルウの包丁さばきにまったく危なげなところはなかった。幼いとは言っても、しっかり家の仕事をこなしている身の上なのだろう。

「あ、あの！　アスタ！　わたしもそれを、やってみたいです！」

　と、声をあげたのは、もちろんポイタン汁を攪拌しながら、首をのばして俺の手もとを覗きこんでいたレイナ＝ルウである。

　そんな必死にならなくても、十四人分として七キロもの肉をハンバーグ用に確保しているのである。叩きたければ、好きなだけ叩けばいい。

「あ、ポイタンのほうももう十分そうだね。えーっと、これってこのまま移動できたりするのかな？」

「取っ手に棒を通せば、ふたりで運べます！」

「それは助かるね。じゃあ、アイ＝ファ……」

「これぐらいなら、わたしでも持てますよ？」と、グリギの棒を手に持ったレイナ＝ルウが微笑みかけてくる。

　だったら、アイ＝ファとレイナ＝ルウで……とも思ったが、俺の内なる野生のカンが、この二名にペアを組ますべからず！　と叫んでいた。

　ということで、火傷やけどをしないように気をつけながら、横合いの取っ手を上に向けて、そこにグリギの棒を通し、俺とレイナ＝ルウでえっほえっほと野外に運んでいく。

　アイ＝ファはもうそれほど冷ややかな目はしていなかったが、何となく、ティト・ミン婆さんと会話をしたあたりから、少し暗い目で何かを考えこんでいるように見えた。

　嫌だな。打ち沈んでいるアイ＝ファというのは、俺の中で一番見ていたくない姿だ。

「それで、この鍋をどうするのですか？」

「ああ。日当たりのいい場所において、このまま乾かん燥そうさせるんだ。焦げつかないように、鍋の外側に少し水でもかけておこうか」

「はい！」

　アイ＝ファへの不安感とは別の話で、このレイナ＝ルウという娘むすめの働きぶりは見事なものだった。

　非常にてきぱきしているし、飲み込みも早い。一を聞いて十を知るってやつだ。これはリミ＝ルウもたぶん一いつ緒しよだが、ジバ婆さんのためにきちんと技術を習得したい、という思いが強いのだろう。

　なおかつ、ポイタン搬出の後、レイナ＝ルウに肉を叩かせてみると、これはリミ＝ルウ以上の上出来で、もう俺が仕上げをする必要がないぐらい、綺き麗れいなミンチに仕上がっていた。

　刀はいくらでもあったので、ついにはティト・ミン婆さんまで参戦すると、七キロ分の大量のギバ肉も、あっというまにピンク色の小山に成り果ててしまう。

　彼女たちは、実に優秀な生徒たちだった。

「あれ？　アスタ！　こっちにお肉が余ってるよ！　これもにちゃにちゃにしちゃっていいの？」

「あ、それはそのままにしておいてくれ。ちょっと別の料理で使うから」

　歯が弱いのならスープも必須であろうと思い、ハンバーグの七キロ分とは別にロースを三キロ分ほど分けておいたのである。リミ＝ルウはたいそう残念そうに「ちぇーっ！」と唇を尖とがらせた。

「ちょっと順番が逆になっちゃったけど、次はアリアの下ごしらえだね。他にも色々必要なんで、俺も食糧庫に案内してくれるかな、リミ＝ルウ？」

「うん！」

「あ、そろそろもう一つ鍋に火を入れておいてください。……アイ＝ファ、お前は荷物運びを手伝ってくれよ」

　アイ＝ファは、気のない表情で壁から背を離した。

　かまどはティト・ミン婆さんが受け持って、残りの四名で食糧庫に向かう。

　小屋には三つの扉があり、右からかまどの間、食糧庫、解体部屋、だった。

　真ん中の扉を開けて、リミ＝ルウの案内で足を踏み入れた俺は、「うわ……」と声をあげてしまう。

　これは、予想していなかった。

　そこには、見たこともない食材がずらりと並んでいたのだ。

「何だこりゃ？　すごいな、お宝の山じゃないか！」

　俺がそんな風に叫んでしまったのも無理はあるまい。

　八畳ていどの空間に、ずらりと戸のない棚が並んでいる。そこに収められていたのは、トマトみたいに真っ赤でカボチャみたいに馬ば鹿かでっかい実だとか、レタスで作ったバラの花みたいな青野菜だとか、蛇へびがとぐろを巻いているようにしか見えない謎の塊かたまりだとか、ドリアンみたいにトゲトゲのついた青い皮の果実だとか――とにかく、アリアでもポイタンでもない食材の山であったのだ。

　壁には、よく見知ったピコやリーロの葉も吊るされている。しかし、そのかたわらには竹のように太くてゴボウのように毛根を生やした二メートルばかりもある謎の植物がたてかけられていたり、黄色い干し柿みたいなものがぶら下がっていたりもした。

　ギバの肉は、どこにも見当たらない。奥おくの壁に扉が見えるから、きっとそちらが貯肉室なのだろう。

　つまりは、八畳ていどのスペースのほとんどが未知なる食材で満たされた、そこは楽園のごとき情景であったのだ。

「アスタ！　アリアはこっちだよー！」

　その棚の間をちょろちょろと走り回り、リミ＝ルウが室の右隅に寄っていく。

　確かにそこには、アリアとポイタンが転がっていた。莫ばく大だいな数が、ゴロゴロと。

「……この世界にも、こんなにたくさんの種類の野菜があったんだね」

「世界？　……うん！　鍋に入れると色々と味が変わって面おも白しろいんだよ！　リミはタラパが好きだなあ。レイナ姉はティノの葉が好きだよね！」

「だけどさ、リミ＝ルウ。人間ってのはアリアとポイタンを食べていれば生きていけるんだろ？」

「うん？　ああ、そうみたいだね！　だけど、毎日同じ味じゃあ飽きちゃうでしょ？」

　なるほど。これらの食料群は、力ある氏族の贅ぜい沢たく品ひん、ということか。

　いや――だけど、きっと栄養価だって高いのだろう。贅沢品ではあっても、嗜し好こう品ひんなどではないはずだ。

　そういえば、ここの女衆は、リミ＝ルウとララ＝ルウの二名を除けば、みんな肉づきがよろしくていらっしゃる。それも、きわめて健康的なご様子で、だ。

　そもそもポイタンが穀物であると察せられる以上、野菜がアリアだけというのは少し頼りない感じだから、彼女たちはこれらの野菜で不足分の栄養を補っているのだと推察できる。

（だけど……結局どんな野菜でも、ポイタンを溶とかしたギバ鍋にぽいぽいぶちこむだけなんだろう？）

　何とも勿もつ体たいない話だ。

　これだけの食材があれば、いったいどれほど彩りのある料理が作れるものか――ああ、想像しただけで身体からだが震ふるえそうだ。

「……もし良かったら、これらの食材も使ってみてはいかがですか？」

　と、レイナ＝ルウが控ひかえめに笑いかけてくる。

　俺おれは、無む茶ちや苦く茶ちやに心を揺ゆさぶられつつも「いや」と、それを固辞してみせた。

「味見をしている時間はないんで、惜おしいけれどやめておくよ。見たこともない食材を使って料理の味をぶち壊してしまったら何にもならないからね」

　ポイタンの解かい析せきにだって、四日の日数を必要としたのだ。料理人の誇りやらアイ＝ファの気持ちやらといったものどもを質草にして、そんな冒険に踏みきれるわけはない。

（そういえば……）と、アイ＝ファを振り返ると、我が女主人はさして関心もなさそうに、それらのものどもを睥へい睨げいしていた。

（……そうだよな。こっちは五日に一頭ギバを仕留めないと、必要最低限の食糧もまかなえない身の上なんだ。恵まれた環境にいる人たちを羨ましがったって始まらないや）

　大衆食堂に生まれついた俺などに、キャビアやフォアグラなどは無縁の食材だ。これらの食材は庶民には不要なる贅沢品なのだ、と気持ちを切り替えることにする。

　というわけで、俺たちは十四名分のアリアと、果実酒の土ど瓶びん、それに岩塩をくるんだ包みだけを手に抱かかえ、食しよく糧りよう庫こを後にすることになった。

　そこに――

　そいつらが、やってきたのである。

「何だあ、こりゃあ？　ギバの糞くそか？　通り道に邪じや魔まくせえもんを置いとくんじゃねえ！」

　雷鳴みたいにひび割れた、胴間声。

　アイ＝ファの顔に、緊きん張ちようが走った。

「あれえ？　ドンダ父さん、お帰りなさい！　今日はずいぶん早かったんだねっ！」

　土瓶を抱えたリミ＝ルウがはしゃいだ声をあげて、そちらのほうに走り寄っていく。

　食糧庫を出たばかりの俺たちの眼前に、獣けものの匂においがする四人の男たちが立ちはだかっていた。

　その先頭に立って、路上に置かれたポイタンの鍋を不愉快そうに見下ろしていた大男が、リミ＝ルウの頭ごしに、俺をにらみつけてくる。

「何だ、貴様がファの家に転がりこんだという余よ所そ者ものか？　白い白いとは聞いていたが、本当に生白い小僧だなッ！」

　その息までもが獣くさそうな、髭ひげ面づらの大男――

　もちろんそれが、ルウの本家の家長にしてリミ＝ルウたちの父親たる、ドンダ＝ルウその人なのだった。
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　それは、何やら猛烈なる迫はく力りよくを発散する男たちだった。

　ルウ家の、四人の男衆。

　その先頭に立っているのが、家長のドンダ＝ルウであろう。年ねん齢れいから言っても風格から言っても、それは間違いない。

　身長は、百八十センチ以上もありそうで、体重も、九十キロは下らないと思う。

　ギバの毛皮のマントを纏いつけ、袖なしの胴どう衣いと、布の腰こしあて、ものすごく大量の牙きばと角の首くび飾かざりに、足にはベルト状の革の履はき物もの、そして巨きよ大だいな蛮刀と小刀――四人ともに、それらはみな一様に同じ装束である。

　しかし、ドンダ＝ルウだけは、その迫力がずば抜けていた。

　腕うでにも肩にも腿ももにも脛すねにも、山のような筋肉が盛り上がっており、胸板などは呆れるほどに分厚くて、腰まわりも巨木みたいにどっしりとしている。

　そして、そのご面相もまたド迫力で、ギバのようにごわごわとした黒こつ褐かつ色しよくの蓬ほう髪はつに、下半面を覆う髭、目も鼻も口も大きくて、皮ひ膚ふには岩塊のひび割れみたいな深いしわが刻みこまれていた。

　もうそれなりの年齢であるはずなのに、その炯けい々けいと光る青い瞳ひとみや、岩のような巨きよ躯くには、物理的な圧力をともなった精気と生命力がみなぎっている。

　一言で言って――それは、野生のギバが人間に化けたかのような、魁かい偉いなる大男だった。

（それに比べれば、まあ……）

　後ろに控えた男たちは、まだしも人間がましく見えてくる。

　特に、ドンダ＝ルウの右手側に控えた人物などは、温和で善良そうにすら見えた。

　体格は、父親ほどではないが至極大おお柄がらでがっしりとしている。その腕は俺の脛ぐらいの太さがありそうだったし、また実際、彼はその逞たくましい腕一本で五十キロぐらいはありそうな若いギバを軽々と担いでいた。

　しかしその顔は、岩塊のような皮膚の質感こそ父親とそっくりではあったが、褐色の髪は短く刈かりこまれており、糸のように細い目をしているせいか、何だかにっこりと笑っているように見えてしまう。その口に漂ただよう表情も、とても穏やかだ。

　ただ、温和で善良そうに見えはするが、その大きな身体には父親とはまた別種の不可視な力感みたいなものがまとわりついており、何だかこの人だけは絶対に怒おこらせたくないなあと俺はこっそり感じ入ってしまっていた。

　その人物はそこそこ年齢もいってそうであったが、残りの二名は若そうである。

　ひとりは、俺より少し上かなというぐらいの年とし頃ごろで、やっぱりすらりと背が高く、顔も身体も若い狼おおかみみたいに引ひき締しまっている。

　顔立ちは、ちょっと面長で、鼻が高くて、口もとは厳しく引き締められており、なかなかの男前かもしれない。この集落では希少な黒い髪を長く伸のばして、首の後ろでくくっている。

　ただ……細い眉まゆの下で光る切れ長の瞳は父親そっくりで、まるで野獣のようにギラギラと燃えていた。雰ふん囲い気きだけなら、こちらのほうが父親似なのかもしれない。

　最後のひとりは、確実に年下だ。俺の世界なら中学生ぐらいの年齢だろう。

　身長は俺より少し低いぐらいで、まわりの男衆に比べれば格段に細っこい。が、それでももちろん弱々しい感じなどはまったくなく、彼とさっきの若者とで、こちらは百キロぐらいはありそうな巨大なギバをグリギの木に吊つるして担かつぎあげていた。

　黄褐色の髪は長くもなく短くもなく、少し色の淡あわい瞳をしており、いかにも悪餓鬼っぽい反骨心に満ちみちた表情を除けば、けっこう可愛かわいらしい顔立ちをしているかもしれない。それは、あの不満そうにアイ＝ファのマントを受け取っていた赤毛の女の子とよく似た顔立ちでもあった。

　ちなみに彼だけは、グリギの棒を担いでいるのとは逆の肩に、俺がこの世界で初めて見る弓と矢筒を負っている。

　ともあれ――これが、ルウ家の男衆なのだった。

　家長であるドンダ＝ルウと、その三人の息子たち、なのだ。

「おお、気のきいたお出迎えじゃねえか、リミ」

　と、父親の節くれだった指先が、娘の腕から果実酒の土瓶を取り上げてしまう。

「あ！　駄目だよ、それは料理で使うんだから！」

「ハッ！　リョウリだとか小こ賢ざかしい言葉を使ってんじゃねえよ」

　ギバの牙みたいに白くて頑強な歯が土瓶の蓋ふたをかじり取り、赤い液体が太い咽喉の奥へと流し込まれた。

　ワインほどではないがそこそこのアルコール度数を有しているはずの果実酒を、そのまま一息で飲み干してしまい、空になった土瓶を足もとに放り捨てる。

「よお、ファの家の女おんな狩かりう人ど。貴様の父親がくたばって以来だから、ざっと二年ぶりか。ひさびさのご対面だってのに、挨あい拶さつが聞こえねえなあ？」

　その猛たけ々だけしい光を宿した瞳が、じろりとアイ＝ファをねめつける。

　アイ＝ファは、俺の身体をおしのけるようにして、その魁偉なる大男の前に進み出た。

「久しいな、ルウ家の家長、ドンダ＝ルウよ。……今日はリミ＝ルウに願われて、家人アスタとともに、ルウの家のかまどを預かるために訪おとずれた」

「ふん。相変わらず可愛げのない餓鬼だ。そんな尖った目をしてなけりゃあ、母親譲りの別べつ嬪ぴんなのになあ」

　ギバとライオンのハーフみたいに巨大な顔が、ぬうっとアイ＝ファの鼻先にまで寄せられる。

「男衆の真ま似ね事ごとをして、ギバの角なんてぶら下げてよ。どんなに尖っても貴様はか弱い女衆なんだってことをまだ理解できてねえのか、ええ、ファの家のアイ＝ファ？」

「……私はファの家の家長として、家を守っていく。それは二年前にも告げたはずだ」

　驚くべきことに、アイ＝ファはこんな恐ろしげな男たちを前にして、毛の先ほども怯ひるんではいなかった。

　俺の立ち位置では表情がうかがえないが、きっとその瞳はドンダ＝ルウにも負けじと火のように燃えているのだろう。

　まるで、野生の山やま猫ねことギバの群れが対たい峙じしているかのようだ。

「ハッ！　どうだい、ダルムよ？　こうなったらいっそのこと、貴様がファの家に婿入りしてやるか？　そうすればファの家も絶えずに済むだろう。それには貴様が家のかまどを守って赤子を育てなくちゃあならなくなるだろうがな！」

　巨きよ体たいを起こして、大男がまた雷鳴のような笑い声を響かせる。

　それに反応したのは、あの、父親と同じ目つきをした二番目に若そうな男衆だった。

　その物ぶつ騒そうな光をたたえた瞳が、はっきりと嘲りの色をにじませてアイ＝ファを見る。

「こんな獣の目をした女など御ご免めんだ。いや、こいつは男でも女でもない、ただの生まれ損ないだ」

　反射的に、俺は足を踏み出しそうになってしまった。

　しかし、ななめ前にいたアイ＝ファに、素早く制されてしまう。

「私たちには晩ばん餐さんの仕し度たくがある。準備が終わったら、また」

「そうだよ！　料理はまだまだこれからなんだから！　リミたちの邪魔をしないでよね、父さんたち！」

　こんな野獣のような大男でも、やはり娘にとってはただの父親でしかありえないのか。空っぽになった土瓶を振ふり上あげてピイピイとわめくリミ＝ルウにも、まったく物もの怖おじする様子はなかった。

　一方、レイナ＝ルウといえば、その手にアリアを乗せた平カゴを掲げながら、少し困惑した様子で男衆とアイ＝ファの対峙を見守っている。

　ドンダ＝ルウは、そんな娘たちをにらみすえてから、また「ハッ！」と咽喉を鳴らして、きびすを返した。

「くだらねえな。他の仕事を後回しにしてまで、こんな明るいうちから晩餐の準備かよ？　ギバの生命いのちを喰らうのに、余計な手間暇なんざ必要ねえんだ！」

「だから！　これはジバ婆のための料理だって言ってるじゃん！　アスタの作る料理は、本当に柔やわらかくて美味しいんだよっ！」

　すると、怒れる末娘に背中を向けたまま、ドンダ＝ルウの語調が少しだけ変わった。

「……ギバの肉を食えなくなったら、森辺の民は死ぬだけだ。たとえルウ家の人間でも、偉い大だいなる最長老でも、森の定めし理ことわりには逆らえねえってだけの話だ」

　そうして、のっしのっしと去っていく。

　すると、とんでもないことが起きた。

　リミ＝ルウが、その背に飛び蹴りを食くらわせたのだ。

「ドンダ父さんの馬鹿っ！　なんでジバ婆にひどいこと言うんだよ！　父さんだってジバ婆のことは大切なくせにっ！」

「そうです！　ジバ婆はルウ家のみならず、この森辺の集落の最長老なんですよ？　それを軽んじるような発言を、ルウの家長がしてしまってもいいのですか？」

　レイナ＝ルウまでもが、ちょっと瞳に涙なみだをためて、大きな声を父親の背にぶつけた。

「……ふん」とドンダ＝ルウは興もなさげに言い捨てて、そのまま建物の陰へと去っていく。

「それでは、俺たちはギバを片付けるか」

　と、野太い声が何事もなかったかのように告げた。

　荒れに荒れまくった雰囲気が、それだけで少し沈静化する。

「ああ。そういえば名乗りをあげていなかったな。俺はルウの家の長兄、ジザ＝ルウだ。ファの家のアイ＝ファと、家人アスタ。今日は最長老ジバ＝ルウのためにご足労いただき、心から感謝している」

　それはもちろん、あの糸のように細い目をした善良そうな大男だった。

「……とはいえ、ルウの家が他家の人間にかまどをまかすなど、西神セルヴァに刀を捧げて以来の大だい椿ちん事じだろう。家長たるドンダ＝ルウがそれを手放しで歓迎できる立場ではないということは理解してもらいたい」

「ヘッ！　だいたい親父は、ちびリミに甘あまいんだよ、昔っからな！」

　そう応じたのは、黄おう褐かつ色しよくの髪をした最年少の少年だった。

　たちまち、リミ＝ルウがそちらをキッと振り返る。

「何だよぉ、やんのかあ、ちびルド？」

「ちびにちび呼ばわりされる筋合いはねえよ！」

　少年と幼女が子犬のようににらみあう。

　さっきまでの一幕に比べれば、なんと微笑ほほえましい光景だろう。

「その小さいのが末弟のルド＝ルウ。こっちは次兄のダルム＝ルウだ。俺たちはみな、ジバ＝ルウの行く末を思い、心を痛めている。貴方あなたたちがジバ＝ルウの魂を救ってくれるのならば、みな心から感謝し、敬服の念を示すだろう」

　口もとは、ゆったりと笑っている。

　しかし、糸のように細い目をしているせいか、その心情までは読み取れない。

「……だが、ルウの家のかまどを、ひいては家人の生命を汚されることがあれば、俺たちは刀を取るしか道がなくなる。それだけは、どうか心に留めておいてほしい。それでは。……行くぞ、ダルム、ルド」

　二頭のギバを抱えた三人の兄弟が、解体部屋へと姿を消していく。

　その姿が完全に見えなくなってから、俺はふーっと息をついた。

「いやあ……ものすごい人たちだったなあ。森辺の男衆と間近で顔を合わせるのはこれが初めてなんだけど、みんなあんな感じなのか？」

「……ルウの家は、森辺の集落でも特に力を有している。その家を支える男衆なら、強い力を持っていて当たり前だろう」

　と、アイ＝ファの瞳がひさびさに正面から俺を見る。

「今さら怖おじ気けづいたところで、もう引き返すことはできぬのだぞ、アスタ」

「いやあ、ふだんからおっかない女主人と暮らしてるせいか、怖気づくってことはなかったな。……痛いって」

　足を蹴けられた。

「だけどまあ、あの親父さんも大たい概がいだけど、本当におっかなそうなのは、あの一番上の兄さんみたいだな。こいつは気合が入っちまったぜ」

　そう言うと、何な故ぜか仲良し姉妹が絶ぜつ妙みようのコンビネーションで俺のほうを振り返ってきた。

「アスタ、すごいね！」

「え？」

「怒ったときに本当に怖こわいのは、ジザ兄です。わたしなんて、今でもジザ兄に叱られると子どものように泣いてしまいます」

「ふ、ふーん」

「それに……アスタとアイ＝ファを家に招くことに一番反対していたのは、父ではなくジザ兄なのです。ジザ兄は、何よりも規律を重んじる気き性しようなので、他家の人間にかまどをまかせるというのが、どうしても許せなかったようなのです」

「……そいつは貴重な情報をありがとう。ますます気合が入っちまったよ」

　頭をぽりぽりとかきたいところだったが、両手がアリアでふさがっていたので、それも無理な相談だった。

「さて、と。……リミ＝ルウ。果実酒はまだ食糧庫に残ってるのかな？　正直な話、そいつがないとかなりまずいことになっちまうんだけど」

「大だい丈じよう夫ぶ！　いっぱいあるよ！　父さんが毎日三本も四本も飲んじゃうからさあ。いちいち宿場町まで交こう換かんに行くのが大変なんだよねー」

　そいつは重畳。何とか首の皮がつながった。

　何にせよ、俺のやることは変わらない。現在の持てるすべてを使って、最高の料理を作りあげるだけだ。

（ジバ婆さんだけじゃなく、あの大ギバみたいな親父さんと、見た目は善良だが裏番長みたいなお兄様まで納得させないと、本気で生命が危ないかもしれないな……）

　あんな強きよう烈れつな家長と跡あと取とりがそろっているなら、ルウ家の未来もさぞかし安泰なんだろうな、と思う。

（あ、そういえば……）

　森辺の男衆と顔を合わせるのは、これが初めてのことではなかった。

　俺がこの異世界に生まれ落ちたその日の夜に、ご立派な男衆と対面していたではないか。

　父親を失って失意に沈むアイ＝ファのもとに、邪よこしまなたくらみをもって訪れ、返り討ちにあい、川に沈められたという、あのご立派な御仁と、だ。

（……スン家は、あれが跡取りなんだよな？）

　これはもう、スン家とルウ家の間で抗争が巻き起こったところで、その勝敗など最初から明らかなのではなかろうか？

　そんな埒らちもない考えにふけりながら、俺は女衆および女主人とともに、かまどの間へと引き返したのだった。
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「あらぁ……晩餐の準備は、もう終わってしまったのかしらぁ……？」

　その人物がやってきたのは、まさしく晩餐の準備のクライマックスを迎える直前のことであった。

　アリアとギバ肉のスープを完成させ、水に戻したポイタンを人数分焼きあげて、後はハンバーグのパテとアリアを焼きあげるばかり――といった頃ころ合あいである。

「おや、どうしたんだね、ヴィナ？　当番でもないのにあんたがかまどの間に近づくなんて珍しいじゃないかね？」

　みんなと同様にかまどの間でくつろいでいたティト・ミン婆さんが、不思議そうにそちらを振り返る。

　入口のあたりに立ちつくして、俺たちの姿をゆるゆると見回していた、その人物――ルウ家の長姉ヴィナ＝ルウは、栗色の長い髪をけだるげにかきあげながら、色っぽく微笑んだ。

「ちょっと手が空いたから、覗きに来てみただけよぉ……でも、わたしが手伝えるような仕事は残っていないみたいねぇ……」

　お察しの通り、日没までにはまだだいぶん時間を残した状態で、晩餐の準備はあらかた終しゆう了りようしてしまっていた。

　ルウ家の女衆、リミ＝ルウとレイナ＝ルウとティト・ミン＝ルウの手際が想定以上に優秀であったため、このような顛てん末まつと相成ってしまったのだ。

　まあ、嬉うれしい誤算というやつである。

「もう後はギバの肉を焼くだけだから、大丈夫だよ！　……ヴィナ姉にまかせるとせっかくの料理が焦こげちゃうから、手は出さないでね？」

「やめてよぉ、リミ……お客人がいるんだからぁ……」

　と、ヴィナ＝ルウは優美に過ぎる肢し体たいを恥ずかしそうにくねらせる。

　本当に、色気の塊みたいなお姉さまだ。

「でも、ちょっぴり心配ねぇ……ドンダ父さんが、昨日よりも不ふ機き嫌げんそうな顔をしてたみたいじゃなぁい……？」

「ドンダ父さんなんてほっとけばいいよ！　アスタとアイ＝ファはジバ婆のためにこんな大変な仕事を引き受けてくれたんだから！」

　アイ＝ファの隣となりに陣取ったリミ＝ルウが、ぷっと頬ほおを膨らませる。

　ちなみに、俺の隣りに陣取っているのは、レイナ＝ルウである。

　色の淡いヴィナ＝ルウの瞳が、俺と次姉の姿をゆるやかに見比べる。

「そうは言っても、ドンダ父さんやジザ兄を怒らせたら、色々と厄やつ介かいだからねぇ……レイナ、あなたはどう思うのぉ……？」

「大丈夫だよ、きっと。アスタの料理は、本当にすごいから！　これならジバ婆もきっと喜んで食べてくれると思うよ？」

　そんな風にのたまうレイナ＝ルウの瞳には、ちょっと俺が恐きよう縮しゆくしてしまうぐらいの強い信しん頼らいの光が宿っているように感じられた。

　そんな妹の瞳を見つめ返しながら、ヴィナ＝ルウは「ふぅん……」と楽しそうに微笑む。

「かまど番の得意なレイナがそこまで言うなら、わたしもちょっとは安心できるわぁ……ところで、そこに山積みになっているそれは、何なのかしらぁ……？」

「あ、これはポイタンです。煮に詰つめて乾かしたポイタンを水に戻してから焼きなおすと、こういう形状になるのですよ」

　俺が応じると、少し垂れ気味のヴィナ＝ルウの目がびっくりしたように見開かれた。

「これが、ポイタンなのぉ……？　そっちの肉も、何だか不思議な形をしてるけどぉ……」

「こっちは、ギバの肉をいったん細かく刻んでから丸めなおしたものです。こうすると、少し固めのギバ肉もうんと柔らかくすることができるんですよ」

　俺の言葉に、ヴィナ＝ルウは再び「ふぅん……」と思慮深げな声をあげる。

「そんな不思議な料理は、ジェノスの宿場町でも見たことがないわぁ……あなたは本当に、遠い異国から来た人間なのねぇ……」

「そうですね。俺の生まれ故郷では、珍しくも何ともない調理方法なんですけれども」

　そう答えてから、俺はかたわらのレイナ＝ルウに視線を戻す。

「だけどやっぱり、一日でこの料理の調理方法を覚えるのは難しいよね？　明日からは、こうやって刻んだ肉をそのまま煮汁に入れてみてもいいかもしれない」

「刻んだ肉を煮汁に、ですか？」

「うん。これだけ細かく刻めば、ほとんど噛かまないでも飲みこめると思うし。何だったら、刻んだ後に少し火を通してから入れれば、風味も増して、より美お味いしくなると思うよ？」

「肉を刻んで、少し焼いてから煮汁に入れるのですね？　その場合も、今日みたいに弱い火でじっくり煮込んだほうが良いのでしょうか？」

「そうだね。刻んだ肉はアリアと一緒に最後のほうに入れてかまわないけど、やっぱり薄うすく切った肉を最初に入れて、それを弱火で煮込んだほうが良いと思う。そうすれば、二重に肉の出汁が取れるから、煮汁はいっそう美味しくなるんじゃないかな」

「わかりました。ありがとうございます。……本当にアスタはびっくりするぐらい色々なことをご存知なのですね……」

「いや、まあ、俺の家はいちおう料理を作るのを生業なりわいにしていたから、多少はね？」

　そこまで真まっ直すぐな尊敬の眼差しを向けられてしまうと、恐縮を通りこして心苦しくなってしまう。俺なんて、本当に半人前の見習い料理人に過ぎないのだから。

　だけど、アイ＝ファにとっても大事な存在であるというジバ＝ルウがそこまで弱ってしまっているというのなら、何とかして食の喜びを取り戻させてあげたいと思う。

　食べるということは、生命を得るということ――と、アイ＝ファも言っていた。

　たとえ味などは度外視している質実剛健な一族であっても、そうして食事という行こう為いに重きを置いているならば、そこに喜びを見み出いだすことは可能であるはずだ。

　アイ＝ファも、そしてリミ＝ルウも、俺の料理を「美味しい」と言ってくれた。

　美味しい食事というものに、意味や、価値や、喜びを認めてくれた。

　それならば、まったく異なる環境で、まったく異なる価値観にまみれて生きてきた俺でも、お役に立てることはあるであろう。

　いったいどのような運命の悪戯いたずらによって、俺がこのような世界に放り込まれてしまったのかはわからないが、それでも俺は、俺として生きていきたい、と思う。

　そんな俺の唯ゆい一いつの取り柄である料理の腕で、アイ＝ファやアイ＝ファにとって大事な人々の心に少しでも安息をもたらすことができれば、それにまさる喜びはない。

　と――そこでヴィナ＝ルウが三たび「ふぅん……」と、つぶやいた。

「あなたは不思議な人ねぇ、アスタ……料理人なんていうものを生業にしている人間は、石いし塀べいに囲まれた都の中にしか存在しない、と聞いていたのだけど……」

「都というほど大層な場所で生まれ育った人間ではないですよ、俺は。それこそ、文化の違ちがいというやつなんでしょう」

　ヴィナ＝ルウは、いったい何に着目しているのだろう。

　あのドンダ＝ルウを始めとする男衆のような敵意は感じられないし、そこまで俺のことを警戒している様子でもない。ただ――ひどく冷静に、じっくり検分されているような感覚はぬぐえなかった。

「まあ、わたしには料理のことなんてよくわからないけどねぇ……でも、ジバ婆が少しでも生きることに喜びを見出してくれたら、本当に嬉しいわぁ……それじゃあ、この後も頑張ってねぇ……？」

　それだけ言い残して、ヴィナ＝ルウは去っていった。

　過剰なフェロモンの発信源がいなくなり、俺はこっそり安あん堵どの息をつく。

「何だか不思議な人ですね、あのヴィナ＝ルウという方は」

「そうだねえ。ヴィナは七人いる兄弟の中でも、一番の変わり種かもしれない」

　と、だいぶ口調もくだけてきたティト・ミン婆さんが愉快そうに応じてくれる。

「決して悪い娘こではないんだけど、今ひとつ何を考えているかわからないところがあるものでね。もう二は十た歳ちになるというのに、いっこうに嫁入りの話もまとまらないんだよ」

「へえ。あんなに素す敵てきな女性なのに、不思議なものですね」

　そんな風に答えた瞬しゆん間かん、四方八方から視線が飛んできた。

　いや、八方は言いすぎか。このかまどの間には、俺をふくめて五人の人間しか存在しないのだから。

「……アスタは、ヴィナ姉のような女衆を素敵だと思うのですね」

　その内のひとり、レイナ＝ルウが妙みように切なげな目つきでじっと俺の顔を見つめやってくる。

「うん？　いやまあ俺自身の見解は置いておくとしても、一般的な意味で、ね？」

「……はい。わたしも家族ですが、ヴィナ姉は素敵な女衆だと思います」

　だったらどうしてそのような目つきで俺を見つめてくるのだろう。

「でも、ヴィナ姉は二十歳だよ？　アスタはアイ＝ファと一緒で十七歳じゃなかったっけ？」と、リミ＝ルウ。

　こちらは、ちょっときょとんとしたお顔である。

「こ、この際は俺の年齢とか関係ないんじゃないのかな？　というか、どうしてみんながそこまで俺の発言に注目するのかがわからないのだけれども」

「……そのようにはっきりと女衆を褒ほめ称たたえれば、嫁取りの気持ちがあるのかと思われても仕方があるまい」

　と、長いこと口をつぐんでいたアイ＝ファまでもが、そのようなことを言いだした。

　その冷ややかな口調と眼差しに絶句しつつ、俺はすぐさま態勢を整える。

「そうでありましたか。それは無作法な真似をしてしまいました。まだまだ森辺のしきたりをわきまえていない未熟者でありますため、何とぞご勘かん弁べんを。……決して他意があっての言葉ではなかったのです」

「そんなにかしこまることはないよ。家族を褒められて気分の悪くなる人間はいないさ」

　ティト・ミン婆さんはそんな風に言ってくれたが、レイナ＝ルウは変わらず切なげなお顔をしていたし、リミ＝ルウは不思議そうにじーっと俺の顔を見つめたままだったし、アイ＝ファは――とても上機嫌とは言えぬ面おも持もちで、ぷいっと顔をそむけてしまっていた。

（本当に、そんなつもりじゃなかったんだけどな……）

　今の俺の立場で、惚ほれた腫はれたにうつつを抜かしていられる心情になれるわけがないではないか。

　だけどここは、異世界なのだ。

　恋愛観や結婚観だって、きっと俺のいた世界とはまったく異なる様相を呈ていしているのだろうから、取り扱いにはさらなる注意が必要となるのだろう。

（だけど、何にせよ――）

　現在の俺の心を占領してしまっているのは、アイ＝ファひとりだ。

　この気持ちが何なのか。恩人に報いたいという感謝の気持ちなのか。同じ家に住む相手への自然な親近感なのか。その人柄に対する敬愛の念なのか。そんなことは、俺自身にも、よくわからない。

　ただ――アイ＝ファがアイ＝ファのような人間であったから、俺はこのような異世界でもしっかりと足を踏ふまえて生きていこう、と思うことができたのだ。

　それだけは、確かだと思う。

「……それでは、最後の作業に取りかかりましょうか」

　俺がそう告げると、思い思いの表情を浮うかべていたみんなの顔に、また頼もしい明るさと活力がみなぎってきた。

　家も立場も異なる俺たちだが、今は同じ目的のために邁まい進しんすることができる。

　ジバ＝ルウのために――すべては森辺の最長老たるジバ＝ルウの、心の安息のために、だ。
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　そして、決着の刻ときだった。

　昼と夜とが交錯する、逢おう魔まヶが刻とき。

　あちこちに掲げられた燭しよく台だいの炎ほのおが照らしだす、ルウの家の本邸の大広間。

　今そこに、レイナ＝ルウに付き添われて、ルウ家の最長老ジバ＝ルウがよたよたと姿を現し――これで全員が出で揃そろった。

　アイ＝ファの家よりも二回りほども大きい、二十畳ばかりの大広間である。

　造作自体に差はないが、男衆の刀や弓矢、毛皮のマント、それに柄の短い槍やりみたいな武具なんかが、ギバの骨で作られているらしい掛け具によって、物々しく壁かべに飾られている。

　そして、上座に陣取った家長の背後の壁には、化け物のように巨大なギバの毛皮と、禍まが々まがしい頭骨。

　生前にはいったい何百キロ級の巨大ギバであったのだろう？

　職業柄、動物の毛皮や骨ガラなどに心を揺らされるはずもない俺おれでさえ、ちょっとした畏怖心をかきたてられてしまうほどの、それは途方もない巨大さだった。

「ふん。ようやくそろったな」

　土瓶の果実酒を豪ごう快かいにあおりながら、ドンダ＝ルウが不遜につぶやく。

　そのかたわらに、ジバ＝ルウがちょこんと座すわりこんだ。

　隣りの人物が大きすぎるせいか、本当に小さく見えてしまう。

　既き婚こんの女衆が着る一枚布の長衣だけではなく、その肩かたにもショールのような布を羽織り、何やら呪術的な飾り物をじゃらじゃらとつけたその姿は、まるで干した果実みたいに小さくしなびてしまっていた。

　腰が曲がっているのでよくわからなかったが、背だってレイナ＝ルウより小柄であるに違いないし、銀色の髪に包まれた頭なんて、リミ＝ルウと同じぐらいの大きさしかないように見える。

　その見事に色素の抜け落ちた髪は、かたわらのレイナ＝ルウと同じように下のほうで二つにたばねられており、顔は、しわくちゃの猿みたいだ。しわくちゃすぎて、どれが目なのかもわからない。

　肩掛けからはみだした指先は枯れ枝のように細く、弱々しく。存在自体が陽炎かげろうのように儚はかなくて、ともに腰を下ろしたレイナ＝ルウが手を放してしまったら、そのままくたくたと崩れ落ちてしまいそうだ。

（まあ……立って歩けるぐらいの元気があるなら何よりだけど）

　土台、このような老ろう婆ばに肉主体の料理を食べさせようというほうが無茶なのではないだろうか。

　しかし、賽さいはすでに投げられてしまった。あとはどのような目が出るか、見届けるしかない。

　大広間には、縦に二つのかまどがしつらえられて、その上では鉄てつ鍋なべがこぽこぽと可愛らしい音色を鳴らしている。調理用ではない。保温用の小さなかまどである。

　この大広間では調理が行われず、そして食しよく糧りよう庫こなども別の建物に設けられているせいか、それほど脂あぶらの匂いもしみこんでいない。だから、そこに満ちているのは、俺たちの作った料理の匂いだけだった。

　そのかまどを挟むようにして、十四名もの人間が楕だ円えん形けいの座を形成している。

　楕円形の頂点には、上座に陣取る家長のドンダと、最長老のジバ。

　距きよ離りの離はなれた差し向かい、下座には、俺とアイ＝ファ。

　俺から見て右手側に、三兄弟のジザ、ダルム、ルド。

　少し間を置いて、三姉のララ。末妹のリミ。

　左手側には、先代家長の嫁であるティト・ミン婆さん、家長の嫁であるミーア・レイ、長兄の嫁であるサティ・レイ、長姉のヴィナ。

　ヴィナ＝ルウの左隣りには、レイナ＝ルウのための器うつわが並んでいる。

　本日のかまど番を代表して、レイナ＝ルウがジバ＝ルウの食事を手伝い、そのつとめを済ませたら自分の食事に取りかかる。これは今日だけのことではなく、毎日誰だれかしらがその役目を果たしているらしい。老齢のジバ＝ルウは、もう自力では食事が困難なほど弱り果ててしまっているのだ。

　ちなみにサティ・レイ＝ルウの幼子コタ＝ルウは、母の後ろのゆりかごの中ですやすや眠ねむっている。

「……森の恵めぐみに感謝して……」

　と、ドンダ＝ルウがこの野獣のような男にしてはずいぶんと厳かな口調で、そう宣言した。

　そのグローブみたいにごつい左手の指先が、髭に覆おおわれた口もとの前にかざされる。

「……火の番をつとめた、ティト・ミン、レイナ、リミ、アイ＝ファ、アスタに礼をほどこし、今こ宵よいの生命を得る……」

　全員がその言葉を復唱して、指先を、すっと横に引く。

　それは――アイ＝ファが毎晩食事の前に見せるのと同一の仕草だった。

　アイ＝ファは口の中で言葉を転がすばかりであったので、何を言っているのかまでは聞き取れなかったのだが。このような祈いのりを捧げていたのか。

　毎晩毎晩アイ＝ファがひっそりと俺の名前を唱えていたのかと思うと、何だかおかしな気分だった。

　そして――

　その短い祈りが終わるとともに、至極唐突に食事が始まる。

　べつだん、俺やアイ＝ファが匙さじを取るのを待つような素振りもない。これで俺たちが食事に毒でも混ぜていたら、片かたっ端ぱしから絶命だ。

　そんな真似をするはずがない、と信じるのが――「かまどをまかせる」ということなのだろう。

　だからこそ、俺たちに失敗は許されない。

　あえて言うなら、俺に失敗は許されない。

　確かに俺たちは五人でこの食事を作り上げたが、指示を出していたのは、俺だ。もしもこの夜、この食事で何かの間ま違ちがいが生じたら、それはすべて俺の責任であるのだ。そうじゃない、なんて言いだすやつがいたって、すべての責任を奪い去ってやる所存である。

　リミ＝ルウにも、レイナ＝ルウにも、ティト・ミン＝ルウにも――もちろんアイ＝ファにだって、指一本も触らせはしない。

（だから頼たのむぜ、レイナ＝ルウ。うまくジバ婆さんをサポートしてやってくれ）

　自分の器にようやく手を伸ばしながら、俺は数メートルの先でジバ婆さんに寄り添っているレイナ＝ルウへと、心の中でエールを送った。

　本日のメニューは、リミ＝ルウの要望に応えて、昨晩と同一である。

『～ギバの肉のハンバーグ　果実酒のソース掛け　焼いたアリアを添えて～』だ。

　ただし、本日は『焼きポイタン』だけではなく、『ギバ・スープ』もご用意させていただいた。

　主食としてのスープではない。肉もアリアも控ひかえめの、サイドメニューとしてのスープである。今、鉄鍋で火にかけられているのが、それだ。

　食事の挨拶が済むと同時に、ティト・ミン婆さんがすっくと立ち上がり、黙々と食を進める人々の器にそのスープを注いでいく。

　その間、ジバ婆さんに寄り添ったレイナ＝ルウは、動かない。

　すべて段取り通りである。

　その間に、俺は今日の料理の出来栄えを確かく認にんしつつ、各人の様子をうかがってみたのだが――何というか、みな一様に、無言で匙を動かしているばかりだった。

　食事前、炊事係の五名でもって料理の皿を並べ始めたときは、それはもう「何だこりゃ？」「これがギバかよ？」「この平べったいのは何？」と昨日のリミ＝ルウばりの大おお騒さわぎであったのだが、簡単な料理の説明と食べ方の指導および注意点を話して聞かすと、あとはもうお通夜みたいに静まりかえってしまったのだった。

　不満で不満でしかたなさそうな者、興味しんしんで目を輝かせている者、最初から最後まで黙りこくり仏ぶつ頂ちよう面づらを決めこんでいる者、と反応はさまざまであったが。とにかくみな一様に口を閉ざし、あとはひたすらジバ＝ルウの着席を待ち続けたのである。

　そして今は、やはり無言のまま少し性急な感じで、みんな一心に匙を動かしている。

　ギバ肉のハンバーグ。ギバとアリアのスープ。焼きポイタン。三つの品で、一セットだ。

　女衆は男衆ほどの量は食べない、とのことであったので、ハンバーグの肉量は女衆が三百グラム強、男衆は七百グラム弱、俺とアイ＝ファは通常通りの五百グラムていど、ジバ婆さんだけは控えめの二百グラム強というサイズで調理させていただいた。

　特筆すべき点としては、ミニバーグではなく、通常サイズのハンバーグとして調理できたことか。

　ルウの家には複数のかまどがあったので、最初は強火で表面を焼き、お次は弱火でじっくり火を通す、というスタンダードな作り方をすることが可能であったのだ。女衆のは丸々一個、男衆は七百グラムを二つに分けて、それぞれどっしりと厚みのあるパテを提供することができた。

　最後はやっぱり風味をつけるために果実酒で蒸し焼きにしたが。とにかくこのサイズ変更は、仕上がりに大きな差をつけられたと思う。俺の中での唯一と言ってもいいぐらいの不満点、「ミニバーグでは物足りない」というポイントをクリアーすることができたのだ。

　やっぱりこれは大正解で、三センチぐらいの厚さに膨れたハンバーグをがぶりとかじると、昨晩以上の肉汁があふれだし、たまらない美味しさだった。もともとしっかりとしていた噛み応えが増し、その上で、強火で焼かれていない内容量は増したから、よりジューシーで柔らかい。

　俺としては、大満足の逸いつ品ぴんだ。

　で、ルウ家の人々の反応は、というと――やはり、無言なのである。

　食前と変わらず苦い顔をしている者や、楽しげに頬をゆるめている者、完全に表情を消し去っている者、と反応はさまざまであるが。感想などは、特に語られない。アイ＝ファがそうであったように、食事中に無駄口を叩く風習がないのだろうか。

　ちなみに、不満顔の代表格は家長のドンダ＝ルウであり、楽しげにしているのは色っぽい長姉のヴィナ＝ルウ、無表情は次兄のダルム＝ルウ、という感じで、あとはその類型に属する感じだった。

　リミ＝ルウはもちろん笑え顔がおでぱくぱくと食していたが、その水色の瞳ひとみは時おり心配そうにジバ婆さんへと向けられている。

「ほら、食事だよ、ジバ婆。今日のは特別おいしいからね。お客人が、とってもおいしい食事を作ってくれたんだよ」と、レイナ＝ルウがジバ婆さんの口もとに木匙を差し出している。

　その木匙に載せられているのは、焼きポイタンをちぎってふやかした、ギバ・スープであるはずだ。

　俺の考案した段取りである。

「こんな柔らかいお肉なら、ジバ婆も食べられるはず！」とリミ＝ルウは歓かん喜きしていたが。異世界出身たる俺としては、「それでも八十過ぎの婆さまにハンバーグは重いだろう」という気持ちがぬぐえなかったのだ。

　だから、順を追っていくことにした。

　最初は、焼きポイタンをふやかしたもの。

　その次は、スープに入っているアリア。

　それがクリアーできたなら、ようやく『ギバ・バーグ』だ。

　ただし、最初はハンバーグもスープでふやかす。それなら、噛まなくても口の中で挽ひき肉にくがほろほろとほどけていくはずである。

　それらをすべて食べ終えて、素のハンバーグが食べられそうなら、食べさせてあげればいい。

　俺などには、ジバ婆さんの歯がどれぐらい残っているのかもわからないのだから。無理なら、ハンバーグまでたどりつけなくてもいい、とすら思っている。

　そのために、俺は『ギバ・スープ』を用意したのだ。

　これは、ジバ婆さんのためにのみ、用意したようなものなのである。

　もっとも、普ふ通つうのメニューとして考えてもスープを添えたほうが上出来であるのは間違いないので、他の人々にも存分に堪能していただきたいと思ってはいる。

　それでもあくまで、これはジバ婆さんのためのメニューだ。

　そのために、アリアは俺の好みよりも薄く刻んで、食感も残らないぐらいクタクタに煮込んでやった。ギバ肉なんて、ハンバーグでたっぷり使用しているのだから、スープのほうではダシを取るために入れた、ぐらいにしか考えていない。

　焼きポイタンやハンバーグをふやかすための、『ギバ・スープ』。

　こちらのほうこそが、むしろ俺にとってはジバ婆さんのための本丸である特別メニューなのだった。

「あ……」とリミ＝ルウが小さく声をあげる。

　もちろん俺も、その変化には気づいていた。

　レイナ＝ルウに声をかけられても、むずかるようにゆるゆると首を振っていたジバ婆さんが、やがてすべてをあきらめきったかのような仕草で、木匙の中身をちゅるんと飲みこんだのだ。

「ほら、おいしいでしょ？　まだまだたくさんあるからね？」

　レイナ＝ルウが嬉しそうに言って、新しいポイタンをちぎって器に落とす。

　しかし、ジバ婆さんは動かなかった。

　不謹慎だが、まるでその一口で絶命してしまったかのように――微動だにしなくなってしまったのである。

「どうしたの？　おいしいでしょ？　わたしとリミとティト・ミン婆も、一いつ緒しよに作るのを手伝ったんだよ？」

　少し焦ってきた様子で、レイナ＝ルウが木匙を口もとに突きつける。

　いや、焦る必要はない。自分のペースで食べさせればいいよ、と俺が心中でつぶやいたとき――ジバ婆さんの口が、薄く開いた。

　ほっとしたように、レイナ＝ルウはその亀裂みたいな口の中に木匙を差し入れる。

「それじゃあ次は、アリアにしようか？　これも柔やわらかくておいしいよ？」

　レイナ＝ルウには、調理中にすべての料理を試食してもらっている。

　食事を忌避するジバ婆さんに食事をすすめるには、本人もその味を知っておいたほうがいいであろう、と俺が提案したのである。

「アスタは、顔を合わせたこともないジバ婆のために、そこまで考えてくれているのですね……」とレイナ＝ルウは瞳を潤ませていたが、俺の立場なら、それぐらい考えるのが当然だ。

　それは、ジバ婆さんを思うリミ＝ルウとアイ＝ファのためでもあるし。そして俺は、料理人なのだ。いかに美味しく自分の料理を食べていただくか。それを考えない料理人など、料理人の名に値しないと思う。

「おいしいね？　それじゃあちょっとお肉も食べてみようか？　このお肉も、とっても柔らかいんだよ」

　ついにレイナ＝ルウの木匙が『ギバ・バーグ』に伸び、一口の半分ぐらいの大きさをスープにひたす。

　これは、どうだろう？

　ハンバーグに混ぜたアリアのみじん切りは、気持ちていど、普ふ段だんよりこまかく刻んだつもりだが。基本的には、普通の作りである。

　焦げた表面はなるべく避けて、最初はなるべく中心の柔らかい肉だけを食べさせるように指示したが。もしも奥おく歯ばが全滅していたら、挽き肉やアリアが咽の喉どにつかえるかもしれない。その危険性も、レイナ＝ルウには十分に伝えておいた。

　ジバ婆さんの口の中に、肉にく片へんとスープが差し入れられる。

　しわくちゃの口が、もにゅもにゅと動き。

　そして――

　その目があると思おぼしきあたりから、透とう明めいのしずくがあふれだした。

「なんて美味しい肉だろう……これは本当に、ギバの肉なのかい……？」

　静まりかえった大広間に、その枯れ果てた声は、確かにそう響ひびきわたったのだった。
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「うん。ギバの肉だよ。おいしいでしょう？　もっと食べようね」

　レイナ＝ルウも、少し涙声になってしまっている。

　リミ＝ルウなどは、器を抱かかえたまま、声もなくぼろぼろと涙をこぼしてしまっている。

　そして、アイ＝ファは――

　アイ＝ファは、食事の手を止めて、少しうつむき、きつくまぶたを閉ざしていた。

「それじゃあ、お肉だけ食べてみようか？　この赤いのは果実酒の蜜で、とっても甘あまくておいしいんだよ」

　何口かのふやかした肉を食べ終えたところで、レイナ＝ルウが『ギバ・バーグ』をそのまま切りわけて、老婆の口に運ぶ。

　たぶん、前歯は全滅してしまっているのだろう。ぽっかりと空洞みたいな口を開けて、ジバ婆さんは『ギバ・バーグ』を口にふくんだ。

　もにゅもにゅもにゅ、と明らかに勢いを増した感じで、ジバ婆さんは肉を咀そ嚼しやくする。

「本当に美味しい……美味しいよ……ギバがこんなに美味しいだなんて……」

「こんなものの、どこが美う味まいんだ？　こんなグズグズに腐り果てたような肉は、人間の食い物じゃねえッ！」

　雷鳴のような怒号が響いた。

　家長のドンダ＝ルウだった。

　誰よりも早く自分のぶんの食事を食べ終えたらしいドンダ＝ルウは、空になった器を投げ出し、やけくそのように果実酒をあおる。

「果実酒なんざかけてやがるから、甘たるくて仕方がねえし、アリアも腐くさってるみてえにぐしゃぐしゃだ！　おい！　こいつはギバの足だけじゃなく、肩だか背中だかの肉まで使っているとか抜かしていたなあ？」

　たてがみのような蓬ほう髪はつをたなびかせ、岩塊のような顔に険悪なしわを刻みつけながら、ドンダ＝ルウは大声でわめいた。

「ギバの胴どう体たいなんぞを喰くらうのは、腐ふ肉にく喰くらいのムントだけだッ！　俺様は森のけだものじゃねえッ！　人間だッ！　誇り高き森辺の狩人かりうどなんだ！　その俺様にムントと同じものを食わせるなんざあ、いったいどういう了りよう見けんなんだ!?」

「ぎゃんぎゃんと喧やかましい子だねえ。……それじゃあ家長を継ぐ前と一緒じゃないかい……？」

　しわの中に隠れたジバ婆さんの目が、ゆっくりと家長のほうに向けられる。
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　ドンダ＝ルウは、家長である――が、それと同時に、この最長老の孫でもあるはずなのだ。

　自分の半分も体積のなさそうな老婆を、大男は火のような目でにらみ返す。

「……これがムントの食べ物だったら、ムントのほうが人間より上等ってことになってしまうねえ……まあ案外、森ではそれが真実なのかもしれないけれどさ……」

　心なしか、老婆の声はさきほどよりも力を増しているように感じられた。

「……でも、お前がそう考えているなら、それはそれでかまわないんだよ、家長のドンダ。何を正しいと思うかは、人間それぞれの自由なんだから……この婆にとっては、この肉が正しいってことなのさ……」

「すごい……ジバ婆が、昔みたいに元気に喋しやべってる……」

　そうつぶやいたのは、リミ＝ルウだった。

　ジバ婆さんの、どこにあるのかもよくわからない目が、今度はゆっくりとそちらに差しむけられる。

「これはリミも一緒に作ってくれたんだってねえ。……すごく美味しいよ。ありがとうねえ、リミ……」

「ううん！」と首をぷるぷる振って、リミ＝ルウは泣きながら残っていたハンバーグを口の中に詰め込み始めた。

　その姿をしばし見守ってから、ジバ婆は「アイ＝ファ……そこにいるのかい？」と、つぶやいた。

　俺のすぐ隣りで、アイ＝ファがぴくりと肩を震ふるわせる。

「悪いんだけど、婆はもうすっかり目も弱くなっちまったんだよ。こんな暗がりじゃ何も見えやしない……いるなら、こっちに来て顔を見せてくれないかい……？」

　アイ＝ファが動こうとしないので、俺は「おい」とその脇腹を肘ひじで小突いてやった。

　アイ＝ファは、ものすごく物ぶつ騒そうな目つきで俺をにらみ、それから、ゆっくりと立ち上がった。……何な故ぜか、俺の手首をしっかりと握にぎりしめながら。

「あれ？　おい？　ちょっと！」と騒ぎながら、俺は慌あわててスープの器を床ゆかに置く。

　問答無用の腕力で引きずられ、俺はアイ＝ファとともにジバ婆さんのかたわらに膝ひざをつくことになった。

　ドンダ＝ルウが、ものすごい目つきで俺たちをにらみつけている。

「ジバ＝ルウ。……ファの家の、アイ＝ファだ。この男は、家人のアスタ」

　ジバ婆さんは、もちろん俺などには目もくれず、しわくちゃの指先をアイ＝ファの顔に伸ばし始めた。

　カサカサの、骨と皮しかないような指が、アイ＝ファのなめらかな頬に触ふれる。

「ああ……ひさしぶりだねえ……いったい何年ぶりだろう……ずっとあんたに会いたかったんだよ、アイ＝ファ……」

　近くで見ると、ジバ婆さんはやっぱり干した果実なんかではなく、きちんとした人間なのだということが判然とした。

　顔も指先もしわくちゃで、大きな鼻にも薄い唇くちびるにもこまかい亀裂みたいな年輪が刻まれて、前歯がないせいか言葉も聞き取りにくい。

　しかし、そのたるんだまぶたの下には、思いも寄らぬほど明哲な青い瞳が光っており、干した果実みたいな顔には、慈愛に満ちみちた表情が浮かんでいる。

　なんて優しそうな顔だろう。

　なんて柔らかい表情だろう。

　こんなに幸福そうな顔で笑うお婆さんを見たのは、俺は生まれて初めてかもしれない。

「レイナ＝ルウ。あんたもこの美味しい食事をいただくといい。……アイ＝ファ、婆に食事を食べさせてくれるかい……？」

「……ジバ＝ルウがそれを望むのならば」

　アイ＝ファがそっとジバ＝ルウの腕を取り、レイナ＝ルウは目の端はしの涙をぬぐいながら、立ち上がった。

「何が食べたい？　肉か？　ポイタンか？」

「ギバの肉を。……これは本当に美味しい肉だねえ……」

　アイ＝ファは何の表情も浮かべぬまま、ちょっとぎこちない手つきで老婆の口に木匙を運んでやった。

「ああ、美味しいよ。……これはあんたが作ってくれたんだってねえ、アイ＝ファ……」

「いや。私はほとんど眺ながめていただけだ。この食事は、ジバ＝ルウの家族と、このアスタとで作り上げた」

「……アスタ……」

　と、その糸みたいな目が、俺に向けられる。

　もしかしたら、あの長兄ジザ＝ルウも、これぐらい間近で相対すれば、その心情をうかがうことが可能なのだろうか。

　ほとんど見えないぐらいふさがりかけてしまっている老婆の目には、はっきりと歓喜の光が瞬いていた。

「ファの家のアスタ……あんたがこの食事を……？」

「はい。リミ＝ルウに頼まれて。……俺の親おや父じは、遠い異国の料理人だったんです。俺はそれを手伝う見習いに過ぎなかったんですけど、お気に召してもらえたのなら、とても嬉うれしいです」

　ジバ婆さんの手が、ふるふると宙をさまよった。

　アイ＝ファに静かな目線を送られ、俺はおっかなびっくりその手を取る。

　枯れ枝よりも枯れ果てた、しかしその内にしっかりと熱を宿したカサカサの指先が、俺の指先を握った。

「ありがとう……この婆は、もう生きているのが、しんどくなっていたんだよ……まともに歩くこともできず、まともにものを食べることもできず……ただ家族に迷めい惑わくをかけるだけの老いぼれになっちまって……どうして神様はこの老いぼれの魂たましいをとっとと空の上に連れていってくれないのか、毎日毎日悲しむばかりだったのさ……」

「迷惑なんて……！」と叫びかけたリミ＝ルウが、隣となりの赤い髪をした姉に頭を小突かれ、おし黙る。

「この婆はね、五歳の頃ころに、この森へやってきた……南の神ジャガルを捨てて、西の神セルヴァに魂を捧ささげた、最初の千人のひとりだったんだよ……」

「――はい」

「だけど、この森辺は好きになれなかった……南の森は、とても豊かで、動物なんかは人間を襲おそう大猿や毒どく蛇へびしかいなかったけど、好きなときに果実をもいで……ときどき土の中の虫を掘り起こしたり、七色に光るトカゲを焼いて食べたりして……都の人間には蛮人と蔑さげすまれていたけれど、でも、とっても幸福だったのさ……」

　ジバ婆さんの目は、もはや俺のこともアイ＝ファのことも見ていないようだった。

　ここではないどこかを見つめながら、その澄みわたった瞳がまた少し涙を浮かべている。

「だけど、一族の森は、兵士に焼かれて……あたしたちは、西に逃げた。そうしてこの西の森辺に移り住んだ。ギバを狩かれ、と、西の都の人間たちに命じられて、森の恵みに手をつけることも禁じられて……それでも最初、みんなは幸福そうだったんだ。もうトカゲの肉なんて食べる必要はない。腐った果実や茸きのこを拾う必要もない。好きなだけギバの肉を食べられる、人間の作った田畑の恵みを食べられる……ってね……」

「はい……」

　相あい槌づちなんて、必要ないのかもしれない。

　老婆の目は、遠い昔日の情景を見ているのだ。

「だけど、この森辺は恐ろしいところだった……最初の一年で、百人の男衆がギバに殺された。次の一年でも、また百人の男衆が殺された。何人も何人も男衆が死んでいって、その次には飢うえた女や子どもたちが同じ数だけ死んでいった。最初の何年かで、千人いた同どう胞ほうたちの半分以上が死んでいってしまったのさ……」

「はい」

「ガゼの家は滅んだ。リーマの家も滅んだ。その後はスンの家とルウの家が民たみを導いて、何とか今の生活を築きあげることができた……ギバを狩ってその肉を喰らい、牙きばと角を売って田畑の恵みを買う。そうしてあたしたちはこの森辺で生きていくすべをようやく身につけることができたんだけど……あたしはずっと、あたしの生まれた森に帰りたかったんだ」

　気づくともうほとんどの人間が食事を終えて、静かに最長老の言葉に耳を傾かたむけていた。

「だけどもう、あたしたちの森は燃えてしまったし、あたしたちの森を知る人間もどんどん死んでいって、ついにはあたしひとりになっちまった……さびしくって、悲しくって、こんなにたくさんの家族に囲まれながら、あたしはいつでもこの森辺じゃない森のことばかり考えていた……ギバの肉なんてちっとも美味くない。田畑で作った人間の恵みなんてちっとも美味くない。そんなことを考えていたら、この歯が一本、また一本と抜けていって、ギバの肉が食えなくなった。ああ、西の神の怒いかりに触れたんだ……でもこれでようやくみんなのところに帰れるんだ……なんて、そんな風に考えて……早く南の森に帰りたい、としか考えられなくなっちまったんだよ……」

　カサカサにひびわれた手が、意外なほどの力で俺の指を握ってくる。

　いつのまにか、青く透徹した瞳が、また俺のことを見ていた。

「あたしは死んだ家族や燃えた森のことばかりを考えていた。だけど今日、生きている家族やこの森辺のことを考えることができた。あたしの魂はもう南方神ジャガルではなく、西方神セルヴァに捧げられたんだ。あたしは生きている家族とともに、ギバの肉を食って生きていくんだ……生きていかなきゃいけないんだ……そんな当たり前のことを、ようやく思い出すことができたんだよ……」

「……きっと、歯が抜けて美味しいものを食べられなくなったから、気持ちが弱っていただけですよ」

　俺の間ま抜ぬけな返答に、アイ＝ファが少しぎょっとしたような顔をする。

　しかたがないではないか。俺は一介の見習い料理人なのだ。苛烈な八十五年間を生きてきた森辺の最長老と高尚な会話を繰り広げるスキルなど持ち合わせていない。

「そんな風に弱ってしまうまでは、きちんと今の人たちを大事に思えていたはずです。そうでなきゃ、アイ＝ファやリミ＝ルウたちがこんなに必死になることもなかったでしょう。彼かの女じよたちが、心底からあなたを助けたい、あなたに生きる喜びを思い出させてあげたいって願ったから、俺もなけなしの力を振ふり絞しぼるべきだと思えるようになったんですよ」

　ジバ婆さんは無言のまま、アイ＝ファを振り返った。

　アイ＝ファはちょっと唇を噛かみながら、怒おこっているような目つきで婆さんをにらみ返している。

「お礼は、彼女たちに言ってあげてください。俺はもう、自分の料理を美味しいと言ってもらえただけで大満足です」

「美味しかったよ。……本当に美味しかった……ギバの肉なんて大嫌いだったこの婆が、ポイタンなんて人間の食べるものじゃないと思っていたこの婆が、もっと食べたい……この森で生きていきたい……と思えるようになったぐらいなんだからね……」

　ジバ婆さんは静かに笑い、「アイ＝ファ、婆の首くび飾かざりを外しておくれ」と囁ささやいた。

　アイ＝ファは怒ったような顔のまま、言われた通りに首飾りを外して、婆さんの小さな手に握らせてやる。

　小枝のような指先が、ぷるぷる震えながら、ギバの牙と角を紐ひもから抜き取った。

「ルウの家のジバ＝ルウから、ファの家のアイ＝ファと、家人アスタに祝福を……どうか、受け取っておくれ……」

　三つしかない牙と角の、それぞれ一つずつが俺とアイ＝ファに差しだされる。

「おい、最長老、それは――ッ！」と声を荒らげるドンダ＝ルウに、ジバ婆さんは背中を向けたまま、笑う。

「森辺の民の生命いのちを司つかさどる、ギバの牙と角さ……この牙と角が、大恩ある人間の血肉となり、生命となることを願い……ルウの家のジバ＝ルウは、あんたたちの魂を祝福する」

　それは、俺がこの異世界で初めて得る――自分の仕事への、形ある代価だった。







箸休め　～ルウ家の末娘～







　リミ＝ルウが初めてその異国人の姿を目にしたのは、黄の月の二十五日のことだった。




　その日の朝、水場での仕事を片付けたリミ＝ルウは、黄色く踏み固められた森辺の道をひたすら走り、ファの家を目指していた。今日は珍しく中天まで大した仕事はない、とのことであったので、母親に外出の許可をもらい、ルウの集落を飛び出したのだ。

　たったひとりで家の仕事をこなしているアイ＝ファは、リミ＝ルウよりもうんと忙しい。二年前にアイ＝ファの父親であるギル＝ファが死んでしまって以来、なかなか顔を合わせることすら難しい状じよう況きようになってしまっていた。

　最後にアイ＝ファと会ったのはいつだっただろう？

　もう十日ぐらいは経たっているかもしれない。

　ひさびさにアイ＝ファに会える、と考えただけで、リミ＝ルウの顔には自然と微笑がこぼれてしまった。

　しかし――ファの家には、誰もいなかった。

　水場で晩ばん餐さんの後片付けをしているのかな、と、そちらにも足を伸ばしてみたが、そこにもいない。

　まさか、スン家の人間にかどわかされてしまったのでは――と、リミ＝ルウはとてつもない不安感にとらわれてしまい、ファの家に一番近い、たしかフォウとかいう小さな氏族の家の戸を叩くことになった。

「すみません！　ルウの家のリミ＝ルウです！　誰かいますか？」

　戸板がゆっくりと引き開けられて、ひどく痩せ細った女衆が血色の悪い顔を覗のぞかせる。

「どうしました？　ルウ家のあなたが何故、フォウの家に……？」

「ごめんなさい！　アイ＝ファを捜しているんだけど、どこに行ったか、わかりませんか？」

　それは、リミ＝ルウも何度か見かけたことのある、若い女衆だった。

　ただし、リミ＝ルウの記き憶おくにあるよりもずいぶんやつれ果ててしまい、とても力のない目つきになってしまっている。

　そして、その手には小さな赤ん坊が抱かれていた。

　ルウの家にもコタ＝ルウという赤ん坊がいるが、それよりも小さい。

　何だか……きちんと大きくなれるのだろうか、と、見ているこちらが心配になってしまうような小ささだ。

「アイ＝ファですか……アイ＝ファは、朝から森に向かったようです……」

　と、痩せた女衆が、弱々しい声でそう答えてくれた。

「森に？　こんな朝から？」

「はい……どこの誰とも知れない異国人を連れて……」

「異国人？」

　言葉の意味が、よくわからなかった。

　異国人など、宿場町に下りれば山ほどいるが、彼らが森辺に踏み込むことはまずありえない。町の人間たちは、ギバと、ギバを狩る森辺の民を、悪鬼のように怖れているからだ。

「異国人って、どういうこと？　どうしてアイ＝ファがそんな人と一緒にいるの？」

「わかりません……昨日の夕暮れ時にも、アイ＝ファはその異国人とともに森辺の集落を歩いていました……」

「……ふーん？」

　さっぱり事情がわからなかったが、そのようなものはアイ＝ファ自身に問とい質ただせばいいことか、と、リミ＝ルウはその女衆にぺこりと頭を下げてみせた。

「ありがとう！　それじゃあファの家でアイ＝ファが帰るのを待ってみます！」

「あ……待ってください……あの、アイ＝ファは相変わらず、ルウの家への嫁入りは拒んでいるのですよね……？」

「え？　うん……それが、どうかした？」

「それならば……ルウ家のあなたも、もうアイ＝ファには関わらないほうが良いのではないでしょうか……？」

　生気のとぼしかった女衆の目に、少し必死な光が宿る。

「昨日もスン家の長兄が、ファの家の周りをうろついていました……スンとルウが争えば、森辺は滅びます……」

「そんなの、だって、アイ＝ファとリミ＝ルウには関係ないじゃん！」

　思わずリミ＝ルウが大声をあげてしまうと、その女衆はたちまち怯おびえた顔つきになって身を引いてしまった。

　この女衆は、森辺で一番の力を持つスン家とルウ家を、怖れているのだ。

　そして、その両方と悪い縁えんを結んでしまったアイ＝ファをも、忌避している。

　だから――アイ＝ファは、ひとりぼっちになってしまったのだ。

　リミ＝ルウは少し悲しい気持ちになりながら、「さよなら」ともう一度頭を下げた。

　しかし、女衆はなおも声をかけてくる。

「待ってください……つい余計なことを言ってしまいましたが、でも、アイ＝ファだけでなく、あのような異国人と関かかわるのも、ルウの家には良くないことです……それは、きちんと家長の了承を得るべきなのではないでしょうか……？」

　ルウの家長にして父親たるドンダの姿が、リミ＝ルウの頭をよぎる。

　確かにドンダは、常つね日ひ頃ごろから「異国人とは関わるな」と言っていた。リミ＝ルウなどは滅めつ多たに森辺を出ることもなかったので、そもそも異国人と関わる機会自体が皆かい無むに等しかったのだが。それゆえに、それがどれぐらい強い禁きん忌きなのかもわからなかった。

　もしもリミ＝ルウがこの場で判断を間ま違ちがえたら、アイ＝ファとの交流さえ禁止されてしまうかもしれない。

　それだけは、絶対に嫌だった。

（……リミは、アイ＝ファと仲良くしたいだけなのになあ……）

　現在では、アイ＝ファ自身もリミ＝ルウとの縁を切ろうとしてしまっている。

　理由は、さきほどこの女衆が述べた通りだ。

　スン家と悪縁を結んでしまったアイ＝ファは、ルウ家の人間とも縁を持つべきではない、というのだ。

　しかもアイ＝ファは、ルウの本家からの嫁取りの話まで断ってしまった。

　それは悪縁というほどの話ではなかったが、父ドンダがそれでアイ＝ファを見放してしまったというのは、まぎれもない事実であろう。

　もとより、アイ＝ファがルウの眷けん族ぞくに――などという話には、リミ＝ルウもまったく現実味を感じていなかったので、そこのところはどうでもよいのだが。問題は、誰だれも彼もがアイ＝ファとリミ＝ルウの交流を喜ばしく思ってくれない、というその一点に尽きた。

「あ……」と、フォウ家の女衆が低い声をあげる。

　その目線を追うと――アイ＝ファが、いた。

　アイ＝ファが、見知らぬ異国人とともに、目の前の道を横切っていくところだった。

　その肩かたにはグリギの棒が掲げられ、棒には、大きなギバが吊るされている。

　こんな朝からギバを狩ったのかと感心しつつ、リミ＝ルウは目を凝らしてその異国人とやらを観察してみた。

　異国人――確かに、異国人だ。

　髪は黒く、瞳も黒い。肌はだは、西の民のように、少し黄色っぽい象ぞう牙げ色いろをしている。

　まだ若い。アイ＝ファと同じぐらいの年ねん齢れいだろう。

　何だか妙みような格好をしている。胴どう衣いも足衣も真っ白で、顔と手の先ぐらいしか肌が見えておらず、そして頭にも白い布などを巻きつけている。

（何だか……弱っちそうだなあ）

　二人がかりでギバを抱えているのだが、その異国人のほうだけが荒い息をつき、足もともおぼつかない。ちょんとつついたら、そのまま倒れてしまいそうだ。

　だけど、何だか――その異国人は、とても楽しそうな表情をしていた。

　これといって特徴のない、いかにも町の人間っぽい生白い顔の中で、その黒い瞳が、強く、明るく輝かがやいている。

　その目つきだけは、あんまり町の人間っぽくない。

　かといって、森辺の民とも全然似ていない。

　どこの誰にも似ていない、何だかちょっと不思議な雰ふん囲い気きを有する異国人だった。

（まあ……そんなに悪い人間ではなさそうだけど……）

　しかし、町の人間は、町の人間だ。

　森辺の民と、石の都の住人は、相あい容いれない。

　そんな人間が、どうしてアイ＝ファと行動をともにしているのか、リミ＝ルウなどにはさっぱり理由が思い当たらなかった。

　リミ＝ルウたちの存在には気づかぬまま、やがてアイ＝ファと異国人の姿は視界から消え去っていく。

「見たでしょう？　……あのような異国人が森辺をうろつくなんて、これまでにはなかったことです。これは何かの凶兆なのかもしれません……」

「だったら、なおさらアイ＝ファの力になってあげないと！」

　リミ＝ルウは腕を組み、考えこむ。が、考えこんでも、答えは得られない。

　わずか八歳のリミ＝ルウにできることなど限られていたし、そもそも自分がどこまで手出しや口出しをしていい問題なのかもわからない。ここはやっぱり、異国人にまつわる禁忌について、きちんと正しい話を聞いておく必要があるようだった。

　せっかくここまで走ってきたのに、アイ＝ファと一言も喋れぬまま家に戻るのは口惜しいが、こればかりは致し方がない。

　とても心配そうな顔をしているフォウ家の女衆に別れを告げ、リミ＝ルウはもと来た道をたどることになった。




「あれ？　お前、どこに行ってたんだよ、リミ？」

　ルウの集落に戻ると、末弟のルド＝ルウが所在なさげに広場を歩いていた。

　中天になるまでルウの男衆に仕事はないのだが、ルド＝ルウはいつでも早起きなのだ。

　ファの家から駆け通しで戻もどってきたリミ＝ルウは、ふうふうと息をつきながら、兄の腕に取りすがった。

「あのね！　ファの家に異国人が住みついたみたいなの！　リミは、どうしたらいいと思う？」

「……は？　何だそりゃ？」

　何だと問われても、大して説明できる内容もない。

　それでもリミ＝ルウはこの朝に見てきたこと、聞いてきたことのすべてをルド＝ルウに打ち明けた。

「何だかよくわかんねーな。異国人なんかと縁を結んでどうしようってんだ、あのアイ＝ファって女は。……ていうか、お前まだあの女と縁切りしてなかったのかよ？」

「当たり前じゃん！　リミとアイ＝ファはずっと友達だよ！」

「あっそ。まあ何でもいいけどよ。とにかくその異国人をどうこうしたいってんなら、親父に言うしかないだろうな。石の都の連中にちょっかいをかけるのは、特に厳しい禁忌なんだからよ」

「……だからアイ＝ファも、あんな弱っちそうな男衆の言いなりになっちゃってるのかなあ？」

　必死の表情でルド＝ルウの顔を見上げやると、彼は黄色っぽい髪をかきまわしながら、「馬ば鹿かなこと言ってんなよ」と言い捨てた。

「うちの親父やスン家の連中にすら自分の我を通したあの女が、町の人間なんざにどうこうされるわけねーだろ？　むしろ、町の人間をとっ捕まえて、自分の仕事を手伝わせてんじゃねーの？　……それはそれで意味がわかんねーけどな」

「そうだよね。どうしてアイ＝ファが町の人間なんかと一緒にいるんだろ。さっきからずっと考えてるんだけど、リミにはそれが全然わかんないの」

「ふん。……だけどまあ、あいつにしてみりゃ、もう町の人間ぐらいしか頼たよる相手もいないんだろーな。スンとルウを敵に回しちまったら、他ほかの氏族もおっかなくて近づけなくなるだろうし」

「ルウはアイ＝ファの敵じゃないよ！」

　リミ＝ルウは怒ってわめいたが、意地悪な兄は肩をすくめて取りあってくれなかった。

「敵じゃなくても、嫁取りの話を断っちまったんだから、もうどうしようもねーだろ。いくらお前が騒さわいだところで、眷族でもない人間は助けられないんだからな」

「もういいよ！　ちびルドの馬鹿っ！」

　リミ＝ルウは地団駄を踏んでから、家のほうに走り始めた。

「お前のほうがちびだろ！」という兄のわめき声に背中を押されつつ、戸板を引き開ける。

　父親は、いなかった。

　きっとまだ眠ねむっているのだろう。広間では、一番上の兄のジザ＝ルウとその嫁のサティ・レイ＝ルウが、息子むすこのコタ＝ルウをはさんで静かに語らっているところだった。

「あら、どうしたの、リミ？」

　草で編んだゆりかごを揺らしつつ、サティ・レイ＝ルウが穏やかに笑いかけてくる。

　リミ＝ルウは履き物を脱ぐのももどかしく家にあがりこみ、三人の前にぺたりと座すわりこんだ。

「あのね！　ファの家に異国人が住みついたみたいなの！　リミはどうしたらいいのかな？」

　長兄のジザ＝ルウは、父ドンダ＝ルウよりも怖こわい。

　ただ、この兄は誰よりも森辺の掟おきてを守ろうとする気持ちが強いので、こういう際には正しい言葉でリミ＝ルウやアイ＝ファの行く末を示すことができるだろう。

　しかし――リミ＝ルウの説明をすべて聞き終えた後に発せられた彼の言葉は、とうてい納なつ得とくできるような内容ではなかった。

「町の人間には、極力近づかないほうがいい。その異国人が去るまでは、お前もファの家には近づかぬことだ、リミ」

「どうして？　もしもあの異国人が悪い人間だったら、アイ＝ファが危ないじゃん！」

「町の人間も、森辺の民も、おたがいの法や掟を重んずる気持ちがあれば、何も危険なことなど起きようもない。また、あのファの家の家長があくまでも狩人を名乗るのであれば、町の人間などに遅れを取ることもないだろう」

「でも……」

「ファの家の家長は、己おのれの裁量で町の人間などを集落に引きこんだのだ。それで何も問題が生じなければ、誰に責められることもないが。お前が関わることによって均衡が崩れ、何か騒ぎになってしまえば、すべての責を問われるのはファの家の家長となるだろうな」

　その表情は穏やかなまま、ジザ＝ルウは静かにそう述べた。

「だから、お前は関わるべきではないのだ、リミ」

　納得は、まったくいかなかった。

　しかし、その後に現れたドンダ＝ルウなどは、「異国人なんぞに関わるな」としか言ってくれなかった。

　そのまま「ファの家とも縁を切れ」と言われずに済んだことが僥ぎよう倖こうと思えるほどの不ふ機き嫌げんそうな様子であったので、リミ＝ルウもそれ以上は食い下がることができなかった。




（どうして誰もアイ＝ファのことを心配してくれないんだろう）

　それがリミ＝ルウには、一番悲しかった。

　二年前に、アイ＝ファはルウ家から嫁取りの申し入れを受けている。

　それまではリミ＝ルウと最長老のジバ＝ルウしかアイ＝ファとの交流を有していなかったが。アイ＝ファがスン本家の跡取り息子を完膚なきまでに叩きのめしたという話を伝え聞いたドンダ＝ルウが、面白がってアイ＝ファを次兄ダルム＝ルウの嫁に迎えよう、などと言い出したのだ。

　それはあまりに突とつ拍ぴよう子しもない話であったが、表立って反対する者はいなかった。ただ、ジザ＝ルウが少し渋しぶい顔をしたぐらいだ。

　十五歳の身ですべての家族を失い、しかも族長筋のスン家などと悪縁を結んでしまったアイ＝ファの境遇を、みんながとても不ふ憫びんがり、そのように真まっ直すぐで気き性しようの強い女衆ならば、ルウ家の嫁に迎えるのもやぶさかではない――と、大体の人間が賛同を示してくれたのである。

　リミ＝ルウ自身は、幼い頃からの友人であるアイ＝ファが家族になるなんて、何だかちょっと気き恥はずかしくて、座りの悪い気持ちのほうが強いぐらいであったのだが。ちょうどジバ＝ルウの足が弱くなってアイ＝ファのもとを訪おとずれるのも難しいぐらいの容態になっていたこともあり、それならば誰にとっても悪い話ではないのかな、と最後には納得することができた。

　しかし――アイ＝ファは、嫁取りの話を断ってしまった。自分はファの家の家長となり、狩人として生きていくのだ、と言って。

　それを聞いて、リミ＝ルウも腑ふに落ちた。

　父であるギル＝ファの生前から、アイ＝ファは森に入って狩人としての仕事を手伝っていた。その頃のアイ＝ファは、とても楽しそうだった。だから、アイ＝ファが狩人としての仕事を捨てて嫁に入る、というのが、リミ＝ルウには今ひとつピンとこなかったのだろう、と思う。

　当時はまだ六歳であったリミ＝ルウなので、そこまで筋道立てて考えることができたわけではないが、ただ、アイ＝ファが嫁入りの話を断ったと聞いて、リミ＝ルウは残念がるよりも安あん堵どする気持ちのほうが強かったのだった。

　たとえ血の縁など得られなくても、アイ＝ファはリミ＝ルウにとって大事な存在だ。

　これまで通りの関係が続けられればそれでいい、とリミ＝ルウは思っていた。

　しかし、アイ＝ファは変わってしまった。

　スン家と悪縁を結んだ自分はルウ家とも縁を結ぶべきではない、などと言い出して、リミ＝ルウからさえも距きよ離りを取ろうとし始めたのだ。

　そして、家族たちはアイ＝ファへの興味を一いつ切さいなくしてしまった。

　嫁取りの話を断られて、最初は怒ったり残念がったりしていたのだが、やがてアイ＝ファの名を口にする者はいなくなってしまった。

　たとえ眷族にならなくとも、アイ＝ファの境遇に変わりはないのに――誰を頼ることもできないまま、族長筋を敵に回し、そうしてアイ＝ファはひとりぼっちで生きていかなくてはならないのに、それを不憫に思ったり、気の毒だと心を痛めてくれる者は、いなくなってしまった。

　やっぱり、アイ＝ファの友人と呼べるのは、自分とジバ＝ルウだけであったのだ。

　そして、ジバ＝ルウはもうまともに歩くこともできなくなってしまった。

　ならば、アイ＝ファとともにあれるのは、もはや自分しか残っていない。

　そう思って、リミ＝ルウはアイ＝ファに冷たくあしらわれつつ、何度も何度もファの家に通った。

　そんな日々が、二年も続いて――そして、あの異国人が出現したのだ。

　あの異国人は、何なのだろう？

　父にも兄にも「近づくな」と念を押されたが、とうてい放っておけるものではない。だからリミ＝ルウは、あの異国人を初めて目にした日から、ほとんど毎日のようにファの家に通うことになってしまった。

　近づいても、むこうに気づかれなければ、それでいいのだ。

　それに、ドンダ＝ルウたちは「異国人に近づくな」としか言ってなかった。だから、アイ＝ファがあの異国人と行動を別にするときに、アイ＝ファをつかまえて事情を聞こう、と思っていた。

　しかし、なかなかその機会は訪れない。

　朝も夜も、彼らはべったりと行動をともにしているようだった。

　唯ゆい一いつ、中天を過ぎてアイ＝ファが狩人としての仕事に出るときだけが好機であったのだが。その時間帯にはリミ＝ルウにも家の仕事がある。

　そうして無為に時間は過ぎていき、あっというまに五日もの日が経ってしまった。




（今日も遅くなっちゃったな……）

　すでに薄うす暗ぐらくなりかけている道を、ひたすら走る。

　今日は毛皮なめしの仕事を手伝っていたために、特に遅くなってしまった。

　これではきっと自分の家の晩餐に間に合わず、父親に雷を落とされることも確実であったが、それでもアイ＝ファの無事を日に一度は確かく認にんしないとリミ＝ルウも安らかに眠れないような精神状態に陥ってしまっていた。

（アイ＝ファはいったい、あの異国人をどうするつもりなんだろう）

　二人の様子を観察するに、これといって険悪な空気は感じられない。

　時おり口論ぐらいはするようだが、どちらも本気で腹を立てているようには見えなかった。

　それでも、あのような異国人を家に置く理由がわからない。

　もしかしたら、あの異国人はアイ＝ファを嫁に欲しがっているのだろうか？

　それで、アイ＝ファの家に押しかけてきただけなのだろうか？

　だとしても、アイ＝ファのほうにその気持ちがなければ家になどは入れないだろうし、その気持ちに応じようというのならば、もっと何らかの行動を起こしているはずだ。少なくとも、アイ＝ファはまだ未み婚こんの証しである長い髪かみを落としてはいないし、一枚布の装束を纏おうともしていない。

（……アイ＝ファが森辺を出ていっちゃったりしたら、嫌だな……）

　リミ＝ルウにとっては、それが一番の心配の種だった。

　アイ＝ファは今、すべての森辺の民と縁が切れてしまっている。アイ＝ファを友と認めるのはリミ＝ルウとジバ＝ルウのみであり、そして、その二人とも縁を切ろうとしているアイ＝ファであるのだ。

　たったひとりで生きていくなんて、そのようなことが可能なのだろうか？

　リミ＝ルウには、想像もつかない。

　だから、アイ＝ファがこの森辺に愛あい想そを尽かしてしまい、どこかもっと遠い国に旅立ってしまおうと考えるようになってしまったとしても、何の不思議もないように思えてしまう。

（それでも、アイ＝ファが幸せになれるならいいんだけど……）

　でも、アイ＝ファと会えなくなってしまうのは、嫌だ。

　こんな風に心が離はなれたまま、一生会えなくなってしまうのは、嫌だ。

　だからリミ＝ルウは、毎日毎日こうやってファの家を訪れてしまうのかもしれない。

　ルド＝ルウやジザ＝ルウの言う通り、あのように生白い町の人間にアイ＝ファが遅れを取るとは思えないが、しかし、異国人とともに森辺を捨ててどこかに旅立ってしまうことなら、ありうるのではないか――そんな不安感を払拭することができないため、アイ＝ファの存在を毎日この目で確かめずにはいられないのかもしれなかった。




　そうして太陽が西の森に差しかかった頃、リミ＝ルウはファの家に到とう着ちやくした。

　格こう子しの嵌はまった窓に燭しよく台だいの火を確認し、ほっと息をつく。

（よかった……ちゃんといてくれた）

　後はその無事な姿を確認できたら、今日はすぐに家に戻ろう。そんな風に考えながら、気配を殺して、窓に近づく。

　とたんに、リミ＝ルウは、（あっ……！）と叫びそうになってしまった。

　アイ＝ファと異国人が、晩餐を食べている。

　その、異国人のほうが――森辺の装束を、身に纏まとっていたのだ。

　頭には真っ白の布を巻いているし、真っ白の胴衣も着込んでいる。しかし、その上から羽織っているのは、まぎれもなく森辺の装束――しかもそれは、生前にギル＝ファが纏っていたものであるはずだった。

（それじゃあやっぱり、この異国人を家に迎むかえたってこと？　この異国人が、アイ＝ファの夫になるの？）

　とたんに、新たな不安や疑念がむくむくとわき起こってきてしまう。

　それはすなわち、このような異国人がアイ＝ファの夫に相応ふさわしいのか？　という不安や疑念であった。

　リミ＝ルウは精一杯に背伸びをして、格子の間から二人の様子を見つめやる。

　気配を殺すのは得意なので、あれだけ神経の鋭するどいアイ＝ファにも気づかれたりはしない。

　二人はどうやら、今日も少し言い争いをしているような雰囲気であった。




「えええ。何でだよ？　まだ昼間のこと、怒っているのか？」




　異国人が、抑よく制せいを欠いた声をあげる。

　色の白い、これといって特徴のない、横顔。

　女衆のように線が細いが、町の人間ならば、これぐらいが普ふ通つうであろう。特徴というほどのものでもない。

　ただやっぱり、その黒い瞳ひとみは光が強く、そして、とても明るかった。

　不思議な目だ。

　とても光は強いのに、どこか不安そうに陰っているようにも見える。

　女衆のように優しげでもあり、男衆のように力強くもあり、なかなか印象が定まらない。

　ただ――リミ＝ルウの嫌いな感じでは、なかった。




「昼間のこと？　……ああ。お前が我を失って不ふ埒らちな行こう為いに及およんだことか。そのようなことは、すっかり忘れていた」




　低い声で、アイ＝ファが答えた。

　ふらちな行為って何だろう、とリミ＝ルウがひとり首を傾かしげていると、異国人はまた大きく表情を動かした。

　慌てふためいた表情から、少しいぶかしそうな表情に。




「忘れていたって……だったらどうして、感想を言ってくれないんだよ？」




「やかましい！　言いたくないから、言いたくないのだ！」




　とたんにアイ＝ファが大声をあげたので、リミ＝ルウはびっくりしてしまった。

　異国人も、びっくりしているようだった。

　この異国人は表情をとてもよく動かすので、感情が読み取りやすい。

　だが、それよりも、この際はアイ＝ファのほうが大きく感情をあらわにしてしまっていた。

　何な故ぜかその顔を真っ赤にして、少しうつむき、手に持っていた木皿で顔を隠すようにしてしまったのだ。

　それで正面に座っている異国人にはわからなかったかもしれないが、横合いから観察しているリミ＝ルウには、しっかり見て取ることができた。

　アイ＝ファは――とても恥ずかしそうな顔をしていた。




「もういいだろう！　私を見るな！」




　アイ＝ファは、あまり他者には感情をさらそうとしない。

　嬉うれしいときも、悲しいときも、少しその目もとや口もとに感情を漂わせるていどで、なかなかその本心をさらそうとしてくれないのだ。ギル＝ファがいなくなって以来、その傾向はますます強くなる一方だった。

　なので、アイ＝ファがこれほどまでに感情を出してしまっていることに、リミ＝ルウはとても驚おどろいてしまった。

　いっぽう、異国人はちょっと残念そうに息をついてから、何やら自分の考えに没頭し始めたようだった。

　だから――気づかなかったのだろう。

　木皿を下ろしたアイ＝ファが、じっとその顔を見つめ始めたことに。

　アイ＝ファは、うっすらと微笑ほほえんでいるようだった。

　まだその頬ほおには赤みを残したまま、とても満足そうに、とても幸福そうに、異国人の顔を見つめている。

　まるで、ギル＝ファがまだ生きていた頃ころのように――リミ＝ルウの大好きなその青い瞳に、とても柔やわらかい、とても優しげな光を浮うかべて。

（アイ＝ファ……）

　この二年間、アイ＝ファがこのような表情を浮かべたことはなかった。

　父親の死とともに、その心の一部が死んでしまったかのように、アイ＝ファの表情は冷たく凍いてついてしまっていたのだ。

（それじゃあ、その人が、そうなんだね？）

　どこの生まれかなんて、関係ない。異国人だろうと何だろうと、それがアイ＝ファの心に安息をもたらすことができる相手であるならば、かまわない。

　そう思って、異国人のほうを見てみると――彼もまた、少しうつむいたまま微笑んでいるようだった。

　ちょっと前までは残念そうな顔をしていたように思うのに、アイ＝ファと同じように満足そうな、幸福そうな光をその黒い瞳に浮かべて、木皿に乗った奇き妙みような形の肉を見つめている。

　彼もまた、アイ＝ファと同様の気持ちを得ているのだろう。

　家族とは、そういうものだ。

　アイ＝ファはギル＝ファを失って、ルウからの嫁取りの話も断ってしまったが。やっぱり、家族は、必要なのだ。

　ひとりぼっちで生きていくなんて、そんなのは、あまりに悲しすぎる。

　リミ＝ルウは、じんわりと浮かんできた涙なみだを手の甲こうでぬぐってから、ことさら陽気な声を張り上げてみることにした。




「ねえ。それは何を食べてるの？」







あとがき







　このたびは本作『異世界料理道』を手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　著者のＥＤＡと申します。読み方はエダです。以後お見知りおきいただければ幸いです。




　本作は、小説投稿サイト『小説家になろう』様において二○一四年八月から連載されていた作品です。このあとがきを書いている二○一五年一月現在でも、森の彼方にちらちらエンディングを遠望しつつ、まだ連載中であります。

　本作が書籍化という栄誉を賜われたのも、連載時に応援してくださった皆様のおかげでございます。まずは心の底から、感謝の念を捧げさせていただきます。

　以前から応援してくださっていた皆様と、このたび初めて本作を手に取っていただいた皆様と、その両方に楽しんでいただけるよう力を振り絞ったつもりでありますが、如何なものでしたでしょう。お口に合えば幸いでございます。




　異世界に飛ばされた主人公が、料理の腕前で人々との縁を結んでいく！　そんなワンアイディアの閃きで書き始めた本作でありますが。初期構想の通りに進んだり、ときおり大きくはみだしたり、思いもよらぬキャラが活躍することになったり、主要であったはずのキャラが陰にひっこんでしまったり、なかなか愉快な様相を呈し始めております。




　しかし、そういった不確定要素こそが物語のダイナミズムを生み出すのだ！　と自分に言い聞かせつつ、奮闘している日々であります。アスタやアイ＝ファや数多くのキャラたちが、いったいどのような運命をたどるのか、半分ぐらいは自分もハラハラしながら見守っている状態であり、そして、それこそが何よりの楽しみであったりもするのですよね。本作を読んでくださった皆様と、そんな楽しさを共有できていけたら、何よりの喜びであります。




　最後に、ホビージャパン編集部の担当様、素敵なイラストを描いてくださったこちも様、本作の出版に関わってくださったすべての皆様と、そしてこの本を手に取ってくださったすべての皆様に重ねて御礼を申し述べつつ、筆を置かせていただきます。




　それでは、次巻でまたお会いいたしましょう！




二○一五年一月　ＥＤＡ
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